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Ⅰ．調査の概要 

１．調査の目的 

本調査は、県民の地震や津波に対する防災の取組や避難行動などを把握し、今後の地震・津波対策等

の推進に役立てることを目的として実施しました。 

 

２．調査の対象 

津波浸水想定区域及び隣接する区域（※）に居住する18歳以上の県民7,000人（無作為抽出） 

※沿岸10市町：延岡市、門川町、日向市、都農町、川南町、高鍋町、新富町、宮崎市、日南市、串間市 

 

３．調査の方法 

調査票の配布：郵送 

調査票の回収：郵送またはインターネット 

 

４．調査の期間 

令和6年12月17日～令和7年1月17日 

 

５．調査票の回収率 

44.4％（配布：7,000通、回収：3,108通） 

 

＜自治体別の内訳＞ 

  回収率 配布数 回収数 

延岡市 44.0% 1,563 687 

門川町 42.0% 474 199 

日向市 44.8% 2,775 1,244 

都農町 34.2% 117 40 

川南町 35.2% 244 86 

高鍋町 42.6% 183 78 

新富町 52.1% 117 61 

宮崎市 46.1% 1,014 467 

日南市 44.5% 479 213 

串間市 35.3% 34 12 

無回答 - - 21 

計 44.4% 7,000 3,108 

 

６．留意事項 

クロス集計で母数（n）が少ない場合は、結果の利用には注意が必要です。 
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Ⅱ．調査の結果 

１．回答者の属性 

（１）性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）家族構成 

◯配偶者の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯子どもの有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

・子どもの人数（子ども「あり」の人） 

 

 

 

40.6%

58.4%

0.2%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80%

男性

女性

その他

無回答
n=3,108

59.7%

33.9%

6.4%

0% 20% 40% 60% 80%

あり

なし

無回答 n=3,108

40.7%(1,266人)

38.4%

20.9%

0% 20% 40% 60%

あり

なし

無回答 n=3,108

42.8%

34.0%

14.8%

2.8%

0.8%

4.7%

0% 20% 40% 60%

1人

2人

3人

4人

5人以上

無回答
n=1,266
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◯育児を要する同居者の有無 

 

 

 

 

 

 

 

◯介護を要する同居者の有無 

 

 

 

 

 

 

 

（３）職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）業種（職業で「会社員・公務員等」「パート・アルバイト」「自営業者」のいずれかを回答した人） 

 

 

 

 

 

 

11.6%

59.1%

29.2%

0% 20% 40% 60% 80%

あり

なし

無回答 n=3,108

7.1%

65.0%

27.9%

0% 20% 40% 60% 80%

あり

なし

無回答 n=3,108

31.4%(977人)

27.6%

14.4%(448人)

12.1%

9.0%(280人)

1.7%

2.9%

0.9%

0% 20% 40%

会社員・公務員等

無職

パート・アルバイト

専業主婦（主夫）

自営業者

学生

その他

無回答
n=3,108

20.1%

14.4%

12.9%

9.1%

7.4%

6.3%

4.2%

3.6%

3.2%

2.4%

2.0%

1.5%

1.5%

1.1%

0.8%

0.1%

8.2%

1.2%

0% 20% 40%

医療・福祉

サービス業

製造業

卸売・小売業

建設業

教育・学習支援業

農業

飲食店・宿泊業

運輸業

金融・保険業

電気・ガス・熱供給・水道業

漁業

情報通信業

不動産業

林業

鉱業

その他

無回答

n=1,705
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（５）年齢 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）住まいの自治体 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.2%(223人)

8.2%(254人)

13.4%(415人)

15.6%(486人)

19.5%(606人)

22.5%(698人)

13.0%(404人)

0.7%

0% 20% 40%

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答
n=3,108

40.0%(1,244人)

22.1%(687人)

15.0%(467人)

6.9%(213人)

6.4%(199人)

2.8%(86人)

2.5%(78人)

2.0%(61人)

1.3%(40人)

0.4%(12人)

0.7%

0% 20% 40% 60%

日向市

延岡市

宮崎市

日南市

門川町

川南町

高鍋町

新富町

都農町

串間市

無回答
n=3,108

7.2%

5.7%

4.0%

7.2%

7.5%

4.7%

5.1%

3.3%

13.7%

4.7%

8.2%

7.7%

9.5%

9.0%

10.0%

3.5%

11.5%

8.2%

9.0%

3.3%

13.4%

10.3%

13.6%

15.4%

20.0%

9.3%

10.3%

13.1%

15.4%

8.5%

16.7%

15.6%

17.3%

13.1%

15.4%

12.5%

17.4%

16.7%

13.1%

16.1%

15.0%

8.3%

19.5%

20.4%

20.6%

17.6%

35.0%

15.1%

19.2%

31.1%

18.6%

25.4%

33.3%

22.5%

25.3%

24.6%

22.9%

15.0%

31.4%

21.8%

9.8%

17.8%

23.0%

8.3%

13.0%

12.8%

14.6%

12.4%

18.6%

15.4%

21.3%

9.4%

20.2%

33.3%

0.7%

0.4%

0.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=3,108)

延岡市

(n=687)

門川町

(n=199)

日向市

(n=1,244)

都農町

(n=40)

川南町

(n=86)

高鍋町

(n=78)

新富町

(n=61)

宮崎市

(n=467)

日南市

(n=213)

串間市

(n=12)

18～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳以上 無回答
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２．自然災害全般について 

（１）具体的な災害イメージ 

問１．あなたは、これまでに今お住まいの地域が、自然災害の被害に遭うことを具体的に想像したことがあります

か。想像したことがある内容を次の中からお答えください。（複数回答可） 

 

全体では、上位3項目（5割以上）は「地震」の割合（83.1％）が最も高く、次いで「津波」（75.3％）、「竜巻、

突風、台風などによる風害」（53.7％）となっています。 

年齢別では、「地震」と「津波」の割合は、年齢が低くなるほど高くなる傾向となっています。 

自治体別では、「地震」の割合が全体（83.1％）を上回っているのは宮崎市（85.7％）、都農町（85.0％）、

日向市（84.4％）となっています。「津波」の割合が全体（75.3％）を上回っているのは門川町（83.4％）、都農

町（82.5％）、日向市（82.2％）などとなっています。 

令和6年度調査（以下、「今回調査」という。）と平成30年度調査（以下、「前回調査」という。）との比較で

は、項目の順位は同じとなっています。その中で増減の大きい項目は、「竜巻、突風、台風などによる風害」

（11.1ポイント増：42.6％→53.7％）、「地震」（8.1ポイント増：75.0％→83.1％）となっています。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年齢別＞ 

 

 

83.1%

75.3%

53.7%

30.2%

11.5%

7.3%

2.5%

0.7%

1.4%

75.0%

73.5%

42.6%

31.6%

11.2%

9.8%

4.0%

0.5%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地震

津波

竜巻、突風、台風などによる風害

河川の氾濫

土砂崩れ、崖崩れ

高潮

想像したことがない

その他

わからない

令和6年度調査（今回調査）

(n=3,108)

平成30年度調査（前回調査）

(n=2,569)

※    …「地震」、「津波」の割合は、年齢が低くなるほど高くなる傾向 

18～29歳
(n=223)

30～39歳
(n=254)

40～49歳
(n=415)

50～59歳
(n=486)

60～69歳
(n=606)

70～79歳
(n=698)

80歳以上
(n=404)

地震 83.1% 84.8% 89.4% 89.9% 88.1% 84.3% 75.8% 76.7%

津波 75.3% 81.6% 89.0% 86.5% 79.6% 78.4% 65.0% 60.4%

竜巻、突風、台風などによる風害 53.7% 38.1% 47.2% 52.8% 62.3% 56.1% 54.2% 53.0%

河川の氾濫 30.2% 31.8% 34.3% 35.9% 39.1% 30.2% 23.9% 20.8%

土砂崩れ、崖崩れ 11.5% 15.7% 16.5% 11.3% 10.5% 9.7% 11.2% 10.4%

高潮 7.3% 3.1% 5.1% 8.7% 7.6% 8.3% 7.4% 8.2%

想像したことがない 2.5% 4.5% 2.4% 1.7% 1.0% 1.5% 4.6% 2.5%

その他 0.7% 0.0% 0.0% 0.5% 0.8% 0.7% 0.9% 1.5%

わからない 1.4% 1.8% 1.6% 2.4% 0.4% 0.7% 0.9% 3.2%

全体
(n=3,108)
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＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※    …「地震」、「津波」の割合が全体（地震…83.1％、津波…75.3％）を上回っている自治体 

延岡市
(n=687)

門川町
(n=199)

日向市
(n=1,244)

都農町
(n=40)

川南町
(n=86)

高鍋町
(n=78)

新富町
(n=61)

宮崎市
(n=467)

日南市
(n=213)

串間市
(n=12)

地震 83.1% 82.4% 79.9% 84.4% 85.0% 80.2% 79.5% 80.3% 85.7% 80.3% 75.0%

津波 75.3% 72.1% 83.4% 82.2% 82.5% 67.4% 80.8% 82.0% 59.7% 70.9% 75.0%

竜巻、突風、台風などによる風害 53.7% 57.6% 47.2% 50.2% 55.0% 59.3% 50.0% 59.0% 60.6% 50.7% 58.3%

河川の氾濫 30.2% 37.0% 27.1% 25.2% 7.5% 18.6% 51.3% 39.3% 35.1% 28.6% 41.7%

土砂崩れ、崖崩れ 11.5% 14.3% 11.1% 8.8% 7.5% 23.3% 7.7% 3.3% 9.2% 24.4% 0.0%

高潮 7.3% 7.1% 12.1% 6.6% 20.0% 20.9% 3.8% 4.9% 2.6% 12.7% 8.3%

想像したことがない 2.5% 2.8% 3.0% 2.3% 5.0% 0.0% 1.3% 0.0% 3.0% 3.8% 8.3%

その他 0.7% 1.0% 0.5% 0.5% 5.0% 2.3% 1.3% 0.0% 0.2% 0.9% 0.0%

わからない 1.4% 1.3% 1.5% 1.3% 0.0% 1.2% 0.0% 3.3% 1.9% 1.4% 0.0%

全体
(n=3,108)
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（２）家族や身近な方との災害対処方法の話し合いについて 

問２．あなたは、ここ１～２年ぐらいの間において、家族や身近な方と災害への備えや災害が起きたらどう対処する

かなどについて話し合ったことがありますか。ひとつだけお答えください。 

 

全体では、「ある」割合（79.6％）が約8割で、「ない」（16.0％）を大きく上回っています。 

年齢別では、「ある」割合が全体（79.6％）を上回っているのは、「30～69歳」となっています。 

自治体別では、「ある」割合が全体（79.6％）を上回っているのは高鍋町（85.9％）、串間市（83.3％）、門川

町・日向市（ともに82.4％）などとなっています。 

前回調査との比較では、「ある」割合は10.1ポイント増（69.5％→79.6％）となっています。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年齢別＞ 

 

 

 

79.6%(2,475人)

16.0%

2.8%

1.5%

69.5%(1,786人)

26.4%

3.2%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある

ない

わからない

無回答

今回調査

(n=3,108)

前回調査

(n=2,569)

78.5%

83.1%

85.1%

82.7%

80.4%

77.1%

72.8%

15.7%

13.8%

12.5%

12.6%

17.0%

18.6%

19.3%

5.8%

3.1%

2.4%

3.1%

1.7%

2.1%

4.2%

1.6%

1.0%

2.1%

3.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～29歳

(n=223)

30～39歳

(n=254)

40～49歳

(n=415)

50～59歳

(n=486)

60～69歳

(n=606)

70～79歳

(n=698)

80歳以上

(n=404)

ある ない わからない 無回答

全体「ある」（79.6％）



8 

＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

80.2%

82.4%

82.4%

72.5%

73.3%

85.9%

65.6%

75.2%

75.6%

83.3%

15.6%

12.6%

13.7%

25.0%

17.4%

12.8%

29.5%

20.8%

18.8%

16.7%

2.6%

4.0%

2.7%

2.5%

4.7%

1.3%

3.3%

2.6%

4.2%

1.6%

1.0%

1.3%

4.7%

1.6%

1.5%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

延岡市

(n=687)

門川町

(n=199)

日向市

(n=1,244)

都農町

(n=40)

川南町

(n=86)

高鍋町

(n=78)

新富町

(n=61)

宮崎市

(n=467)

日南市

(n=213)

串間市

(n=12)

ある ない わからない 無回答

全体「ある」（79.6％）
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（３）災害対処方法の内容について 

問２－１．※問２において「ある」とお答えした方におたずねします。 

話し合った内容について、該当するものを次の中からお答えください。（複数回答可） 

 

全体では、上位3項目（5割以上）は「避難の方法、避難時期、避難場所について」の割合（80.3％）が最も

高く、次いで「食料、飲料水などの備蓄について」（68.4％）、「非常持ち出し品について」（54.0％）となって

います。 

年齢別、自治体別ともに、上位3項目は全体と同じ項目となっています。 

前回調査との比較では、項目の順位はほぼ同じとなっています。その中で増減の大きい項目は、「食料、

飲料水などの備蓄について」（21.6ポイント増：46.8％→68.4％）、「非常持ち出し品について」（8.2ポイント

増：45.8％→54.0％）となっています。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

80.3%

68.4%

54.0%

39.3%

37.6%

29.3%

18.4%

10.4%

9.1%

0.6%

0.3%

79.9%

46.8%

45.8%

31.6%

34.0%

23.1%

14.8%

8.0%

4.7%

1.0%

0.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

避難の方法、避難時期、避難場所について

食料、飲料水などの備蓄について

非常持ち出し品について

心構えについて

家族や身近な方との連絡手段について

家屋の安全性について

お住まいの地域の災害危険箇所等について

お住まいの地域以外で過去に発生した災害について

お住まいの地域で過去に発生した災害について

その他

わからない

今回調査

(n=2,475)

前回調査

(n=1,786)
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＜年齢別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18～29歳
(n=175)

30～39歳
(n=211)

40～49歳
(n=353)

50～59歳
(n=402)

60～69歳
(n=487)

70～79歳
(n=538)

80歳以上
(n=294)

避難の方法、避難時期、避難場所について 80.3% 80.6% 86.3% 85.0% 83.3% 79.3% 79.2% 70.4%

食料、飲料水などの備蓄について 68.4% 66.9% 74.9% 70.3% 70.6% 71.3% 68.2% 55.8%

非常持ち出し品について 54.0% 44.6% 52.1% 54.1% 54.5% 58.1% 55.0% 51.7%

心構えについて 39.3% 37.7% 33.6% 47.9% 37.3% 39.8% 36.1% 42.5%

家族や身近な方との連絡手段について 37.6% 36.6% 34.1% 44.8% 38.3% 35.3% 36.6% 36.1%

家屋の安全性について 29.3% 30.3% 27.0% 28.0% 30.1% 27.7% 31.0% 30.3%

お住まいの地域の災害危険箇所等について 18.4% 19.4% 21.3% 21.5% 19.4% 16.8% 16.7% 16.3%

お住まいの地域以外で過去に発生した災害に
ついて

10.4% 7.4% 10.4% 12.5% 10.0% 9.9% 10.0% 11.2%

お住まいの地域で過去に発生した災害につい
て

9.1% 6.9% 11.4% 11.6% 7.7% 8.8% 8.4% 8.8%

その他 0.6% 0.0% 0.5% 0.0% 0.5% 0.4% 0.9% 1.4%

わからない 0.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.2% 0.2% 0.4% 1.0%

全体
(n=2,475)

延岡市
(n=551)

門川町
(n=164)

日向市
(n=1,025)

都農町
(n=29)

川南町
(n=63)

高鍋町
(n=67)

新富町
(n=40)

宮崎市
(n=351)

日南市
(n=161)

串間市
(n=10)

避難の方法、避難時期、避難場所につ
いて

80.3% 80.9% 82.9% 83.2% 82.8% 73.0% 77.6% 82.5% 70.9% 81.4% 80.0%

食料、飲料水などの備蓄について 68.4% 69.0% 60.4% 68.2% 62.1% 61.9% 65.7% 70.0% 75.5% 67.7% 60.0%

非常持ち出し品について 54.0% 57.0% 54.9% 54.8% 37.9% 47.6% 61.2% 47.5% 51.9% 47.8% 50.0%

心構えについて 39.3% 40.3% 41.5% 38.0% 34.5% 42.9% 35.8% 42.5% 43.0% 37.9% 10.0%

家族や身近な方との連絡手段について 37.6% 40.5% 33.5% 36.0% 27.6% 31.7% 37.3% 37.5% 40.5% 41.0% 20.0%

家屋の安全性について 29.3% 32.8% 29.9% 25.7% 17.2% 27.0% 28.4% 30.0% 35.3% 31.7% 10.0%

お住まいの地域の災害危険箇所等に
ついて

18.4% 20.3% 15.2% 17.1% 17.2% 22.2% 20.9% 17.5% 15.4% 29.8% 10.0%

お住まいの地域以外で過去に発生した
災害について

10.4% 11.1% 9.8% 9.8% 6.9% 4.8% 9.0% 12.5% 11.1% 13.0% 10.0%

お住まいの地域で過去に発生した災害
について

9.1% 13.2% 10.4% 6.3% 6.9% 9.5% 11.9% 12.5% 10.0% 8.1% 0.0%

その他 0.6% 0.5% 0.6% 0.8% 0.0% 1.6% 0.0% 0.0% 0.3% 0.0% 0.0%

わからない 0.3% 0.2% 0.0% 0.2% 0.0% 0.0% 3.0% 0.0% 0.3% 0.6% 0.0%

全体
(n=2,475)

※    …各年齢の上位 3 項目 

※    …各自治体の上位 3 項目 
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（４）避難所について 

問３．あなたがお住まいの地域の避難所(一定の期間避難生活をする場)をご存じですか。 

ひとつだけお答えください。 

 

全体では、「知っている」割合（77.2％）が約8割で、「知らない」（14.0％）を大きく上回っています。 

年齢別では、各年齢とも「知っている」割合は「知らない」を大きく上回っています。 

自治体別では、「知っている」割合が全体（77.2％）を上回っているのは串間市（91.7％）、都農町（90.0％）、

延岡市（83.4％）などとなっています。 

前回調査との比較では、「知っている」割合は20.8ポイント増（56.4％→77.2％）となっています。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年齢別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

77.2%(2,398人)

14.0%

7.6%

1.2%

56.4%(1,449人)

27.7%

11.8%

4.1%

0% 20% 40% 60% 80%

知っている

知らない

わからない

無回答

今回調査

(n=3,108)

前回調査

(n=2,569)

72.6%

73.6%

80.7%

77.4%

77.2%

79.4%

74.0%

17.5%

18.5%

11.3%

14.2%

15.0%

13.2%

12.1%

9.4%

7.9%

7.7%

7.0%

6.9%

6.0%

11.1%

0.4%

0.2%

1.4%

0.8%

1.4%

2.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～29歳

(n=223)

30～39歳

(n=254)

40～49歳

(n=415)

50～59歳

(n=486)

60～69歳

(n=606)

70～79歳

(n=698)

80歳以上

(n=404)

知っている 知らない わからない 無回答

全体「知っている」（77.2％）



12 

＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

83.4%

80.9%

75.4%

90.0%

77.9%

74.4%

75.4%

68.5%

82.2%

91.7%

10.2%

11.1%

15.8%

7.5%

11.6%

14.1%

16.4%

19.5%

8.5%

8.3%

5.2%

5.5%

8.0%

2.5%

4.7%

11.5%

6.6%

11.1%

8.5%

1.2%

2.5%

0.8%

5.8%

1.6%

0.9%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

延岡市

(n=687)

門川町

(n=199)

日向市

(n=1,244)

都農町

(n=40)

川南町

(n=86)

高鍋町

(n=78)

新富町

(n=61)

宮崎市

(n=467)

日南市

(n=213)

串間市

(n=12)

知っている 知らない わからない 無回答

全体「知っている」（77.2％）
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（５）避難所に求めるもの 

問３－１．※問３において「知っている」とお答えした方におたずねします。 

あなたが避難所に一定期間避難しなくてはいけなくなった場合、共同生活する上で避難所に何を求めま 

すか。（複数回答可） 

 

全体では、上位4項目（6割以上）は、「トイレ（簡易トイレのほかにトイレットペーパーや生理用品含む）」の

割合（92.2％）が最も高く、次いで「食料、飲料」（82.6％）、「寝泊まりする際の仕切り（パーテーション）」

（71.5％）、「水道」（62.4％）となっています。 

年齢別では、各年齢とも上位4項目は全体と同じ項目となっています。また、各項目において全体と比較

して10ポイント以上高い割合となっている年齢は、 

・「空調設備」で「30～49歳」 

・「乳児用品（粉乳、おむつ等）」で「30～39歳」 

となっています。 

自治体別では、日南市を除き上位4項目は全体と同じ項目となっています。また、各項目において全体と比

較して10ポイント以上高い割合となっている自治体は、 

・「風呂」で日南市、 

・「空調設備」で串間市 

となっています。 

前回調査との比較では、項目の順位はほぼ同じとなっています。その中で増減の大きい項目は、「簡易ベッ

ド」（14.8ポイント増：24.5％→39.3％）、「食料、飲料」（11.0ポイント増：71.6％→82.6％）、「寝泊まりする際の仕

切り（パーテーション）」（6.5ポイント増：65.0％→71.5％）となっています。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

92.2%

82.6%

71.5%

62.4%

46.0%

41.9%

39.3%

13.6%

11.8%

8.7%

5.4%

0.7%

88.9%

71.6%

65.0%

57.3%

49.6%

48.0%

24.5%

14.6%

14.7%

14.2%

3.2%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

トイレ（簡易トイレのほかにトイレットペーパーや生理用品含む）

食料、飲料

寝泊まりする際の仕切り（パーテーション）

水道

風呂

空調設備

簡易ベッド

調理施設

介護用品（おむつ等）

乳児用品（粉乳、おむつ等）

その他

わからない

今回調査

(n=2,398)

前回調査

(n=1,449)
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＜年齢別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※    …全体と比較して割合が 10 ポイント以上高い自治体 

※    …全体と比較して割合が 10 ポイント以上高い年齢 

18～29歳
(n=162)

30～39歳
(n=187)

40～49歳
(n=335)

50～59歳
(n=376)

60～69歳
(n=468)

70～79歳
(n=554)

80歳以上
(n=299)

トイレ（簡易トイレのほかにトイレットペーパーや
生理用品含む）

92.2% 92.6% 96.3% 96.7% 94.9% 93.8% 88.4% 86.3%

食料、飲料 82.6% 83.3% 86.1% 81.5% 85.4% 79.7% 84.8% 78.6%

寝泊まりする際の仕切り（パーテーション） 71.5% 68.5% 80.7% 76.1% 79.3% 75.6% 65.3% 58.2%

水道 62.4% 61.1% 72.2% 68.1% 69.4% 62.2% 56.0% 54.8%

風呂 46.0% 46.9% 47.1% 48.1% 50.3% 46.6% 43.7% 40.5%

空調設備 41.9% 43.2% 54.0% 51.9% 50.3% 43.2% 32.3% 27.4%

簡易ベッド 39.3% 38.3% 40.6% 37.0% 42.3% 39.7% 37.7% 39.8%

調理施設 13.6% 11.1% 10.7% 15.8% 17.0% 15.0% 12.6% 9.7%

介護用品（おむつ等） 11.8% 10.5% 7.5% 9.3% 14.4% 10.7% 9.2% 21.7%

乳児用品（粉乳、おむつ等） 8.7% 19.1% 32.6% 11.0% 9.3% 5.3% 3.1% 1.0%

その他 5.4% 5.6% 4.3% 8.1% 8.8% 4.9% 3.4% 3.3%

わからない 0.7% 0.6% 0.5% 0.0% 0.3% 0.6% 1.3% 1.3%

全体
(n=2,398)

延岡市
(n=573)

門川町
(n=161)

日向市
(n=938)

都農町
(n=36)

川南町
(n=67)

高鍋町
(n=58)

新富町
(n=46)

宮崎市
(n=320)

日南市
(n=175)

串間市
(n=11)

トイレ（簡易トイレのほかにトイレット
ペーパーや生理用品含む）

92.2% 91.3% 92.5% 93.2% 91.7% 86.6% 94.8% 93.5% 94.4% 88.6% 81.8%

食料、飲料 82.6% 81.8% 82.6% 83.6% 69.4% 85.1% 86.2% 84.8% 81.6% 81.7% 90.9%

寝泊まりする際の仕切り（パーテーショ
ン）

71.5% 70.3% 72.0% 71.5% 72.2% 64.2% 74.1% 71.7% 75.9% 69.7% 72.7%

水道 62.4% 62.1% 62.1% 65.0% 58.3% 53.7% 58.6% 58.7% 63.1% 55.4% 72.7%

風呂 46.0% 43.8% 42.9% 46.6% 50.0% 41.8% 39.7% 45.7% 45.6% 56.6% 36.4%

空調設備 41.9% 41.2% 31.1% 43.3% 30.6% 28.4% 43.1% 39.1% 48.4% 41.7% 54.5%

簡易ベッド 39.3% 42.9% 32.9% 38.2% 22.2% 22.4% 39.7% 41.3% 42.8% 41.7% 45.5%

調理施設 13.6% 15.7% 11.8% 13.9% 2.8% 11.9% 13.8% 6.5% 12.5% 14.3% 9.1%

介護用品（おむつ等） 11.8% 13.6% 8.7% 12.3% 8.3% 9.0% 8.6% 13.0% 8.1% 15.4% 18.2%

乳児用品（粉乳、おむつ等） 8.7% 10.1% 6.8% 10.3% 8.3% 3.0% 5.2% 4.3% 7.2% 5.1% 9.1%

その他 5.4% 6.1% 5.6% 4.5% 5.6% 10.4% 6.9% 6.5% 5.0% 5.1% 18.2%

わからない 0.7% 0.9% 0.6% 0.9% 0.0% 1.5% 0.0% 0.0% 0.0% 1.1% 0.0%

全体
(n=2,398)
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（６）備蓄食料について 

問４．あなたが避難所生活を余儀なくされたことを想定した場合、あなたならあらかじめ何日間の備蓄食糧（飲料水 

含む）を準備しておきますか。ひとつだけお答えください。 

 

全体では、「３日分の食糧」の割合（42.6％）が約4割で、他を大きく上回っています。また、「３～７日分の

食糧」の割合（68.0％）は約7割となっています。 

年齢別、自治体別ともに、「３日分の食糧」の割合が最も高くなっています。 

前回調査との比較では、「３～７日分の食糧」の割合は9.3ポイント増（58.7％→68.0％）となっています。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年齢別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※    …各年齢とも「３日分の食糧」の割合が最も高い 

18～29歳
(n=223)

30～39歳
(n=254)

40～49歳
(n=415)

50～59歳
(n=486)

60～69歳
(n=606)

70～79歳
(n=698)

80歳以上
(n=404)

準備しない 3.0% 1.3% 3.5% 1.2% 2.5% 3.8% 3.0% 5.2%

１日分の食糧 6.2% 8.1% 7.9% 5.8% 6.6% 4.6% 4.9% 8.7%

２日分の食糧 14.9% 9.4% 7.5% 14.0% 13.0% 15.2% 18.8% 17.6%

３日分の食糧 42.6% 40.4% 46.9% 43.4% 43.2% 45.5% 42.0% 37.4%

４日～５日分の食糧 13.0% 11.7% 12.2% 11.3% 12.1% 12.4% 15.9% 12.6%

５日～７日分の食糧 12.4% 20.2% 13.4% 16.4% 13.6% 12.5% 8.5% 8.7%

それ以上 1.4% 4.0% 2.4% 1.7% 1.9% 1.0% 0.4% 0.7%

わからない 5.2% 4.5% 5.9% 6.0% 5.8% 3.8% 4.9% 6.7%

無回答 1.4% 0.4% 0.4% 0.2% 1.4% 1.2% 1.7% 2.5%

母数 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

全体
(n=3,108)

3.0%

6.2%

14.9%

42.6%

13.0%

12.4%

1.4%

5.2%

1.4%

2.9%

6.8%

13.4%

38.8%

9.9%

10.0%

1.9%

10.3%

5.9%

0% 20% 40% 60%

準備しない

１日分の食糧

２日分の食糧

３日分の食糧

４日～５日分の食糧

５日～７日分の食糧

それ以上

わからない

無回答

今回調査

(n=3,108)

前回調査

(n=2,569)
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＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※    …各自治体とも「３日分の食糧」の割合が最も高い 

延岡市
(n=687)

門川町
(n=199)

日向市
(n=1,244)

都農町
(n=40)

川南町
(n=86)

高鍋町
(n=78)

新富町
(n=61)

宮崎市
(n=467)

日南市
(n=213)

串間市
(n=12)

準備しない 3.0% 3.2% 5.0% 2.5% 2.5% 7.0% 3.8% 3.3% 2.6% 2.3% 16.7%

１日分の食糧 6.2% 6.8% 10.6% 6.4% 2.5% 2.3% 5.1% 9.8% 4.5% 4.2% 8.3%

２日分の食糧 14.9% 13.1% 18.1% 16.6% 10.0% 15.1% 7.7% 9.8% 11.6% 19.2% 0.0%

３日分の食糧 42.6% 44.1% 36.7% 42.6% 45.0% 36.0% 48.7% 37.7% 44.8% 42.3% 33.3%

４日～５日分の食糧 13.0% 15.1% 11.6% 11.4% 10.0% 12.8% 17.9% 11.5% 13.5% 14.1% 16.7%

５日～７日分の食糧 12.4% 11.1% 8.0% 12.3% 20.0% 16.3% 10.3% 9.8% 16.3% 11.7% 8.3%

それ以上 1.4% 1.3% 2.0% 1.6% 0.0% 1.2% 0.0% 0.0% 1.7% 0.5% 8.3%

わからない 5.2% 4.1% 7.0% 5.6% 10.0% 4.7% 3.8% 16.4% 3.9% 4.2% 8.3%

無回答 1.4% 1.2% 1.0% 1.0% 0.0% 4.7% 2.6% 1.6% 1.3% 1.4% 0.0%

母数 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

全体
(n=3,108)
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（７）参考になる防災情報について 

問５．自然災害に関して、参考になると思うのはどのような情報でしょうか。次の中からお答えください。 

（複数回答可） 

 

全体では、上位4項目（約4割以上）は、「国や地方公共団体が公表している災害危険箇所を示した地図

（ハザードマップ）」の割合（63.4％）が最も高く、次いで「災害対策を取り上げたテレビやラジオ番組」

（46.0％）、「国や地方公共団体が公表している被害想定区域図」（38.5％）、「マスメディアからの災害報道」

（38.4％）となっています。 

年齢別では、「国や地方公共団体が公表している災害危険箇所を示した地図（ハザードマップ）」の割合

は年齢が低くなるほど高く、「災害対策を取り上げたテレビやラジオ番組」の割合は年齢が高くなるほど高く

なっています。 

自治体別では、「国や地方公共団体が公表している災害危険箇所を示した地図（ハザードマップ）」の割

合が全体（63.4％）を上回っているのは宮崎市（70.4％）、延岡市（65.1％）となっています。「国や地方公共

団体が公表している被害想定区域図」の割合が全体（38.5％）を上回っているのは宮崎市（46.5％）、日向

市（39.9％）、高鍋町（39.7％）となっています。 

前回調査との比較では、項目の順位はほぼ同じとなっています。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

63.4%

46.0%

38.5%

38.4%

30.2%

29.4%

10.0%

7.2%

2.2%

1.3%

3.0%

60.3%

50.0%

39.1%

41.8%

32.9%

28.0%

10.7%

8.0%

1.6%

1.5%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80%

国や地方公共団体が公表している災害危険箇所を

示した地図（ハザードマップ）

災害対策を取り上げたテレビやラジオ番組

国や地方公共団体が公表している被害想定区域図

マスメディアからの災害報道

過去の災害教訓

災害に遭った人などの体験談

災害対策に関する情報誌や書籍

防災に関する講演会やシンポジウム

特にない

その他

わからない

今回調査

(n=3,108)

前回調査

(n=2,569)

国や地方公共団体が公表している災害危険箇所を

示した地図（ハザードマップ）
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＜年齢別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

延岡市
(n=687)

門川町
(n=199)

日向市
(n=1,244)

都農町
(n=40)

川南町
(n=86)

高鍋町
(n=78)

新富町
(n=61)

宮崎市
(n=467)

日南市
(n=213)

串間市
(n=12)

国や地方公共団体が公表している災
害危険箇所を示した地図（ハザード
マップ）

63.4% 65.1% 57.8% 62.8% 47.5% 62.8% 61.5% 55.7% 70.4% 58.7% 58.3%

災害対策を取り上げたテレビやラジオ
番組

46.0% 46.3% 43.2% 45.7% 50.0% 46.5% 55.1% 55.7% 44.1% 49.8% 41.7%

国や地方公共団体が公表している被
害想定区域図

38.5% 38.4% 28.1% 39.9% 32.5% 29.1% 39.7% 32.8% 46.5% 31.9% 33.3%

マスメディアからの災害報道 38.4% 39.9% 36.2% 38.6% 35.0% 23.3% 38.5% 36.1% 43.0% 34.7% 16.7%

過去の災害教訓 30.2% 31.1% 24.1% 31.0% 25.0% 26.7% 32.1% 16.4% 33.4% 26.8% 25.0%

災害に遭った人などの体験談 29.4% 26.9% 25.6% 32.2% 25.0% 25.6% 26.9% 27.9% 30.6% 27.2% 25.0%

災害対策に関する情報誌や書籍 10.0% 10.6% 6.5% 11.2% 7.5% 5.8% 10.3% 6.6% 9.4% 8.9% 8.3%

防災に関する講演会やシンポジウム 7.2% 8.3% 6.0% 7.6% 7.5% 5.8% 7.7% 6.6% 4.9% 7.0% 8.3%

特にない 2.2% 2.6% 3.5% 1.5% 5.0% 2.3% 0.0% 4.9% 1.5% 3.8% 0.0%

その他 1.3% 2.0% 0.0% 1.4% 2.5% 2.3% 0.0% 1.6% 1.1% 0.0% 0.0%

わからない 3.0% 2.3% 3.0% 2.7% 0.0% 1.2% 6.4% 4.9% 4.1% 3.3% 16.7%

全体
(n=3,108)

※    …「国や地方公共団体が公表している災害危険箇所を示した地図（ハザードマップ）」の割合は年齢が低くなるほど高い 

       「災害対策を取り上げたテレビやラジオ番組」は年齢が高くなるほど高い 

※    …「国や地方公共団体が公表している災害危険箇所を示した地図（ハザードマップ）」または「国や地方公共団体が公表 

している被害想定区域図」の割合が全体を上回っている自治体 

18～29歳
(n=223)

30～39歳
(n=254)

40～49歳
(n=415)

50～59歳
(n=486)

60～69歳
(n=606)

70～79歳
(n=698)

80歳以上
(n=404)

国や地方公共団体が公表している災害危険箇
所を示した地図（ハザードマップ）

63.4% 74.4% 72.4% 71.1% 69.8% 64.2% 55.3% 49.5%

災害対策を取り上げたテレビやラジオ番組 46.0% 30.5% 31.1% 40.5% 47.5% 47.0% 55.2% 51.5%

国や地方公共団体が公表している被害想定区
域図

38.5% 44.4% 48.0% 43.6% 44.0% 36.1% 33.2% 30.9%

マスメディアからの災害報道 38.4% 36.8% 37.4% 36.9% 46.1% 44.7% 36.2% 27.2%

過去の災害教訓 30.2% 26.0% 38.6% 34.2% 33.3% 29.7% 26.8% 25.5%

災害に遭った人などの体験談 29.4% 27.4% 39.4% 35.7% 36.6% 29.4% 22.3% 21.5%

災害対策に関する情報誌や書籍 10.0% 10.8% 13.8% 12.3% 15.0% 8.9% 5.3% 8.7%

防災に関する講演会やシンポジウム 7.2% 4.9% 6.3% 9.4% 8.0% 5.4% 7.6% 7.4%

特にない 2.2% 2.7% 3.1% 3.1% 1.2% 2.0% 1.4% 2.7%

その他 1.3% 1.8% 3.9% 1.4% 1.6% 0.7% 0.7% 1.0%

わからない 3.0% 4.5% 1.6% 1.9% 2.1% 1.7% 3.0% 7.2%

全体
(n=3,108)
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（８）充実を望む防災情報について 

問６．あなたがお住まいの地域の災害の危険性や災害対策について、普段から充実してほしい情報は何ですか。 

この中からお答えください。（複数回答可） 

 

全体では、「今よりも詳しくてわかりやすい浸水想定区域図やハザードマップ」の割合（58.8％）が最も高

く、他を大きく上回っています。 

年齢別では、各項目において全体と比較して10ポイント以上高い割合となっている年齢は、「居住地域で

過去に災害が発生した場所を示す地図」で「30～39歳」、「学校や公共施設の耐震性」で「18～49歳」となっ

ています。 

自治体別では、各自治体とも「今よりも詳しくてわかりやすい浸水想定区域図やハザードマップ」の割合が

最も高くなっています。 

前回調査との比較では、項目の順位はほぼ同じとなっています。その中で増減の大きい項目は、「居住地

域で過去に災害が発生した場所を示す地図」（9.1ポイント増：30.6％→39.7％）となっています。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

58.8%

39.7%

33.5%

22.8%

9.9%

5.0%

3.0%

7.2%

53.9%

30.6%

34.6%

19.3%

8.9%

3.2%

3.0%

8.3%

0% 20% 40% 60%

今よりも詳しくてわかりやすい浸水想定区域図や

ハザードマップ

居住地域で過去に災害が発生した場所を示す地図

学校や公共施設の耐震性

災害情報に関する標識類の意味や内容の説明

災害用語、気象用語の定義や解説

現状のままで十分だ

その他

わからない

今回調査

(n=3,108)

前回調査

(n=2,569)

今よりも詳しくてわかりやすい浸水想定区域図や

ハザードマップ
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＜年齢別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18～29歳
(n=223)

30～39歳
(n=254)

40～49歳
(n=415)

50～59歳
(n=486)

60～69歳
(n=606)

70～79歳
(n=698)

80歳以上
(n=404)

今よりも詳しくてわかりやすい浸水想定区域図
やハザードマップ

58.8% 63.2% 62.2% 64.3% 63.4% 61.9% 52.9% 49.8%

居住地域で過去に災害が発生した場所を示す
地図

39.7% 47.5% 52.0% 47.5% 43.6% 39.4% 32.2% 29.2%

学校や公共施設の耐震性 33.5% 48.4% 44.1% 46.0% 36.8% 28.7% 25.9% 22.3%

災害情報に関する標識類の意味や内容の説
明

22.8% 24.7% 24.8% 26.3% 24.9% 20.1% 22.2% 20.0%

災害用語、気象用語の定義や解説 9.9% 13.5% 12.2% 10.1% 10.3% 8.9% 7.9% 10.9%

現状のままで十分だ 5.0% 3.1% 3.1% 3.6% 3.9% 5.4% 6.6% 6.4%

その他 3.0% 3.6% 4.3% 3.4% 4.9% 2.3% 2.0% 2.0%

わからない 7.2% 6.3% 6.3% 3.6% 4.9% 7.6% 7.7% 13.4%

全体
(n=3,108)

※    …全体と比較して割合が 10 ポイント以上高い年齢 

※    …各自治体とも「今よりも詳しくてわかりやすい浸水想定区域図やハザードマップ」の割合が最も高い 

延岡市
(n=687)

門川町
(n=199)

日向市
(n=1,244)

都農町
(n=40)

川南町
(n=86)

高鍋町
(n=78)

新富町
(n=61)

宮崎市
(n=467)

日南市
(n=213)

串間市
(n=12)

今よりも詳しくてわかりやすい浸水想定
区域図やハザードマップ

58.8% 57.6% 50.3% 62.2% 42.5% 47.7% 57.7% 60.7% 58.7% 58.7% 91.7%

居住地域で過去に災害が発生した場所
を示す地図

39.7% 41.3% 37.2% 38.2% 35.0% 29.1% 46.2% 39.3% 45.0% 40.8% 16.7%

学校や公共施設の耐震性 33.5% 33.3% 26.6% 36.7% 30.0% 31.4% 26.9% 14.8% 35.3% 28.6% 16.7%

災害情報に関する標識類の意味や内
容の説明

22.8% 22.7% 21.6% 23.8% 20.0% 17.4% 24.4% 16.4% 23.1% 24.4% 8.3%

災害用語、気象用語の定義や解説 9.9% 9.6% 9.5% 10.0% 15.0% 11.6% 10.3% 8.2% 9.6% 10.3% 8.3%

現状のままで十分だ 5.0% 6.6% 7.0% 3.9% 10.0% 8.1% 1.3% 8.2% 4.5% 3.3% 8.3%

その他 3.0% 3.2% 3.0% 3.1% 2.5% 5.8% 2.6% 1.6% 2.1% 3.3% 0.0%

わからない 7.2% 5.7% 9.5% 6.8% 10.0% 5.8% 9.0% 11.5% 7.9% 9.4% 8.3%

全体
(n=3,108)
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（９）防災情報の入手手段について 

問７．あなたが防災全般に関する知識や情報を入手するために今後、積極的に活用したいものはどれですか。 

該当するものをこの中からお答えください。（複数回答可） 

 

全体では、「テレビ」の割合（78.6％）が最も高く他を大きく上回っており、次が「インターネット環境などから

の防災情報」（55.7％）となっています。 

年齢別では、上位3項目に各年齢とも「テレビ」が含まれています。また、 

・「インターネット環境などからの防災情報」は「18～69歳」 

・「ラジオ」は「40歳以上」 

・「新聞」は「70歳以上」 

・「エックスやフェイスブックなどのSNSからの情報」は「18～39歳」 

で含まれています。 

自治体別では、全体と比較して10ポイント以上高い割合となっている自治体は、 

・「インターネット環境などからの防災情報」で都農町、宮崎市 

・「ラジオ」で新富町、川南町 

・「新聞」で都農町 

となっています。 

前回調査との比較では、項目の順位はほぼ同じとなっています。その中で増減の大きい項目は、「インタ

ーネット環境などからの防災情報」（10.5ポイント増：45.2％→55.7％）、「国や地方公共団体が作成した防災

パンフレット」（8.7ポイント減：33.6％→24.9％）、「新聞」（6.8ポイント減：28.6％→21.8％）となっています。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

78.6%

55.7%

38.3%

24.9%

21.8%

21.5%

20.0%

13.7%

9.8%

8.6%

6.7%

3.3%

0.6%

0.7%

0.6%

79.3%

45.2%

42.0%

33.6%

28.6%

18.2%

17.9%

14.5%

10.4%

9.6%

6.2%

4.6%

0.7%

0.4%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80%

テレビ

インターネット環境などからの防災情報

ラジオ

国や地方公共団体が作成した防災パンフレット

新聞

防災訓練、避難訓練

家族、知人からの情報

エックスやフェイスブックなどのSNSからの情報

地域の会合（自主防災組織や消防団含む）

勤務先からの情報

防災に関する講演会、セミナー

雑誌、書籍

その他

特にない

わからない

今回調査

(n=3,108)

前回調査

(n=2,569)
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＜年齢別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18～29歳
(n=223)

30～39歳
(n=254)

40～49歳
(n=415)

50～59歳
(n=486)

60～69歳
(n=606)

70～79歳
(n=698)

80歳以上
(n=404)

インターネット
環境などから
の防災情報

インターネット
環境などから
の防災情報

インターネット
環境などから
の防災情報

インターネット
環境などから
の防災情報

テレビ テレビ テレビ

82.5% 88.2% 80.2% 73.7% 84.7% 85.2% 83.2%

テレビ テレビ テレビ テレビ
インターネット
環境などから
の防災情報

ラジオ ラジオ

69.1% 66.1% 73.3% 73.5% 61.2% 47.0% 50.7%

エックスやフェ
イスブックなど
のSNSからの

情報

エックスやフェ
イスブックなど
のSNSからの

情報

ラジオ ラジオ ラジオ 新聞 新聞

34.1% 30.7% 28.0% 36.4% 42.9% 33.1% 36.4%

第３位

第２位

第１位

18～29歳
(n=223)

30～39歳
(n=254)

40～49歳
(n=415)

50～59歳
(n=486)

60～69歳
(n=606)

70～79歳
(n=698)

80歳以上
(n=404)

テレビ 78.6% 69.1% 66.1% 73.3% 73.5% 84.7% 85.2% 83.2%

インターネット環境などからの防災情報 55.7% 82.5% 88.2% 80.2% 73.7% 61.2% 29.8% 12.1%

ラジオ 38.3% 18.4% 22.8% 28.0% 36.4% 42.9% 47.0% 50.7%

国や地方公共団体が作成した防災パンフレット 24.9% 20.6% 25.2% 26.3% 27.6% 26.7% 24.1% 21.8%

新聞 21.8% 5.8% 7.1% 13.3% 17.7% 20.6% 33.1% 36.4%

防災訓練、避難訓練 21.5% 17.5% 22.0% 20.7% 18.9% 19.1% 24.9% 24.8%

家族、知人からの情報 20.0% 25.1% 23.2% 18.6% 18.7% 14.9% 22.5% 22.0%

エックスやフェイスブックなどのSNSからの情報 13.7% 34.1% 30.7% 23.1% 17.1% 9.7% 3.6% 2.2%

地域の会合（自主防災組織や消防団含む） 9.8% 2.2% 5.5% 5.1% 7.8% 7.9% 15.0% 17.8%

勤務先からの情報 8.6% 14.8% 21.7% 16.4% 13.6% 5.0% 1.6% 0.2%

防災に関する講演会、セミナー 6.7% 5.8% 7.1% 8.9% 8.4% 4.5% 6.9% 5.4%

雑誌、書籍 3.3% 5.4% 4.7% 4.1% 6.0% 2.3% 1.3% 2.5%

その他 0.6% 0.9% 0.8% 0.2% 1.0% 0.7% 0.4% 0.2%

特にない 0.7% 0.9% 0.0% 1.0% 1.0% 0.8% 0.7% 0.5%

わからない 0.6% 0.0% 0.8% 0.7% 0.6% 0.2% 0.3% 2.2%

全体
(n=3,108)

※    …各年齢の上位 3 項目 
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＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※    …全体と比較して割合が 10 ポイント以上高い自治体 

延岡市
(n=687)

門川町
(n=199)

日向市
(n=1,244)

都農町
(n=40)

川南町
(n=86)

高鍋町
(n=78)

新富町
(n=61)

宮崎市
(n=467)

日南市
(n=213)

串間市
(n=12)

テレビ 78.6% 78.3% 78.9% 79.7% 77.5% 74.4% 71.8% 73.8% 77.1% 82.2% 83.3%

インターネット環境などからの防災情報 55.7% 53.6% 46.7% 56.4% 77.5% 43.0% 51.3% 49.2% 69.4% 45.5% 41.7%

ラジオ 38.3% 41.0% 36.7% 35.2% 45.0% 51.2% 39.7% 57.4% 36.0% 44.6% 16.7%

国や地方公共団体が作成した防災パン
フレット

24.9% 26.5% 20.6% 25.4% 17.5% 18.6% 23.1% 18.0% 27.0% 23.9% 33.3%

新聞 21.8% 20.1% 19.1% 21.4% 32.5% 27.9% 30.8% 26.2% 22.7% 22.5% 25.0%

防災訓練、避難訓練 21.5% 22.7% 23.1% 22.3% 20.0% 27.9% 23.1% 14.8% 16.3% 22.1% 25.0%

家族、知人からの情報 20.0% 21.0% 19.6% 19.3% 12.5% 27.9% 20.5% 14.8% 21.2% 19.7% 8.3%

エックスやフェイスブックなどのSNSから
の情報

13.7% 11.8% 10.6% 15.3% 7.5% 9.3% 21.8% 11.5% 16.5% 10.3% 0.0%

地域の会合（自主防災組織や消防団含
む）

9.8% 12.4% 11.1% 7.6% 5.0% 15.1% 17.9% 14.8% 7.1% 14.1% 16.7%

勤務先からの情報 8.6% 8.7% 6.5% 9.0% 7.5% 3.5% 5.1% 3.3% 10.3% 8.9% 0.0%

防災に関する講演会、セミナー 6.7% 7.9% 6.0% 7.1% 2.5% 5.8% 6.4% 3.3% 5.8% 5.6% 0.0%

雑誌、書籍 3.3% 3.2% 0.5% 3.6% 0.0% 2.3% 2.6% 1.6% 4.7% 3.8% 0.0%

その他 0.6% 0.9% 0.0% 0.6% 2.5% 1.2% 0.0% 0.0% 0.4% 0.0% 0.0%

特にない 0.7% 0.9% 2.0% 0.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.6% 0.5% 0.0%

わからない 0.6% 0.4% 1.0% 0.6% 0.0% 1.2% 1.3% 1.6% 0.4% 1.4% 0.0%

全体
(n=3,108)
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（１０）防災訓練について 

問８．国や地方公共団体、自治会などでは、毎年、地震や豪雨などを想定した防災訓練を実施していますが、今ま

であなたは、これらの防災訓練に参加したり見学をしたりしたことがありますか。ひとつだけお答えください。 

 

全体では、『参加または見学したことがある』割合（「参加したことがある」と「参加したことはないが見学した

ことはある」の計：以下同じ）は47.0％となっています。なお、「訓練が行われていることは知っていたが、参加

も見学もしたことはない」は36.3％となっています。 

年齢別では、『参加または見学したことがある』割合は年齢が高くなるほど高くなっています。また、「訓練

が行われていることは知っていたが、参加も見学もしたことはない」割合は「18～69歳」で約4割となっていま

す。「訓練が行われていることさえ知らなかった」割合は年齢が低くなるほど高くなっています。 

自治体別では、『参加または見学したことがある』割合が全体（47.0％）を上回っているのは、川南町

（75.6％）、都農町（62.5％）、高鍋町（59.0％）などとなっています。 

前回調査との比較では、『参加または見学したことがある』割合は4.2ポイント増（42.8％→47.0％）となって

います。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

42.1%(1,310人)

4.9%(153人)

36.3%(1,129人)

12.0%

3.5%

1.1%

38.9%(999人)

3.9%(100人)

34.4%(884人)

14.0%

3.9%

5.0%

0% 20% 40% 60%

参加したことがある

参加したことはないが見学したことはある

訓練が行われていることは知っていたが、

参加も見学もしたことはない

訓練が行われていることさえ知らなかった

わからない

無回答

今回調査

(n=3,108)

前回調査

(n=2,569)

訓練が行われていることは知っていたが、

参加も見学もしたことはない



25 

＜年齢別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜自治体別＞ 

 

 

22.4%

22.0%

33.3%

38.9%

43.6%

54.2%

55.9%

1.8%

0.8%

3.1%

4.3%

6.3%

6.0%

7.7%

36.3%

48.8%

44.1%

40.7%

39.9%

28.2%

24.3%

30.5%

20.9%

16.1%

13.2%

6.8%

8.0%

5.7%

9.0%

6.3%

3.1%

1.6%

3.1%

2.3%

4.5%

1.2%

0.2%

1.2%

0.3%

1.3%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～29歳

(n=223)

30～39歳

(n=254)

40～49歳

(n=415)

50～59歳

(n=486)

60～69歳

(n=606)

70～79歳

(n=698)

80歳以上

(n=404)

参加したことがある

参加したことはないが見学したことはある

訓練が行われていることは知っていたが、参加も見学もしたことはない

訓練が行われていることさえ知らなかった

わからない

無回答

参加または見学したことがある

46.0%

55.3%

40.4%

60.0%

70.9%

50.0%

24.6%

30.2%

41.8%

41.7%

5.2%

3.5%

4.4%

2.5%

4.7%

9.0%

6.6%

4.9%

6.6%

34.4%

31.2%

38.7%

27.5%

16.3%

26.9%

44.3%

41.3%

34.7%

33.3%

9.3%

7.0%

13.0%

2.5%

4.7%

12.8%

14.8%

18.4%

9.4%

16.7%

3.3%

2.0%

2.5%

7.5%

3.5%

1.3%

9.8%

4.7%

7.5%

8.3%

1.7%

1.0%

1.0%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

延岡市

(n=687)

門川町

(n=199)

日向市

(n=1,244)

都農町

(n=40)

川南町

(n=86)

高鍋町

(n=78)

新富町

(n=61)

宮崎市

(n=467)

日南市

(n=213)

串間市

(n=12)

参加したことがある

参加したことはないが見学したことはある

訓練が行われていることは知っていたが、参加も見学もしたことはない

訓練が行われていることさえ知らなかった

わからない

無回答

全体『参加または見学したことがある』（47.0％）【51.2％】

【58.8％】

【44.8％】

【62.5％】

【75.6％】

【59.0％】

【31.1％】

【35.1％】

【48.4％】

【41.7％】
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（１１）防災訓練に参加や見学をしてみて感じたこと 

問８－１．※問８において「参加したことがある」若しくは「参加したことはないが見学したことはある」とお答えした方

におたずねします。 

訓練に参加や見学をしてみてどのようなことを感じましたか。この中からお答えください。（複数回答可） 

 

全体では、上位2項目（4割以上）は、「防災の大切さを知る機会となった」の割合（53.0％）が最も高く、次

が「災害時に自らがとらざるを得ない行動について知る機会となった」（46.2％）となっています。 

年齢別では、各年齢とも上位2項目は、全体と同じ項目となっています。 

自治体別では、各自治体とも上位2項目は、全体と同じ項目となっています。また、各項目において全体

と比較して10ポイント以上高い割合となっている自治体は、 

・「より多くの関係者が参加して訓練を行うべきと感じた」で新富町 

・「イベント化しており危機感を感じない内容であった」で門川町、都農町 

・「内容が形式的で期待していた内容とかけ離れていた」で串間市 

となっています。 

前回調査との比較では、項目の順位はほぼ同じとなっています。その中で増減の大きい項目は、「災害時

に自らがとらざるを得ない行動について知る機会となった」（6.3ポイント増：39.9％→46.2％）、「イベント化し

ており危機感を感じない内容であった」（5.5ポイント減：20.0％→14.5％）となっています。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

53.0%

46.2%

29.2%

25.6%

14.5%

14.2%

10.7%

4.2%

3.3%

2.5%

1.2%

51.3%

39.9%

31.8%

25.4%

20.9%

10.9%

14.3%

4.7%

4.9%

2.4%

0.2%

0% 20% 40% 60%

防災の大切さを知る機会となった

災害時に自らがとらざるを得ない行動について知る機会となった

より多くの関係者が参加して訓練を行うべきと感じた

災害時の防災組織の活動について知る機会となった

イベント化しており危機感を感じない内容であった

住民やボランティアや行政等の連携を知る機会となった

内容が形式的で期待していた内容とかけ離れていた

住民やボランティアや行政等の連携が図れていなかった

その他

特に感想はない

わからない

今回調査

(n=1,463)

前回調査

(n=1,099)
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＜年齢別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※    …各年齢の上位 2 項目 

※    …各自治体の上位 2 項目 

18～29歳
(n=54)

30～39歳
(n=58)

40～49歳
(n=151)

50～59歳
(n=210)

60～69歳
(n=302)

70～79歳
(n=420)

80歳以上
(n=257)

防災の大切さを知る機会となった 53.0% 55.6% 60.3% 57.6% 53.3% 48.0% 51.0% 57.2%

災害時に自らがとらざるを得ない行動について
知る機会となった

46.2% 33.3% 37.9% 48.3% 46.2% 46.0% 49.5% 44.0%

より多くの関係者が参加して訓練を行うべきと
感じた

29.2% 22.2% 25.9% 24.5% 29.5% 31.5% 30.5% 28.4%

災害時の防災組織の活動について知る機会と
なった

25.6% 13.0% 20.7% 22.5% 31.4% 26.8% 27.1% 23.7%

イベント化しており危機感を感じない内容で
あった

14.5% 11.1% 17.2% 17.9% 14.8% 11.3% 16.4% 13.2%

住民やボランティアや行政等の連携を知る機
会となった

14.2% 9.3% 10.3% 13.9% 14.8% 11.9% 17.4% 13.6%

内容が形式的で期待していた内容とかけ離れ
ていた

10.7% 9.3% 10.3% 8.6% 9.0% 12.6% 11.9% 9.7%

住民やボランティアや行政等の連携が図れて
いなかった

4.2% 1.9% 5.2% 6.0% 4.8% 4.6% 4.0% 2.3%

その他 3.3% 0.0% 3.4% 2.6% 6.2% 3.6% 2.9% 2.3%

特に感想はない 2.5% 5.6% 3.4% 2.6% 1.4% 2.0% 2.1% 3.9%

わからない 1.2% 1.9% 0.0% 0.7% 0.5% 1.0% 1.2% 2.7%

全体
(n=1,463)

延岡市
(n=352)

門川町
(n=117)

日向市
(n=557)

都農町
(n=25)

川南町
(n=65)

高鍋町
(n=46)

新富町
(n=19)

宮崎市
(n=164)

日南市
(n=103)

串間市
(n=5)

防災の大切さを知る機会となった 53.0% 62.2% 41.0% 49.7% 56.0% 41.5% 52.2% 52.6% 56.7% 56.3% 40.0%

災害時に自らがとらざるを得ない行動
について知る機会となった

46.2% 47.2% 43.6% 46.7% 32.0% 30.8% 52.2% 47.4% 55.5% 38.8% 20.0%

より多くの関係者が参加して訓練を行う
べきと感じた

29.2% 32.4% 28.2% 30.5% 20.0% 18.5% 26.1% 42.1% 20.7% 34.0% 0.0%

災害時の防災組織の活動について知
る機会となった

25.6% 29.5% 20.5% 24.8% 20.0% 15.4% 19.6% 21.1% 29.9% 30.1% 20.0%

イベント化しており危機感を感じない内
容であった

14.5% 8.5% 24.8% 16.9% 28.0% 16.9% 10.9% 10.5% 11.6% 11.7% 20.0%

住民やボランティアや行政等の連携を
知る機会となった

14.2% 15.1% 10.3% 16.3% 20.0% 15.4% 8.7% 15.8% 11.6% 9.7% 0.0%

内容が形式的で期待していた内容とか
け離れていた

10.7% 9.4% 10.3% 12.2% 16.0% 7.7% 13.0% 10.5% 6.7% 12.6% 40.0%

住民やボランティアや行政等の連携が
図れていなかった

4.2% 2.6% 6.8% 4.7% 0.0% 0.0% 13.0% 5.3% 1.8% 6.8% 0.0%

その他 3.3% 3.1% 2.6% 3.6% 8.0% 7.7% 4.3% 5.3% 1.2% 1.9% 0.0%

特に感想はない 2.5% 3.1% 2.6% 2.3% 0.0% 7.7% 0.0% 0.0% 1.2% 1.9% 20.0%

わからない 1.2% 0.0% 2.6% 0.7% 0.0% 1.5% 4.3% 5.3% 1.8% 3.9% 0.0%

全体
(n=1,463)

    …全体と比較して割合が 10 ポイント以上高い自治体 
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（１２）防災訓練に参加も見学もしたことがない理由 

問８－２．※問８において「訓練が行われていることは知っていたが、参加も見学もしたことはない」とお答えした方

におたずねします。 

訓練に参加も見学もしたことがない理由をお聞かせください。（複数回答可） 

 

全体では、上位2項目（約3割以上）「時間がなかったから」の割合（37.0％）が最も高く、次が「具体的な日

時などの案内が来なかったから」（28.3％）となっています。 

年齢別では、各項目において全体と比較して10ポイント以上高い割合となっている年齢は、 

・「時間がなかったから」で「18～29歳」、「40～49歳」 

・「具体的な日時などの案内が来なかったから」で「18～39歳」 

・「自分自身が体力的にも参加が困難であるから」で「80歳以上」 

となっています。 

自治体別では、各自治体で割合が最も高い項目は、新富町と宮崎市は「具体的な日時などの案内が来

なかったから」、それ以外の自治体は「時間がなかったから」となっています。 

前回調査との比較では、項目の順位はほぼ同じとなっています。その中で増減の大きい項目は、「時間が

なかったから」（5.6ポイント減：42.6％→37.0％）、「特に理由はない」（6.3ポイント増：12.8％→19.1％）となっ

ています。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37.0%

28.3%

17.1%

11.6%

7.5%

5.7%

2.6%

1.2%

0.7%

7.5%

19.1%

0.6%

42.6%

24.5%

13.6%

10.0%

6.1%

6.2%

2.5%

2.0%

2.1%

8.3%

12.8%

1.1%

0% 20% 40% 60%

時間がなかったから

具体的な日時などの案内が来なかったから

自治会に加入していないから

自分自身が体力的にも参加が困難であるから

知り合いがいないから

育児や介護を要する方が同居しているから

申し込み方法が煩雑だから

自分は災害に遭わないと思っているから

防災に関心や興味がないから

その他

特に理由はない

わからない

今回調査

(n=1,129)

前回調査

(n=884)
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＜年齢別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※    …全体と比較して割合が 10 ポイント以上高い年齢 

18～29歳
(n=81)

30～39歳
(n=124)

40～49歳
(n=183)

50～59歳
(n=198)

60～69歳
(n=242)

70～79歳
(n=197)

80歳以上
(n=98)

時間がなかったから 37.0% 58.0% 39.5% 48.1% 44.9% 39.7% 20.3% 9.2%

具体的な日時などの案内が来なかったから 28.3% 46.9% 41.9% 30.6% 26.3% 26.4% 21.3% 14.3%

自治会に加入していないから 17.1% 14.8% 22.6% 18.0% 18.2% 18.2% 15.7% 7.1%

自分自身が体力的にも参加が困難であるから 11.6% 1.2% 0.8% 3.8% 3.0% 7.4% 20.3% 59.2%

知り合いがいないから 7.5% 9.9% 12.1% 8.7% 10.1% 5.8% 4.6% 3.1%

育児や介護を要する方が同居しているから 5.7% 6.2% 14.5% 8.2% 5.1% 3.3% 3.6% 1.0%

申し込み方法が煩雑だから 2.6% 3.7% 5.6% 1.1% 2.5% 2.5% 1.5% 2.0%

自分は災害に遭わないと思っているから 1.2% 0.0% 0.0% 0.0% 1.0% 0.8% 2.0% 4.1%

防災に関心や興味がないから 0.7% 2.5% 0.8% 0.0% 1.5% 0.4% 0.0% 1.0%

その他 7.5% 4.9% 6.5% 6.6% 9.6% 8.3% 8.6% 5.1%

特に理由はない 19.1% 11.1% 12.9% 16.4% 17.7% 24.4% 26.9% 13.3%

わからない 0.6% 1.2% 1.6% 1.1% 0.0% 0.4% 0.0% 1.0%

全体
(n=1,129)

延岡市
(n=236)

門川町
(n=62)

日向市
(n=481)

都農町
(n=11)

川南町
(n=14)

高鍋町
(n=21)

新富町
(n=27)

宮崎市
(n=193)

日南市
(n=74)

串間市
(n=4)

時間がなかったから 37.0% 38.6% 33.9% 39.9% 36.4% 50.0% 52.4% 14.8% 33.2% 29.7% 50.0%

具体的な日時などの案内が来なかった
から

28.3% 26.7% 14.5% 28.9% 18.2% 0.0% 38.1% 29.6% 35.8% 25.7% 25.0%

自治会に加入していないから 17.1% 10.6% 8.1% 22.7% 0.0% 14.3% 23.8% 7.4% 18.7% 9.5% 0.0%

自分自身が体力的にも参加が困難であ
るから

11.6% 11.9% 9.7% 11.4% 0.0% 7.1% 9.5% 18.5% 11.4% 13.5% 25.0%

知り合いがいないから 7.5% 7.2% 6.5% 9.1% 0.0% 0.0% 4.8% 7.4% 7.3% 4.1% 0.0%

育児や介護を要する方が同居している
から

5.7% 4.7% 8.1% 5.8% 27.3% 7.1% 9.5% 0.0% 6.7% 1.4% 0.0%

申し込み方法が煩雑だから 2.6% 0.8% 1.6% 2.7% 0.0% 7.1% 4.8% 0.0% 4.7% 1.4% 0.0%

自分は災害に遭わないと思っているか
ら

1.2% 1.7% 1.6% 1.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.5% 1.4% 0.0%

防災に関心や興味がないから 0.7% 1.3% 1.6% 0.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

その他 7.5% 7.6% 12.9% 7.9% 9.1% 7.1% 14.3% 3.7% 5.7% 5.4% 0.0%

特に理由はない 19.1% 20.3% 32.3% 15.4% 27.3% 21.4% 9.5% 25.9% 20.2% 25.7% 0.0%

わからない 0.6% 0.4% 1.6% 0.6% 0.0% 0.0% 0.0% 3.7% 0.0% 1.4% 0.0%

全体
(n=1,129)

※    …各自治体で割合が最も高い項目 
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（１３）「自助」「共助」「公助」について 

災害が起きた際、その被害を最小限に食い止めるためには、 

・「自助（じじょ）」  →自分の身は自分で守ること 

・「共助（きょうじょ）」→地域の力で助け合うこと 

・「公助（こうじょ）」  →行政が行う救助、援助、支援 

この三助の働きが重要であるという考えがあります。 

 

問９．災害が起こったときにとるべき対応として、あなたの考えに最も近いものは次のうちどれですか。 

ひとつだけお答えください。 

 

全体では、「自助に重点をおくべき」の割合（42.8％）が最も高く、次が「三助のバランスが図られるべき」

（32.9％）となっています。 

前回調査との比較では、ほぼ同じ結果となっていますが、「自助に重点をおくべき」の割合は3.7ポイント

増（39.1％→42.8％）、「公助に重点をおくべき」は4.1ポイント増（3.7％→7.8％）となっています。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

42.8%

32.9%

10.8%

7.8%

0.5%

3.4%

1.9%

39.1%

35.7%

12.9%

3.7%

0.4%

2.6%

5.6%

0% 20% 40% 60%

自助に重点をおくべき

三助のバランスが図られるべき

共助に重点をおくべき

公助に重点をおくべき

その他

わからない

無回答

今回調査

(n=3,108)

前回調査

(n=2,569)
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＜年齢別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34.5%

38.6%

36.6%

36.8%

43.2%

52.1%

46.8%

33.6%

35.4%

42.7%

41.2%

38.1%

24.4%

18.6%

9.4%

7.5%

10.6%

8.8%

10.2%

12.8%

13.6%

14.8%

12.6%

6.7%

9.5%

5.3%

4.2%

9.7%

0.4%

0.7%

0.4%

0.5%

0.6%

0.5%

7.6%

4.3%

2.4%

2.3%

1.2%

3.0%

6.7%

1.2%

0.2%

1.0%

1.5%

3.0%

4.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～29歳

(n=223)

30～39歳

(n=254)

40～49歳

(n=415)

50～59歳

(n=486)

60～69歳

(n=606)

70～79歳

(n=698)

80歳以上

(n=404)

自助に重点をおくべき 三助のバランスが図られるべき 共助に重点をおくべき

公助に重点をおくべき その他 わからない

無回答

45.0%

46.2%

41.6%

47.5%

48.8%

47.4%

52.5%

38.5%

40.4%

58.3%

29.8%

29.6%

34.4%

32.5%

24.4%

26.9%

23.0%

39.4%

32.4%

41.7%

11.9%

8.5%

10.4%

12.5%

15.1%

11.5%

11.5%

9.0%

14.1%

8.6%

6.5%

7.8%

5.0%

2.3%

6.4%

11.5%

8.6%

6.6%

0.7%

0.5%

1.2%

1.3%

0.2%

0.5%

1.9%

6.0%

3.5%

2.5%

5.8%

6.4%

1.6%

3.0%

3.8%

2.0%

3.0%

1.8%

2.3%

1.3%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

延岡市

(n=687)

門川町

(n=199)

日向市

(n=1,244)

都農町

(n=40)

川南町

(n=86)

高鍋町

(n=78)

新富町

(n=61)

宮崎市

(n=467)

日南市

(n=213)

串間市

(n=12)

自助に重点をおくべき 三助のバランスが図られるべき 共助に重点をおくべき

公助に重点をおくべき その他 わからない

無回答
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３．南海トラフ地震への関心等について 

（１）南海トラフ地震の関心度について 

問１０．あなたは、南海トラフ地震（南海トラフ及びその周辺を震源とする大規模な地震。以下、同じ。）について、ど

の程度の関心をお持ちですか。ひとつだけお答えください。 

 

全体では、『関心がある』（「非常に関心がある」と「多少関心がある」の計：以下同じ）割合（95.1％）は9割

以上となっています。 

年齢別、自治体別ともに、『関心がある』割合は9割以上となっています。 

前回調査との比較では、『関心がある』割合は5.0ポイント増（90.1％→95.1％）となっています。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年齢別＞ 

 

 

 

66.1%

29.0%

2.1%

0.2%

1.2%

1.6%

53.0%

37.1%

3.7%

0.4%

2.6%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80%

非常に関心がある

多少関心がある

あまり関心がない

全く関心がない

わからない

無回答

今回調査

(n=3,108)

前回調査

(n=2,569)

54.3%

67.7%

65.8%

67.9%

66.2%

64.9%

71.5%

39.0%

28.0%

29.6%

28.4%

29.7%

29.5%

22.8%

3.1%

2.4%

2.7%

1.6%

2.0%

1.6%

2.0%

0.4%

0.2%

0.2%

0.1%

0.2%

2.7%

1.2%

1.2%

0.2%

0.8%

0.9%

2.5%

0.9%

0.4%

0.5%

1.6%

1.3%

3.0%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～29歳

(n=223)

30～39歳

(n=254)

40～49歳

(n=415)

50～59歳

(n=486)

60～69歳

(n=606)

70～79歳

(n=698)

80歳以上

(n=404)

非常に関心がある 多少関心がある あまり関心がない 全く関心がない わからない 無回答

『関心がある』



33 

＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

65.4%

58.8%

67.4%

57.5%

62.8%

73.1%

63.9%

66.4%

68.1%

58.3%

30.6%

33.7%

27.7%

40.0%

29.1%

24.4%

32.8%

28.1%

28.6%

33.3%

1.2%

3.5%

2.3%

2.5%

2.3%

1.3%

1.6%

2.4%

1.4%

8.3%

0.1%

0.2%

0.2%

1.3%

1.0%

1.0%

1.2%

1.3%

1.6%

1.3%

1.4%

1.5%

3.0%

1.4%

4.7%

1.7%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

延岡市

(n=687)

門川町

(n=199)

日向市

(n=1,244)

都農町

(n=40)

川南町

(n=86)

高鍋町

(n=78)

新富町

(n=61)

宮崎市

(n=467)

日南市

(n=213)

串間市

(n=12)

非常に関心がある 多少関心がある あまり関心がない 全く関心がない わからない 無回答

『関心がある』
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（２）南海トラフ地震が起こる可能性について 

問１１．あなたは今後、南海トラフ地震が起こる可能性について、どのようにお考えですか。 

ひとつだけお答えください。 

 

全体では、「いつ起きてもおかしくない」の割合（68.7％）は約7割で、他の項目を大きく上回っています。 

年齢別、自治体別ともに、「いつ起きてもおかしくない」の割合が最も高くなっています。 

前回調査との比較では、「いつ起きてもおかしくない」割合は5.5ポイント増（63.2％→68.7％）となっていま

す。 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年齢別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜自治体別＞ 

 

 

68.7%

9.8%

5.6%

4.3%

1.6%

0.1%

8.5%

1.4%

63.2%

10.4%

7.0%

3.2%

1.6%

0.2%

11.2%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80%

いつ起きてもおかしくない

10年以内に起きるのでは

20～30年の間に起きるのでは

2～3年以内に起きるのでは

30年～100年の間に起きるのでは

100年以上先に起きるのでは

わからない

無回答

今回調査

(n=3,108)

前回調査

(n=2,569)

18～29歳
(n=223)

30～39歳
(n=254)

40～49歳
(n=415)

50～59歳
(n=486)

60～69歳
(n=606)

70～79歳
(n=698)

80歳以上
(n=404)

いつ起きてもおかしくない 68.7% 71.7% 68.9% 71.6% 71.8% 72.4% 63.6% 64.1%

10年以内に起きるのでは 9.8% 8.1% 10.2% 7.7% 11.1% 8.1% 11.2% 10.4%

20～30年の間に起きるのでは 5.6% 2.7% 5.1% 5.8% 4.9% 5.8% 7.2% 5.4%

2～3年以内に起きるのでは 4.3% 8.5% 7.1% 6.0% 4.1% 2.5% 3.2% 3.5%

30年～100年の間に起きるのでは 1.6% 2.7% 1.6% 2.2% 0.6% 1.5% 1.9% 1.5%

100年以上先に起きるのでは 0.1% 0.0% 0.4% 0.2% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0%

わからない 8.5% 5.4% 6.3% 5.8% 6.0% 8.6% 10.5% 13.9%

無回答 1.4% 0.9% 0.4% 0.7% 1.2% 1.2% 2.6% 1.2%

母数 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

全体
(n=3,108)

延岡市
(n=687)

門川町
(n=199)

日向市
(n=1,244)

都農町
(n=40)

川南町
(n=86)

高鍋町
(n=78)

新富町
(n=61)

宮崎市
(n=467)

日南市
(n=213)

串間市
(n=12)

いつ起きてもおかしくない 68.7% 67.2% 65.3% 68.6% 70.0% 76.7% 73.1% 62.3% 69.2% 73.7% 58.3%

10年以内に起きるのでは 9.8% 10.3% 13.6% 9.5% 10.0% 4.7% 3.8% 16.4% 9.9% 7.5% 8.3%

20～30年の間に起きるのでは 5.6% 5.4% 6.5% 6.0% 5.0% 4.7% 7.7% 3.3% 5.4% 4.2% 8.3%

2～3年以内に起きるのでは 4.3% 5.2% 1.5% 4.7% 2.5% 2.3% 3.8% 6.6% 3.6% 4.2% 0.0%

30年～100年の間に起きるのでは 1.6% 2.0% 0.5% 1.8% 2.5% 1.2% 1.3% 0.0% 1.9% 0.5% 0.0%

100年以上先に起きるのでは 0.1% 0.0% 0.5% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.5% 0.0%

わからない 8.5% 8.0% 10.1% 8.0% 10.0% 9.3% 10.3% 11.5% 8.4% 8.9% 25.0%

無回答 1.4% 1.7% 2.0% 1.3% 0.0% 1.2% 0.0% 0.0% 1.7% 0.5% 0.0%

母数 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

全体
(n=3,108)

※    …各自治体とも「いつ起きてもおかしくない」の割合が最も高い 

※    …各年齢とも「いつ起きてもおかしくない」の割合が最も高い 



35 

（３）南海トラフ地震で心配なこと 

問１２．もしも南海トラフ地震が起こったとしたら、あなたはどのようなことが心配ですか。（複数回答可） 

 

全体では、上位4項目（6割以上）は、「津波、浸水、堤防の決壊」の割合（82.7％）が最も高く、次いで「建

物の倒壊」（75.5％）、「食料、飲料水、日用品の確保が困難になること」（64.9％）、「電気、水道、ガスの供給

停止」（61.9％）となっています。 

年齢別では、「家族の安否確認ができなくなること」の割合は年齢が低くなるほど高くなる傾向となってい

ます。 

自治体別では、各自治体で割合が最も高い項目は、宮崎市は「建物の倒壊」、それ以外の自治体は「津

波、浸水、堤防の決壊」となっています。 

前回調査との比較では、項目の順位はほぼ同じとなっています。その中で増減の大きい項目は、「地割

れ、陥没、液状化現象」（6.5ポイント増：28.5％→35.0％）となっています。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

82.7%

75.5%

64.9%

61.9%

54.8%

46.5%

35.0%

35.0%

34.3%

33.0%

31.5%

27.0%

20.8%

19.5%

0.1%

2.4%

0.8%

85.8%

72.3%

59.9%

56.7%

53.4%

50.6%

28.5%

36.5%

33.9%

30.9%

27.6%

24.4%

16.8%

20.5%

0.1%

2.6%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

津波、浸水、堤防の決壊

建物の倒壊

食料、飲料水、日用品の確保が困難になること

電気、水道、ガスの供給停止

避難所生活

家族の安否確認ができなくなること

地割れ、陥没、液状化現象

家具・家電などの転倒

火災の発生やガスなどの危険物の爆発

外出先、勤務先などから帰宅することができなくなること

避難所にたどり着けないこと

ガソリン、灯油などの燃料の不足

治安の混乱

土砂崩れ、崖崩れ

心配なことはない

その他

わからない

今回調査

(n=3,108)

前回調査

(n=2,569)
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＜年齢別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜自治体別＞ 

 

 

※    …「家族の安否確認ができなくなること」の割合は年齢が低くなるほど高い傾向 

18～29歳
(n=223)

30～39歳
(n=254)

40～49歳
(n=415)

50～59歳
(n=486)

60～69歳
(n=606)

70～79歳
(n=698)

80歳以上
(n=404)

津波、浸水、堤防の決壊 82.7% 91.9% 87.8% 89.6% 87.4% 84.7% 75.8% 71.3%

建物の倒壊 75.5% 69.1% 72.4% 72.3% 80.9% 80.0% 73.6% 74.3%

食料、飲料水、日用品の確保が困難になること 64.9% 67.7% 71.7% 64.8% 69.1% 64.9% 61.5% 60.9%

電気、水道、ガスの供給停止 61.9% 58.3% 57.5% 60.7% 68.7% 63.9% 61.6% 57.4%

避難所生活 54.8% 57.8% 57.9% 57.8% 59.5% 57.3% 50.4% 47.3%

家族の安否確認ができなくなること 46.5% 58.7% 65.4% 68.4% 60.5% 40.6% 30.4% 25.7%

地割れ、陥没、液状化現象 35.0% 41.7% 40.2% 38.6% 43.2% 36.8% 26.2% 28.2%

家具・家電などの転倒 35.0% 40.8% 38.6% 35.9% 40.3% 32.8% 31.2% 31.9%

火災の発生やガスなどの危険物の爆発 34.3% 32.3% 35.8% 32.3% 43.6% 35.5% 29.1% 32.9%

外出先、勤務先などから帰宅することができな
くなること

33.0% 40.8% 44.5% 48.7% 48.8% 32.7% 19.5% 11.6%

避難所にたどり着けないこと 31.5% 34.1% 38.6% 35.9% 36.0% 24.6% 25.6% 36.9%

ガソリン、灯油などの燃料の不足 27.0% 28.3% 40.9% 34.0% 37.9% 25.4% 18.8% 14.4%

治安の混乱 20.8% 23.8% 33.9% 28.7% 28.0% 20.1% 10.5% 12.6%

土砂崩れ、崖崩れ 19.5% 27.4% 23.6% 22.9% 22.6% 16.3% 15.6% 17.3%

心配なことはない 0.1% 0.0% 0.4% 0.2% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0%

その他 2.4% 2.7% 3.9% 3.4% 5.1% 0.8% 1.0% 2.2%

わからない 0.8% 0.4% 0.8% 0.7% 0.2% 0.5% 0.9% 2.0%

全体
(n=3,108)

延岡市
(n=687)

門川町
(n=199)

日向市
(n=1,244)

都農町
(n=40)

川南町
(n=86)

高鍋町
(n=78)

新富町
(n=61)

宮崎市
(n=467)

日南市
(n=213)

串間市
(n=12)

津波、浸水、堤防の決壊 82.7% 81.1% 85.4% 86.7% 87.5% 79.1% 94.9% 86.9% 71.5% 83.1% 83.3%

建物の倒壊 75.5% 73.8% 70.9% 76.0% 80.0% 75.6% 75.6% 78.7% 75.8% 80.8% 83.3%

食料、飲料水、日用品の確保が困難に
なること

64.9% 64.9% 62.3% 65.8% 57.5% 58.1% 69.2% 63.9% 66.6% 62.4% 75.0%

電気、水道、ガスの供給停止 61.9% 61.4% 54.8% 63.1% 55.0% 54.7% 64.1% 50.8% 65.3% 63.4% 66.7%

避難所生活 54.8% 55.7% 53.3% 57.0% 47.5% 47.7% 59.0% 54.1% 53.1% 48.8% 50.0%

家族の安否確認ができなくなること 46.5% 43.7% 44.7% 49.0% 35.0% 33.7% 42.3% 44.3% 51.4% 43.7% 41.7%

地割れ、陥没、液状化現象 35.0% 31.6% 28.1% 37.1% 27.5% 24.4% 25.6% 39.3% 40.0% 40.4% 25.0%

家具・家電などの転倒 35.0% 33.0% 33.7% 35.3% 25.0% 33.7% 29.5% 34.4% 39.8% 36.6% 25.0%

火災の発生やガスなどの危険物の爆
発

34.3% 35.8% 29.1% 33.7% 25.0% 36.0% 30.8% 29.5% 38.3% 33.8% 50.0%

外出先、勤務先などから帰宅すること
ができなくなること

33.0% 34.8% 33.2% 33.5% 35.0% 25.6% 24.4% 24.6% 35.3% 31.0% 16.7%

避難所にたどり着けないこと 31.5% 29.3% 33.2% 35.0% 15.0% 26.7% 28.2% 41.0% 28.9% 27.2% 25.0%

ガソリン、灯油などの燃料の不足 27.0% 22.7% 23.6% 28.7% 27.5% 24.4% 25.6% 26.2% 32.3% 26.8% 0.0%

治安の混乱 20.8% 18.5% 18.1% 23.5% 10.0% 17.4% 19.2% 13.1% 22.1% 17.8% 25.0%

土砂崩れ、崖崩れ 19.5% 21.7% 18.6% 17.0% 12.5% 37.2% 16.7% 13.1% 15.8% 33.8% 25.0%

心配なことはない 0.1% 0.0% 0.5% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

その他 2.4% 1.7% 1.5% 3.4% 0.0% 2.3% 3.8% 1.6% 2.1% 0.5% 8.3%

わからない 0.8% 1.0% 1.5% 0.6% 0.0% 0.0% 0.0% 1.6% 1.1% 0.0% 8.3%

全体
(n=3,108)

※    …各自治体で割合が最も高い項目 
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４．地震・津波からの避難について 

（１）「浸水想定区域図」及び「浸水開始時間予測図」について 

問１３．あなたは、県が作成した津波による「浸水想定区域図」及び「浸水開始時間予測図」を見たことがあります

か。ひとつだけお答えください。 

 

全体では、「どちらも見たことがない」の割合（32.0％）が最も高くなっています。 

年齢別では、「どちらも見たことがない」の割合は「18～29歳」（40.8％）が他の年齢より高くなっています。 

自治体別では、「どちらも見たことがない」割合が全体（32.0％）を上回っているのは串間市（50.0％）、都

農町（45.0％）、日南市（37.6％）、日向市（36.5％）となっています。 

前回調査との比較では、「どちらも見たことがない」割合は8.1ポイント減（40.1％→32.0％）、「どちらも見た

ことある」は6.5ポイント増（20.4％→26.9％）となっています。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年齢別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

32.0%

28.3%

26.9%(836人)

1.6%

9.0%

2.1%

40.1%

28.9%

20.4%(523人)

0.8%

7.7%

2.1%

0% 20% 40% 60%

どちらも見たことがない

浸水想定区域図のみ見たことがある

どちらも見たことがある

浸水開始時間予測図のみ見たことがある

わからない

無回答

今回調査

(n=3,108)

前回調査

(n=2,569)

40.8%

30.3%

28.9%

30.2%

33.3%

32.2%

31.7%

25.6%

33.1%

29.9%

35.0%

30.4%

25.4%

19.6%

21.1%

24.0%

31.8%

25.1%

25.4%

27.8%

30.2%

0.4%

0.8%

0.5%

0.8%

1.2%

2.9%

3.0%

11.7%

11.4%

8.2%

7.0%

8.4%

8.5%

11.4%

0.4%

0.4%

0.7%

1.9%

1.3%

3.3%

4.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～29歳

(n=223)

30～39歳

(n=254)

40～49歳

(n=415)

50～59歳

(n=486)

60～69歳

(n=606)

70～79歳

(n=698)

80歳以上

(n=404)

どちらも見たことがない 浸水想定区域図のみ見たことがある

どちらも見たことがある 浸水開始時間予測図のみ見たことがある

わからない 無回答

※    …「18～29 歳」の割合が高い 
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＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

27.2%

27.1%

36.5%

45.0%

22.1%

24.4%

29.5%

28.7%

37.6%

50.0%

29.4%

27.1%

26.3%

15.0%

29.1%

37.2%

39.3%

35.5%

18.8%

16.7%

31.0%

31.7%

24.5%

32.5%

29.1%

20.5%

19.7%

26.1%

28.6%

25.0%

1.7%

1.0%

1.8%

2.5%

2.3%

0.6%

2.8%

7.9%

9.5%

9.2%

5.0%

12.8%

16.7%

8.2%

7.5%

11.3%

8.3%

2.8%

3.5%

1.6%

4.7%

1.3%

3.3%

1.5%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

延岡市

(n=687)

門川町

(n=199)

日向市

(n=1,244)

都農町

(n=40)

川南町

(n=86)

高鍋町

(n=78)

新富町

(n=61)

宮崎市

(n=467)

日南市

(n=213)

串間市

(n=12)

どちらも見たことがない 浸水想定区域図のみ見たことがある

どちらも見たことがある 浸水開始時間予測図のみ見たことがある

わからない 無回答

全体「どちらも見たことがない」（32.0％）
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（２）津波の浸水深や到達時間の理解度について 

問１３－１．※問１３において「どちらも見たことがある」とお答えした方におたずねします。 

あなたは、自宅の位置やお住まいの地域を「浸水想定区域図」及び「浸水開始時間予測図」で確認

することができ、かつ津波の浸水深や到達時間などについて理解することができましたか。ひとつだけ

お答えください。 

 

全体では、「確認でき理解することができた」割合（67.2％）が最も高く、他を大きく上回っています。 

年齢別では、「確認でき理解することができた」割合は、年齢が低くなるほど高くなる傾向となっています。 

自治体別では、「確認でき理解することができた」割合が全体（67.2％）を上回っているのは門川町

（74.6％）、日南市（70.5％）、宮崎市（69.7％）などとなっています。 

前回調査との比較では、ほぼ同じ結果となっています。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年齢別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

67.2%

20.9%

6.5%

1.6%

1.4%

2.4%

67.7%

18.5%

6.1%

1.3%

0.6%

5.7%

0% 20% 40% 60% 80%

確認でき理解することができた

確認はできたが、理解はできなかった

確認はできなかったが、理解はできた

確認も理解もできなかった

その他

無回答

今回調査

(n=836)

前回調査

(n=523)

72.3%

77.0%

77.3%

69.7%

70.1%

63.4%

50.8%

25.5%

16.4%

17.4%

21.3%

16.9%

24.2%

23.0%

2.1%

3.3%

1.5%

4.1%

7.1%

5.2%

18.9%

3.3%

0.8%

2.5%

2.6%

0.5%

1.6%

1.5%

1.6%

1.3%

2.1%

1.6%

1.5%

0.8%

1.9%

4.6%

4.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～29歳

(n=47)

30～39歳

(n=61)

40～49歳

(n=132)

50～59歳

(n=122)

60～69歳

(n=154)

70～79歳

(n=194)

80歳以上

(n=122)

確認でき理解することができた 確認はできたが、理解はできなかった

確認はできなかったが、理解はできた 確認も理解もできなかった

その他 無回答
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＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

65.7%

74.6%

67.2%

69.2%

60.0%

62.5%

50.0%

69.7%

70.5%

66.7%

21.6%

14.3%

22.0%

30.8%

28.0%

31.3%

16.7%

16.4%

18.0%

33.3%

5.6%

6.3%

6.9%

4.0%

33.3%

8.2%

3.3%

1.4%

3.2%

0.7%

6.3%

1.6%

4.9%

2.3%

1.3%

4.0%

1.6%

3.3%

1.6%

2.0%

4.0%

2.5%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

延岡市

(n=213)

門川町

(n=63)

日向市

(n=305)

都農町

(n=13)

川南町

(n=25)

高鍋町

(n=16)

新富町

(n=12)

宮崎市

(n=122)

日南市

(n=61)

串間市

(n=3)

確認でき理解することができた 確認はできたが、理解はできなかった

確認はできなかったが、理解はできた 確認も理解もできなかった

その他 無回答

全体「確認でき理解することができた」（67.2％）
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（３）「ハザードマップ」について 

問１４．あなたは、市町村が作成した津波に関する「ハザードマップ」を見たことがありますか。 

ひとつだけお答えください。 

 

全体では、「見たことがある」割合（74.8％）が「見たことがない」（16.3％）を大きく上回っています。 

年齢別では、「見たことがある」割合が全体（74.8％）を上回っているのは「30～69歳」となっています。 

自治体別では、「見たことがある」割合が全体（74.8％）を上回っているのは串間市（83.3％）、延岡市

（79.9％）、宮崎市（79.7％）などとなっています。 

前回調査との比較では、「見たことがある」割合は10.0ポイント増（64.8％→74.8％）となっています。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年齢別＞ 

 

 

 

 

 

74.8%(2,325人)

16.3%

7.3%

1.6%

64.8%(1,665人)

25.7%

7.5%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80%

見たことがある

見たことがない

わからない

無回答

今回調査

(n=3,108)

前回調査

(n=2,569)

69.1%

76.4%

81.0%

76.7%

78.4%

72.8%

67.1%

21.1%

11.8%

12.8%

15.6%

14.2%

18.5%

19.8%

9.4%

11.0%

5.5%

6.2%

6.6%

5.6%

11.1%

0.4%

0.8%

0.7%

1.4%

0.8%

3.2%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～29歳

(n=223)

30～39歳

(n=254)

40～49歳

(n=415)

50～59歳

(n=486)

60～69歳

(n=606)

70～79歳

(n=698)

80歳以上

(n=404)

見たことがある 見たことがない わからない 無回答

全体「知っている」（74.8％）
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＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

79.9%

78.4%

70.7%

70.0%

75.6%

78.2%

73.8%

79.7%

69.0%

83.3%

13.0%

10.6%

19.8%

25.0%

12.8%

6.4%

18.0%

12.0%

23.5%

5.2%

8.0%

8.2%

5.0%

8.1%

14.1%

6.6%

6.9%

6.6%

16.7%

1.9%

3.0%

1.3%

3.5%

1.3%

1.6%

1.5%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

延岡市

(n=687)

門川町

(n=199)

日向市

(n=1,244)

都農町

(n=40)

川南町

(n=86)

高鍋町

(n=78)

新富町

(n=61)

宮崎市

(n=467)

日南市

(n=213)

串間市

(n=12)

見たことがある 見たことがない わからない 無回答

全体「知っている」（74.8％）
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（４）「ハザードマップ」の理解度について 

問１４－１．※問１４において「見たことがある」とお答えした方におたずねします。 

あなたは、自宅の位置やお住まいの地域を津波に関する「ハザードマップ」で確認し、避難路や避難

場所（緊急的に避難する場所）等を理解することができましたか。ひとつだけお答えください。 

 

全体では、『理解することができた』（「概ね理解することができた」と「十分理解することができた」の計：以

下同じ）割合は84.6％となっています。 

年齢別では、各年齢とも『理解することができた』割合が8割以上となっています。 

自治体別では、各自治体とも『理解することができた』割合が7割以上となっていますが、高鍋町（78.8％）

と串間市（70.0％）は7割台で、他の自治体よりやや低い割合となっています。 

前回調査との比較では、ほぼ同じ結果となっています。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年齢別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

62.3%

22.3%

13.6%

1.2%

0.6%

60.1%

26.2%

12.0%

1.2%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80%

概ね理解することができた

十分理解することができた

よくわからなかった

その他

無回答

今回調査

(n=2,325)

前回調査

(n=1,665)

63.6%

60.3%

64.0%

64.1%

65.3%

62.6%

53.1%

23.4%

23.7%

21.1%

19.6%

19.4%

23.4%

27.7%

12.3%

13.9%

13.4%

13.9%

13.7%

12.2%

17.0%

0.6%

2.1%

0.9%

1.3%

0.8%

1.6%

1.5%

0.6%

1.1%

0.8%

0.2%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～29歳

(n=154)

30～39歳

(n=194)

40～49歳

(n=336)

50～59歳

(n=373)

60～69歳

(n=475)

70～79歳

(n=508)

80歳以上

(n=271)

概ね理解することができた 十分理解することができた よくわからなかった その他 無回答

理解することができた【87.0％】

【84.0％】

【85.1％】

【83.7％】

【84.7％】

【86.0％】

【80.8％】
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＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

64.3%

59.0%

61.1%

53.6%

53.8%

59.0%

80.0%

64.0%

63.3%

60.0%

22.8%

28.8%

20.8%

39.3%

38.5%

19.7%

13.3%

19.6%

21.1%

10.0%

10.9%

9.6%

15.9%

7.1%

6.2%

21.3%

6.7%

15.1%

14.3%

30.0%

1.3%

1.3%

1.7%

1.5%

0.5%

1.4%

0.7%

1.3%

0.5%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

延岡市

(n=549)

門川町

(n=156)

日向市

(n=880)

都農町

(n=28)

川南町

(n=65)

高鍋町

(n=61)

新富町

(n=45)

宮崎市

(n=372)

日南市

(n=147)

串間市

(n=10)

概ね理解することができた 十分理解することができた よくわからなかった その他 無回答

理解することができた【87.1％】

【87.8％】

【81.9％】

【92.9％】

【92.3％】

【78.8％】

【93.3％】

【83.6％】

【84.4％】

【70.0%】
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（５）津波警報等の情報入手手段について 

問１５．あなたは、津波警報等（津波注意報、津波警報、大津波警報）の情報をどのような手段で入手していますか 

（入手すると思いますか）。（複数回答可） 

 

全体では、上位2項目（約6割以上）は「緊急速報（エリア）メール」の割合（81.5％）が最も高く、次が「テレ

ビ、ラジオ等のマスメディア情報」（59.2％）となっています。 

年齢別では、「テレビ、ラジオ等のマスメディア情報」の割合は年齢が高いほど高くなっています。また、各

項目において全体と比較して10ポイント以上高い割合となっている年齢は、 

・「緊急速報（エリア）メール」で「40～49歳」 

・「県や市町村のＳＮＳ・ホームページ」で「18～39歳」 

となっています。 

一方、全体と比較して10ポイント以上低い割合となっている年齢は、 

・「緊急速報（エリア）メール」で「80歳以上」 

・「県や市町村の防災メール・防災アプリ」で「18～29歳」 

・「防災行政無線、コミュニティ無線」で「18～29歳」 

となっています。 

自治体別では、各項目において全体と比較して10ポイント以上高い割合となっている自治体は、 

・「防災行政無線、コミュニティ無線」で新富町、川南町、都農町、日南市、高鍋町 

となっています。 

一方、全体と比較して10ポイント以上低い割合となっている自治体は、 

・「緊急速報（エリア）メール」で串間市、川南町 

・「テレビ、ラジオ等のマスメディア情報」で串間市 

・「防災行政無線、コミュニティ無線」で宮崎市 

となっています。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新設 

81.5%

59.2%

33.4%

21.3%

12.3%

10.4%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

緊急速報（エリア）メール

テレビ、ラジオ等のマスメディア情報

県や市町村の防災メール・防災アプリ

防災行政無線、コミュニティ無線

県や市町村のＳＮＳ・ホームページ

民間の防災アプリ

その他
n=3,108
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＜年齢別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※    …「テレビ、ラジオ等のマスメディア情報」の割合は年齢が高くなるほど高い 

18～29歳
(n=223)

30～39歳
(n=254)

40～49歳
(n=415)

50～59歳
(n=486)

60～69歳
(n=606)

70～79歳
(n=698)

80歳以上
(n=404)

緊急速報（エリア）メール 81.5% 83.4% 89.8% 92.8% 87.0% 88.4% 77.2% 55.2%

テレビ、ラジオ等のマスメディア情報 59.2% 44.8% 48.8% 52.5% 56.2% 61.1% 65.2% 71.5%

県や市町村の防災メール・防災アプリ 33.4% 22.9% 29.1% 37.1% 40.5% 37.8% 31.9% 25.5%

防災行政無線、コミュニティ無線 21.3% 9.0% 13.4% 18.1% 22.6% 27.2% 23.4% 22.3%

県や市町村のＳＮＳ・ホームページ 12.3% 26.9% 24.4% 16.6% 17.3% 8.7% 5.0% 4.0%

民間の防災アプリ 10.4% 18.4% 18.5% 18.8% 15.4% 7.8% 2.6% 4.0%

その他 0.9% 2.2% 1.2% 1.0% 0.6% 0.3% 0.7% 1.7%

全体
(n=3,108)

    …全体と比較して割合が 10 ポイント以上高い年齢 

    …全体と比較して割合が 10 ポイント以上低い年齢 

延岡市
(n=687)

門川町
(n=199)

日向市
(n=1,244)

都農町
(n=40)

川南町
(n=86)

高鍋町
(n=78)

新富町
(n=61)

宮崎市
(n=467)

日南市
(n=213)

串間市
(n=12)

緊急速報（エリア）メール 81.5% 83.1% 80.4% 81.8% 87.5% 67.4% 79.5% 77.0% 84.2% 78.9% 66.7%

テレビ、ラジオ等のマスメディア情報 59.2% 59.8% 59.8% 59.6% 62.5% 53.5% 56.4% 54.1% 60.8% 57.3% 41.7%

県や市町村の防災メール・防災アプリ 33.4% 33.5% 29.1% 37.1% 25.0% 29.1% 33.3% 32.8% 24.4% 39.4% 33.3%

防災行政無線、コミュニティ無線 21.3% 17.3% 29.1% 19.1% 50.0% 55.8% 34.6% 57.4% 7.7% 35.7% 25.0%

県や市町村のＳＮＳ・ホームページ 12.3% 11.9% 7.0% 13.6% 7.5% 8.1% 14.1% 6.6% 15.0% 8.5% 8.3%

民間の防災アプリ 10.4% 8.6% 9.5% 11.0% 10.0% 9.3% 9.0% 13.1% 14.8% 5.2% 0.0%

その他 0.9% 1.0% 0.0% 1.0% 0.0% 1.2% 0.0% 0.0% 1.7% 0.5% 0.0%

全体
(n=3,108)

※    …全体と比較して割合が 10 ポイント以上高い自治体 

    …全体と比較して割合が 10 ポイント以上低い自治体 
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（６）日中の大地震への対処について 

問１６．ある日の昼間、あなたが自宅にいるとき、突然今まで経験したことがないような大きな揺れに襲われました。 

揺れは約３分間続き、その最中に、自宅のある地域に大津波警報等が発表された（地震発生から約３分 

後）とします。このとき、あなた自身はどのような避難行動を取りますか。ひとつだけお答えください。 

 

全体では、「揺れが収まったら、すぐに避難する」割合（52.6％）が最も高く、次が「揺れが収まった後、す

ぐには避難せず、なんらかの行動を終えてから避難する」（32.6％）となっています。 

年齢別では、各年齢とも上位2項目は全体と同じとなっています。また、「避難すべきと思うものの、避難が

困難であるため、最後まで自宅にとどまる」の割合は年齢が高くなるほど高くなっています。 

自治体別では、各項目において全体と比較して10ポイント以上高い割合となっている自治体は、 

・「揺れが収まったら、すぐに避難する」で串間市、高鍋町 

・「揺れが収まった後、すぐには避難せず、なんらかの行動を終えてから避難する」で都農町 

・「自宅が安全な場所にあるため、自宅の外には避難しない」で宮崎市 

となっています。 

一方、全体と比較して10ポイント以上低い割合となっている自治体は、 

・「揺れが収まったら、すぐに避難する」で都農町 

となっています。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

52.6%

32.6%

7.3%

4.1%

1.0%

0.7%

1.6%

0% 20% 40% 60%

揺れが収まったら、すぐに避難する

揺れが収まった後、すぐには避難せず、

なんらかの行動を終えてから避難する

自宅が安全な場所にあるため、自宅の外には

避難しない

避難すべきと思うものの、避難が困難であるため、

最後まで自宅にとどまる

避難をあきらめており、目の前に津波が迫ってきても

避難せず、最後まで自宅にとどまる

早めに避難すべきと思うものの、目の前に津波が

迫ってくるのが見えてから避難する

無回答 n=3,108

揺れが収まった後、すぐには避難せず、

なんらかの行動を終えてから避難する

自宅が安全な場所にあるため、自宅の外には

避難しない

避難すべきと思うものの、避難が困難であるため、

最後まで自宅にとどまる

避難をあきらめており、目の前に津波が迫ってきても

避難せず、最後まで自宅にとどまる

早めに避難すべきと思うものの、目の前に津波が

迫ってくるのが見えてから避難する

新設 
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＜年齢別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18～29歳
(n=223)

30～39歳
(n=254)

40～49歳
(n=415)

50～59歳
(n=486)

60～69歳
(n=606)

70～79歳
(n=698)

80歳以上
(n=404)

揺れが収まったら、すぐに避難する 52.6% 63.7% 51.6% 54.9% 55.3% 55.0% 50.4% 42.3%

揺れが収まった後、すぐには避難せず、なんら
かの行動を終えてから避難する

32.6% 28.7% 36.2% 33.5% 31.9% 34.2% 32.5% 30.4%

自宅が安全な場所にあるため、自宅の外には
避難しない

7.3% 4.9% 8.7% 7.2% 8.0% 5.9% 7.2% 9.7%

避難すべきと思うものの、避難が困難であるた
め、最後まで自宅にとどまる

4.1% 0.9% 0.8% 2.2% 2.7% 3.0% 5.2% 11.1%

避難をあきらめており、目の前に津波が迫って
きても避難せず、最後まで自宅にとどまる

1.0% 0.9% 2.4% 0.5% 0.8% 0.7% 0.9% 1.7%

早めに避難すべきと思うものの、目の前に津波
が迫ってくるのが見えてから避難する

0.7% 0.4% 0.4% 1.2% 0.8% 0.2% 1.1% 0.2%

無回答 1.6% 0.4% 0.0% 0.5% 0.4% 1.2% 2.7% 4.5%

母数 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

全体
(n=3,108)

延岡市
(n=687)

門川町
(n=199)

日向市
(n=1,244)

都農町
(n=40)

川南町
(n=86)

高鍋町
(n=78)

新富町
(n=61)

宮崎市
(n=467)

日南市
(n=213)

串間市
(n=12)

揺れが収まったら、すぐに避難する 52.6% 52.8% 52.8% 54.7% 42.5% 54.7% 62.8% 50.8% 45.8% 53.1% 66.7%

揺れが収まった後、すぐには避難せ
ず、なんらかの行動を終えてから避難
する

32.6% 33.6% 32.7% 34.2% 52.5% 31.4% 30.8% 39.3% 26.8% 29.1% 25.0%

自宅が安全な場所にあるため、自宅の
外には避難しない

7.3% 7.1% 4.5% 3.7% 5.0% 8.1% 2.6% 1.6% 20.3% 7.5% 0.0%

避難すべきと思うものの、避難が困難
であるため、最後まで自宅にとどまる

4.1% 3.1% 4.5% 4.0% 0.0% 3.5% 1.3% 4.9% 4.5% 7.0% 8.3%

避難をあきらめており、目の前に津波
が迫ってきても避難せず、最後まで自
宅にとどまる

1.0% 0.6% 0.5% 1.4% 0.0% 0.0% 2.6% 3.3% 0.6% 0.5% 0.0%

早めに避難すべきと思うものの、目の
前に津波が迫ってくるのが見えてから
避難する

0.7% 1.2% 2.0% 0.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.4% 0.0% 0.0%

無回答 1.6% 1.6% 3.0% 1.4% 0.0% 2.3% 0.0% 0.0% 1.5% 2.8% 0.0%

母数 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

全体
(n=3,108)

※    …全体と比較して割合が 10 ポイント以上高い自治体 

    …全体と比較して割合が 10 ポイント以上低い自治体 

※    …「避難すべきと思うものの、避難が困難であるため、最後まで自宅にとどまる」の割合は年齢が高くなるほど高い 

    …各年齢の上位 2 項目 
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（７）深夜の大地震への対処について 

問１７．夜中、自宅で寝ていた際に突然、経験したことのないような地震に遭遇し、揺れが収まった後、あなたは 

避難しますか。ひとつだけお答えください。 

 

全体では、「避難する」割合（50.3％）が「避難しない」（20.4％）を大きく上回っています。なお、「わからな

い」（28.6％）が約3割となっています。 

年齢別では、「避難する」割合は、年齢が低くなるほど高くなっています。 

自治体別では、「避難する」割合が全体（50.3％）を上回っているのは都農町（62.5％）、門川町（58.3％）、

高鍋町（56.4％）などとなっています。 

前回調査との比較では、ほぼ同じ結果となっています。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年齢別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

50.3%(1,562人)

20.4%(635人)

28.6%

0.7%

48.7%(1,250人)

19.7%(506人)

28.8%

2.8%

0% 20% 40% 60%

避難する

避難しない

わからない

無回答

今回調査

(n=3,108)

前回調査

(n=2,569)

65.5%

53.9%

56.6%

49.8%

49.8%

47.1%

40.1%

10.8%

18.1%

16.9%

18.7%

20.0%

23.8%

28.2%

23.3%

28.0%

26.3%

31.1%

29.9%

27.9%

30.7%

0.4%

0.2%

0.4%

0.3%

1.1%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～29歳

(n=223)

30～39歳

(n=254)

40～49歳

(n=415)

50～59歳

(n=486)

60～69歳

(n=606)

70～79歳

(n=698)

80歳以上

(n=404)

避難する 避難しない わからない 無回答
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＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

49.1%

58.3%

56.0%

62.5%

53.5%

56.4%

47.5%

33.6%

46.0%

41.7%

20.8%

17.1%

15.4%

12.5%

19.8%

16.7%

23.0%

34.0%

24.4%

25.0%

29.3%

24.1%

28.1%

25.0%

25.6%

26.9%

29.5%

31.9%

28.6%

33.3%

0.9%

0.5%

0.6%

1.2%

0.4%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

延岡市

(n=687)

門川町

(n=199)

日向市

(n=1,244)

都農町

(n=40)

川南町

(n=86)

高鍋町

(n=78)

新富町

(n=61)

宮崎市

(n=467)

日南市

(n=213)

串間市

(n=12)

避難する 避難しない わからない 無回答

全体「避難する」（50.3％）
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（８）深夜の大地震への対処について（避難しない理由） 

問１７－１．※問１７において「避難しない」とお答えした方におたずねします。 

あなたが避難しない理由は何ですか。（複数回答可） 

 

全体では、「自宅の方が避難所より安全だから」の割合（43.0％）が最も高く、他を大きく上回っています。 

年齢別では、「自宅の方が避難所より安全だから」の割合は「80歳以上」以外で最も高くなっています。ま

た、「自身の体力や健康上の理由から避難が困難だから」の割合は60歳以上で高くなっており、「80歳以上」

では5割以上となっています。 

自治体別では、各項目において全体と比較して10ポイント以上高い割合となっている自治体は、 

・「自宅の方が避難所より安全だから」で宮崎市 

・「避難経路が危険だから」で新富町、高鍋町 

・「自身の体力や健康上の理由から避難が困難だから」で串間市 

・「これまでの経験から想定されたような津波は来ないと思うから」で新富町、都農町 

・「介護や育児を要する方が世帯内にいるから」で串間市 

となっています。 

一方、全体と比較して10ポイント以上低い割合となっている自治体は、 

・「自宅の方が避難所より安全だから」で新富町、高鍋町 

となっています。 

前回調査との比較では、項目の順位はほぼ同じとなっています。その中で増減の大きい項目は、「自身の

体力や健康上の理由から避難が困難だから」（8.9ポイント増：13.6％→22.5％）、「避難経路が危険だから」

（6.6ポイント増：17.0％→23.6％）、「これまでの経験から想定されたような津波は来ないと思うから」（5.7ポイ

ント減：14.2％→8.5％）となっています。 

「その他」の主な回答内容は、 

・暗い中の避難は周囲がよく確認できず、逆に不安なため。 

・深夜の避難は危ないから。 

・テレビやネットで状況を把握してから行動するから。 

・ペットがいるため。 

などとなっています。 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

43.0%

23.6%

22.5%

8.8%

8.5%

8.2%

7.6%

15.0%

2.7%

39.9%

17.0%

13.6%

8.5%

14.2%

9.3%

7.5%

17.6%

3.8%

0% 20% 40% 60%

自宅の方が避難所より安全だから

避難経路が危険だから

自身の体力や健康上の理由から避難が困難だから

避難場所（緊急的に避難する場所）を知らないから

これまでの経験から想定されたような津波は来ないと思うから

介護や育児を要する方が世帯内にいるから

家財等を残して避難することに抵抗があるから

その他

わからない

今回調査

(n=635)

前回調査

(n=506)
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＜年齢別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※    …「自宅の方が避難所より安全だから」の割合が最も高くなっている年齢 

18～29歳
(n=24)

30～39歳
(n=46)

40～49歳
(n=70)

50～59歳
(n=91)

60～69歳
(n=121)

70～79歳
(n=166)

80歳以上
(n=114)

自宅の方が避難所より安全だから 43.0% 45.8% 56.5% 40.0% 53.8% 44.6% 42.2% 29.8%

避難経路が危険だから 23.6% 4.2% 23.9% 22.9% 29.7% 25.6% 23.5% 21.9%

自身の体力や健康上の理由から避難が困難だ
から

22.5% 8.3% 8.7% 4.3% 5.5% 15.7% 28.9% 53.5%

避難場所（緊急的に避難する場所）を知らない
から

8.8% 12.5% 6.5% 11.4% 9.9% 10.7% 7.2% 7.0%

これまでの経験から想定されたような津波は来
ないと思うから

8.5% 0.0% 10.9% 2.9% 7.7% 9.1% 8.4% 11.4%

介護や育児を要する方が世帯内にいるから 8.2% 4.2% 21.7% 11.4% 9.9% 5.0% 5.4% 7.9%

家財等を残して避難することに抵抗があるから 7.6% 8.3% 13.0% 10.0% 12.1% 5.8% 4.2% 7.0%

その他 15.0% 16.7% 13.0% 20.0% 14.3% 20.7% 13.3% 9.6%

わからない 2.7% 8.3% 2.2% 4.3% 2.2% 2.5% 3.0% 0.9%

全体
(n=635)

    …「避難すべきと思うものの、避難が困難であるため、最後まで自宅にとどまる」の割合は「60 歳以上」で高い 

延岡市
(n=143)

門川町
(n=34)

日向市
(n=191)

都農町
(n=5)

川南町
(n=17)

高鍋町
(n=13)

新富町
(n=14)

宮崎市
(n=159)

日南市
(n=52)

串間市
(n=3)

自宅の方が避難所より安全だから 43.0% 45.5% 35.3% 35.6% 40.0% 47.1% 23.1% 14.3% 54.7% 48.1% 0.0%

避難経路が危険だから 23.6% 28.0% 20.6% 20.4% 20.0% 29.4% 38.5% 50.0% 21.4% 21.2% 33.3%

自身の体力や健康上の理由から避難
が困難だから

22.5% 19.6% 23.5% 25.1% 0.0% 17.6% 30.8% 28.6% 17.6% 30.8% 66.7%

避難場所（緊急的に避難する場所）を
知らないから

8.8% 5.6% 8.8% 9.9% 0.0% 5.9% 0.0% 7.1% 11.9% 7.7% 0.0%

これまでの経験から想定されたような津
波は来ないと思うから

8.5% 4.9% 11.8% 8.9% 20.0% 0.0% 7.7% 28.6% 6.9% 13.5% 0.0%

介護や育児を要する方が世帯内にいる
から

8.2% 9.8% 8.8% 11.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.3% 3.8% 66.7%

家財等を残して避難することに抵抗が
あるから

7.6% 7.0% 11.8% 6.3% 0.0% 5.9% 15.4% 7.1% 8.2% 9.6% 0.0%

その他 15.0% 14.7% 23.5% 14.1% 40.0% 17.6% 0.0% 14.3% 16.4% 11.5% 0.0%

わからない 2.7% 4.9% 0.0% 2.6% 0.0% 5.9% 0.0% 7.1% 1.9% 0.0% 0.0%

全体
(n=635)

※    …全体と比較して割合が 10 ポイント以上高い自治体 

    …全体と比較して割合が 10 ポイント以上低い自治体 
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（９）深夜の大地震への対処について（避難する理由） 

問１７－２．※問１７において「避難する」とお答えした方におたずねします。 

避難する主な理由は何ですか。（複数回答可） 

 

全体では、「津波被害から身を守りたいから」の割合（92.8％）が最も高く、他を大きく上回っています。 

年齢別、自治体別とも、「津波被害から身を守りたいから」の割合が最も高くなっています。 

前回調査との比較では、項目の順位、割合はほぼ同じとなっています。その中で増減の大きい項目は、

「津波被害から身を守りたいから」（5.8ポイント増：87.0％→92.8％）、「自治会や自主防災組織等が避難を

促すから」（6.5ポイント減：14.6％→8.1％）となっています。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年齢別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

92.8%(1,449人)

48.1%

19.0%

18.2%

8.1%

3.8%

1.5%

0.2%

87.0%(1,088人)

53.6%

20.9%

20.7%

14.6%

5.7%

1.4%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

津波被害から身を守りたいから

余震で自宅が倒壊する恐れがあるから

火災が発生する恐れがあるから

電気や水道がとまり生活ができなくなるから

自治会や自主防災組織等が避難を促すから

近所の方が避難するから

その他

わからない

今回調査

(n=1,562)

前回調査

(n=1,250)

18～29歳
(n=146)

30～39歳
(n=137)

40～49歳
(n=235)

50～59歳
(n=242)

60～69歳
(n=302)

70～79歳
(n=329)

80歳以上
(n=162)

津波被害から身を守りたいから 92.8% 93.2% 94.9% 95.7% 95.0% 95.7% 88.4% 85.8%

余震で自宅が倒壊する恐れがあるから 48.1% 47.9% 41.6% 38.3% 45.9% 49.7% 56.8% 50.6%

火災が発生する恐れがあるから 19.0% 19.9% 19.0% 17.0% 20.2% 18.5% 20.4% 17.3%

電気や水道がとまり生活ができなくなるから 18.2% 15.1% 14.6% 12.8% 14.5% 17.9% 24.9% 24.7%

自治会や自主防災組織等が避難を促すから 8.1% 4.1% 4.4% 7.2% 3.3% 7.0% 13.1% 15.4%

近所の方が避難するから 3.8% 3.4% 3.6% 3.4% 2.5% 3.6% 4.9% 5.6%

その他 1.5% 2.1% 3.6% 2.1% 1.2% 1.0% 1.2% 0.0%

わからない 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.4% 0.0% 0.3% 0.6%

全体
(n=1,562)

※    …各年齢とも「津波被害から身を守りたいから」の割合が最も高い 
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＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

延岡市
(n=337)

門川町
(n=116)

日向市
(n=697)

都農町
(n=25)

川南町
(n=46)

高鍋町
(n=44)

新富町
(n=29)

宮崎市
(n=157)

日南市
(n=98)

串間市
(n=5)

津波被害から身を守りたいから 92.8% 91.1% 90.5% 95.4% 92.0% 87.0% 95.5% 96.6% 87.9% 89.8% 100.0%

余震で自宅が倒壊する恐れがあるから 48.1% 49.3% 49.1% 45.8% 68.0% 50.0% 40.9% 34.5% 54.1% 52.0% 40.0%

火災が発生する恐れがあるから 19.0% 16.6% 13.8% 19.9% 12.0% 23.9% 13.6% 13.8% 27.4% 16.3% 20.0%

電気や水道がとまり生活ができなくなる
から

18.2% 17.8% 19.0% 16.2% 24.0% 23.9% 9.1% 17.2% 29.3% 15.3% 20.0%

自治会や自主防災組織等が避難を促
すから

8.1% 8.0% 9.5% 7.9% 8.0% 4.3% 13.6% 3.4% 8.3% 9.2% 0.0%

近所の方が避難するから 3.8% 4.7% 2.6% 3.4% 0.0% 2.2% 2.3% 10.3% 5.1% 4.1% 0.0%

その他 1.5% 1.5% 0.0% 1.6% 0.0% 0.0% 2.3% 3.4% 1.3% 3.1% 0.0%

わからない 0.2% 0.3% 1.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

全体
(n=1,562)

※    …各自治体とも「津波被害から身を守りたいから」の割合が最も高い 
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（１０）深夜の大地震への対処について（避難行動のきっかけ） 

問１７－３．※問１７－２において「１．津波被害から身を守りたいから」とお答えした方におたずねします。 

あなたは何をきっかけに避難行動を開始しますか。ひとつだけお答えください。 

 

全体では、「揺れが収まったらすぐ」の割合（34.6％）が最も高くなっています。 

年齢別、自治体別とも、「揺れが収まったらすぐ」の割合が最も高くなっています。 

前回調査との比較では、項目の順位はほぼ同じとなっています。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年齢別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34.6%

19.0%

16.1%

13.6%

9.9%

3.5%

1.0%

0.8%

0.1%

0.2%

0.2%

1.0%

35.8%

17.7%

16.9%

7.5%

11.1%

6.4%

1.5%

0.7%

0.3%

0.1%

0.3%

1.7%

0% 20% 40%

揺れが収まったらすぐ

津波警報がでたら

津波注意報がでたら

大津波警報がでたら

避難はするがすぐには避難しない（用事後避難）

市町村などの行政が避難を促したら

自治会や自主防災組織が避難を促したら

家族が避難したら

近所の方が避難を促したら

その他

わからない

無回答

今回調査

(n=1,449)

前回調査

(n=1,088)

18～29歳
(n=136)

30～39歳
(n=130)

40～49歳
(n=225)

50～59歳
(n=230)

60～69歳
(n=289)

70～79歳
(n=291)

80歳以上
(n=139)

揺れが収まったらすぐ 34.6% 38.2% 36.2% 37.3% 38.3% 33.2% 28.9% 35.3%

津波警報がでたら 19.0% 17.6% 20.8% 14.2% 20.9% 20.1% 22.3% 13.7%

津波注意報がでたら 16.1% 17.6% 13.1% 16.9% 13.9% 15.9% 17.2% 18.0%

大津波警報がでたら 13.6% 11.0% 11.5% 12.0% 11.7% 15.6% 16.8% 12.9%

避難はするがすぐには避難しない（用事後避
難）

9.9% 10.3% 16.9% 12.4% 10.4% 7.6% 7.9% 6.5%

市町村などの行政が避難を促したら 3.5% 2.2% 1.5% 2.7% 2.6% 3.5% 4.8% 6.5%

自治会や自主防災組織が避難を促したら 1.0% 0.0% 0.0% 1.8% 0.4% 1.0% 1.4% 1.4%

家族が避難したら 0.8% 2.2% 0.0% 0.9% 0.4% 0.7% 0.3% 2.2%

近所の方が避難を促したら 0.1% 0.0% 0.0% 0.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

その他 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.4% 0.7% 0.0% 0.0%

わからない 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.4% 0.3% 0.0% 0.7%

無回答 1.0% 0.7% 0.0% 0.9% 0.4% 1.4% 0.3% 2.9%

母数 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

全体
(n=1,449)

※    …各年齢とも「揺れが収まったらすぐ」の割合が最も高い 
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＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

延岡市
(n=307)

門川町
(n=105)

日向市
(n=665)

都農町
(n=23)

川南町
(n=40)

高鍋町
(n=42)

新富町
(n=28)

宮崎市
(n=138)

日南市
(n=88)

串間市
(n=5)

揺れが収まったらすぐ 34.6% 29.3% 30.5% 35.6% 39.1% 40.0% 45.2% 28.6% 34.1% 42.0% 80.0%

津波警報がでたら 19.0% 19.5% 26.7% 19.1% 4.3% 10.0% 19.0% 21.4% 21.0% 11.4% 0.0%

津波注意報がでたら 16.1% 17.9% 16.2% 15.3% 17.4% 15.0% 19.0% 14.3% 13.8% 19.3% 0.0%

大津波警報がでたら 13.6% 16.6% 12.4% 13.2% 13.0% 22.5% 7.1% 17.9% 10.9% 11.4% 0.0%

避難はするがすぐには避難しない（用
事後避難）

9.9% 11.7% 7.6% 9.5% 13.0% 10.0% 4.8% 10.7% 13.0% 5.7% 0.0%

市町村などの行政が避難を促したら 3.5% 2.0% 3.8% 3.8% 8.7% 0.0% 2.4% 3.6% 2.9% 8.0% 0.0%

自治会や自主防災組織が避難を促した
ら

1.0% 0.3% 1.0% 0.9% 4.3% 0.0% 2.4% 3.6% 1.4% 1.1% 0.0%

家族が避難したら 0.8% 1.0% 1.0% 0.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.4% 1.1% 20.0%

近所の方が避難を促したら 0.1% 0.0% 1.0% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

その他 0.2% 0.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.4% 0.0% 0.0%

わからない 0.2% 0.0% 0.0% 0.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 1.0% 1.3% 0.0% 1.4% 0.0% 2.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

母数 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

全体
(n=1,449)

※    …各自治体とも「揺れが収まったらすぐ」の割合が最も高い 
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（１１）深夜の大地震への対処について（避難開始までに要する時間） 

問１７－４．※問１７において「避難する」とお答えした方におたずねします。 

あなたが避難のために家の外にでるまでにどれぐらいの時間がかかると思いますか。 

なお、家の中は地震で家具や家電などが散乱しており、停電で真っ暗になっていることとします。 

ひとつだけお答えください。 

 

全体では、「５～10分」の割合（43.5％）が最も高く、「５分以内」（22.9％）と合わせた『10分以内』は66.4％

となっています。 

年齢別では、『10分以内』の割合は各年齢とも約6割以上となっています。 

自治体別では、『10分以内』の割合は新富町以外で6割以上となっています。 

前回調査との比較では、「５～10分」の割合は10.1ポイント増（33.4％→43.5％）となっています。また、『10

分以内』は11.2ポイント増（55.2％→66.4％）となっています。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年齢別＞ 

 

 

 

 

 

18～29歳
(n=146)

30～39歳
(n=137)

40～49歳
(n=235)

50～59歳
(n=242)

60～69歳
(n=302)

70～79歳
(n=329)

80歳以上
(n=162)

５～10分 43.5% 41.1% 46.7% 43.4% 40.5% 46.4% 42.6% 42.6%

５分以内 22.9% 28.1% 23.4% 25.5% 24.0% 22.2% 21.9% 16.0%

10～15分 18.6% 19.9% 16.8% 17.0% 21.5% 19.2% 17.3% 19.1%

15～20分 5.8% 4.1% 8.0% 5.5% 4.5% 4.3% 8.5% 5.6%

20～30分 3.5% 3.4% 2.9% 3.0% 5.4% 2.3% 3.0% 5.6%

30～40分 1.0% 2.7% 2.2% 0.9% 1.2% 0.0% 0.3% 1.9%

40～60分 0.2% 0.0% 0.0% 0.4% 0.4% 0.3% 0.0% 0.0%

60分以上 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.3% 0.3% 0.6%

わからない 2.6% 0.7% 0.0% 3.0% 1.7% 3.6% 3.3% 4.3%

無回答 1.6% 0.0% 0.0% 1.3% 0.8% 1.3% 2.7% 4.3%

母数 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

全体
(n=1,562)

※    …各年齢とも『10 分以内』の割合は約 6 割以上 

43.5%

22.9%

18.6%

5.8%

3.5%

1.0%

0.2%

0.2%

2.6%

1.6%

33.4%

21.8%

18.4%

7.0%

6.2%

1.9%

0.8%

0.6%

4.5%

5.3%

0% 20% 40% 60%

５～10分

５分以内

10～15分

15～20分

20～30分

30～40分

40～60分

60分以上

わからない

無回答

今回調査

(n=1,562)

前回調査

(n=2,569)

※

※前回調査は全員が回答 
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＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

延岡市
(n=337)

門川町
(n=116)

日向市
(n=697)

都農町
(n=25)

川南町
(n=46)

高鍋町
(n=44)

新富町
(n=29)

宮崎市
(n=157)

日南市
(n=98)

串間市
(n=5)

５～10分 43.5% 44.2% 41.4% 45.1% 40.0% 41.3% 52.3% 27.6% 42.7% 35.7% 20.0%

５分以内 22.9% 22.6% 25.0% 20.9% 32.0% 23.9% 20.5% 27.6% 26.1% 26.5% 40.0%

10～15分 18.6% 16.9% 22.4% 19.7% 20.0% 17.4% 11.4% 24.1% 15.9% 18.4% 40.0%

15～20分 5.8% 6.2% 4.3% 5.6% 8.0% 4.3% 6.8% 3.4% 3.8% 12.2% 0.0%

20～30分 3.5% 3.6% 3.4% 3.4% 0.0% 2.2% 2.3% 6.9% 5.7% 2.0% 0.0%

30～40分 1.0% 1.5% 0.9% 1.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.4% 1.3% 0.0% 0.0%

40～60分 0.2% 0.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.6% 1.0% 0.0%

60分以上 0.2% 0.0% 0.0% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.6% 1.0% 0.0%

わからない 2.6% 2.7% 1.7% 2.6% 0.0% 6.5% 6.8% 3.4% 2.5% 1.0% 0.0%

無回答 1.6% 2.1% 0.9% 1.6% 0.0% 4.3% 0.0% 3.4% 0.6% 2.0% 0.0%

母数 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

全体
(n=1,562)

※    …『10 分以内』の割合が 6 割以上の自治体 
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（１２）深夜の大地震への対処について（避難場所にたどり着くまでに要する時間） 

問１７－５．※問１７において「避難する」とお答えした方におたずねします。 

あなたが家の外に出てから避難場所（緊急的に避難する場所）にたどり着くまでに、どれぐらいの時間 

がかかると思いますか。なお、当日は、夜中で、しかも雨も降っており、移動手段は歩行です。 

ひとつだけお答えください。 

 

全体では、「10～15分」の割合（25.3％）と「５～10分」（25.2％）がほぼ同じで約25％、これらに「５分以内」

（9.0％）を合わせた『15分以内』の割合は59.5％となっています。 

年齢別では、『15分以内』の割合は各年齢とも5割以上となっています。 

自治体別では、『15分以内』の割合は串間市（40.0％）、川南町（43.4％）、高鍋町（47.7％）、新富町（48.2％）

で5割を下回っています。 

前回調査との比較では、『15分以内』の割合は10.2ポイント増（49.3％→59.5％）となっています。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年齢別＞ 

 

 

 

 

 

 

18～29歳
(n=146)

30～39歳
(n=137)

40～49歳
(n=235)

50～59歳
(n=242)

60～69歳
(n=302)

70～79歳
(n=329)

80歳以上
(n=162)

10～15分 25.3% 26.0% 26.3% 22.6% 24.8% 27.5% 25.2% 24.1%

５～10分 25.2% 28.1% 27.7% 31.1% 27.3% 21.9% 23.4% 19.8%

15～20分 15.7% 17.1% 11.7% 9.8% 19.0% 16.9% 16.4% 17.3%

20～30分 11.3% 11.0% 15.3% 9.8% 12.0% 12.9% 9.7% 9.9%

５分以内 9.0% 7.5% 7.3% 9.8% 7.9% 8.9% 11.9% 6.2%

30～40分 4.7% 4.1% 5.8% 5.1% 2.9% 5.0% 3.6% 8.0%

60分以上 1.5% 0.7% 2.9% 3.4% 0.4% 0.7% 0.6% 3.7%

40～60分 1.0% 0.0% 1.5% 1.3% 0.8% 1.3% 0.9% 0.6%

わからない 4.7% 5.5% 1.5% 6.0% 4.1% 4.0% 5.8% 5.6%

無回答 1.5% 0.0% 0.0% 1.3% 0.8% 1.0% 2.4% 4.9%

母数 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

全体
(n=1,562)

※    …各年齢とも『15 分以内』の割合は 5 割以上 

※前回調査は全員が回答 

25.3%

25.2%

15.7%

11.3%

9.0%

4.7%

1.5%

1.0%

4.7%

1.5%

20.6%

21.6%

13.1%

12.5%

7.1%

5.6%

2.1%

2.7%

7.9%

6.7%

0% 20% 40%

10～15分

５～10分

15～20分

20～30分

５分以内

30～40分

60分以上

40～60分

わからない

無回答

今回調査

(n=1,562)

前回調査

(n=2,569)

※
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＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

延岡市
(n=337)

門川町
(n=116)

日向市
(n=697)

都農町
(n=25)

川南町
(n=46)

高鍋町
(n=44)

新富町
(n=29)

宮崎市
(n=157)

日南市
(n=98)

串間市
(n=5)

10～15分 25.3% 23.1% 28.4% 25.5% 32.0% 21.7% 27.3% 24.1% 26.1% 24.5% 20.0%

５～10分 25.2% 28.2% 21.6% 27.8% 28.0% 17.4% 13.6% 13.8% 21.0% 21.4% 20.0%

15～20分 15.7% 13.4% 19.8% 16.8% 16.0% 10.9% 13.6% 6.9% 15.3% 16.3% 0.0%

20～30分 11.3% 12.8% 10.3% 10.3% 8.0% 15.2% 11.4% 6.9% 13.4% 12.2% 20.0%

５分以内 9.0% 12.2% 9.5% 8.2% 4.0% 4.3% 6.8% 10.3% 8.3% 8.2% 0.0%

30～40分 4.7% 3.6% 4.3% 3.4% 8.0% 6.5% 13.6% 17.2% 5.7% 7.1% 0.0%

60分以上 1.5% 0.9% 0.9% 0.7% 4.0% 6.5% 4.5% 3.4% 1.3% 4.1% 40.0%

40～60分 1.0% 0.9% 0.9% 0.4% 0.0% 2.2% 2.3% 6.9% 1.9% 1.0% 0.0%

わからない 4.7% 3.3% 3.4% 5.3% 0.0% 10.9% 6.8% 6.9% 5.7% 3.1% 0.0%

無回答 1.5% 1.8% 0.9% 1.4% 0.0% 4.3% 0.0% 3.4% 1.3% 2.0% 0.0%

母数 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

全体
(n=1,562)

※    …『15 分以内』の割合が 5 割を下回っている自治体 
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（１３）避難場所について 

問１７－６．※問１７において「避難する」とお答えした方におたずねします。 

あなたは予め市町村が定めた避難場所（緊急的に避難する場所）をご存じですか。 

ひとつだけお答えください。 

 

全体では、「知っている」割合（84.9％）が8割を上回っています。 

年齢別では、「知っている」割合は「18～29歳」以外で8割以上となっています。 

自治体別では、各自治体とも「知っている」割合は8割以上となっています。 

前回調査との比較では、ほぼ同じ結果となっています。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年齢別＞ 

 

 

 

 

84.9%(1,326人)

9.2%

4.2%

1.7%

82.1%(1,026人)

11.4%

3.4%

3.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている

知らない

わからない

無回答

今回調査

(n=1,562)

前回調査

(n=1,250)

70.5%

81.8%

83.4%

86.4%

86.1%

91.2%

85.2%

19.9%

12.4%

9.8%

8.7%

8.6%

5.2%

5.6%

8.9%

5.8%

5.5%

2.9%

4.3%

2.1%

3.1%

0.7%

1.3%

2.1%

1.0%

1.5%

6.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～29歳

(n=146)

30～39歳

(n=137)

40～49歳

(n=235)

50～59歳

(n=242)

60～69歳

(n=302)

70～79歳

(n=329)

80歳以上

(n=162)

知っている 知らない わからない 無回答

「知っている」（8割）
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＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

85.2%

89.7%

84.9%

96.0%

84.8%

81.8%

82.8%

80.9%

83.7%

80.0%

9.8%

4.3%

9.3%

13.0%

6.8%

10.3%

11.5%

8.2%

20.0%

2.4%

2.6%

4.3%

4.0%

11.4%

6.9%

6.4%

7.1%

2.7%

3.4%

1.4%

2.2%

1.3%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

延岡市

(n=337)

門川町

(n=116)

日向市

(n=697)

都農町

(n=25)

川南町

(n=46)

高鍋町

(n=44)

新富町

(n=29)

宮崎市

(n=157)

日南市

(n=98)

串間市

(n=5)

知っている 知らない わからない 無回答

「知っている」（8割）
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（１４）避難場所への避難について 

問１７－７．※問１７－６において「知っている」とお答えした方におたずねします。 

あなたは予め定められた避難場所（緊急的に避難する場所）に避難しますか。 

ひとつだけお答えください。 

 

全体では、「避難する」割合（73.2％）が7割以上となっています。 

年齢別では、各年齢とも「避難する」割合が7割前後となっています。 

自治体別では、「避難する」割合が全体（73.2％）を上回っているのは、高鍋町（83.3％）、都農町（75.0％）、

宮崎市（74.8％）、日向市（74.7％）となっています。 

前回調査との比較では、ほぼ同じ結果となっています。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年齢別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

73.2%

15.4%(204人)

10.9%

0.5%

73.9%

13.6%(140人)

11.7%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

避難する

定められた避難場所へは避難しない

わからない

無回答

今回調査

(n=1,326)

前回調査

(n=1,026)

74.8%

71.4%

69.4%

67.9%

71.2%

78.7%

77.5%

13.6%

20.5%

19.9%

16.7%

16.5%

11.3%

11.6%

11.7%

8.0%

10.2%

14.8%

11.9%

10.0%

8.0%

0.5%

0.5%

0.4%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～29歳

(n=103)

30～39歳

(n=112)

40～49歳

(n=196)

50～59歳

(n=209)

60～69歳

(n=260)

70～79歳

(n=300)

80歳以上

(n=138)

避難する 定められた避難場所へは避難しない わからない 無回答

「避難する」（7割）
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＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

72.5%

69.2%

74.7%

75.0%

66.7%

83.3%

54.2%

74.8%

72.0%

25.0%

14.6%

11.5%

16.9%

8.3%

12.8%

11.1%

25.0%

11.0%

20.7%

50.0%

11.8%

18.3%

7.9%

16.7%

20.5%

5.6%

20.8%

14.2%

7.3%

25.0%

1.0%

1.0%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

延岡市

(n=287)

門川町

(n=104)

日向市

(n=592)

都農町

(n=24)

川南町

(n=39)

高鍋町

(n=36)

新富町

(n=24)

宮崎市

(n=127)

日南市

(n=82)

串間市

(n=4)

避難する 定められた避難場所へは避難しない わからない 無回答

全体「避難する」（73.2％）
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（１５）定められた避難場所へ避難しない理由について 

問１７－８．※問１７－７において「定められた避難場所へは避難しない」とお答えした方におたずねします。 

定められた避難場所へ避難しない理由は何ですか。（複数回答可） 

 

全体では、「定められた避難場所よりも安全な場所を知っているから」の割合（54.4％）が最も高く、他の項

目を大きく上回っています。 

年齢別では、各年齢で割合が最も高い項目は、「18～79歳」は「定められた避難場所よりも安全な場所を

知っているから」、「80歳以上」は「自身の体力や健康上の理由から」となっています。 

前回調査との比較では、項目の順位はほぼ同じとなっています。その中で増減の大きい項目は、「自身の

体力や健康上の理由から」（8.2ポイント増：3.6％→11.8％）、「避難場所の施設に不満があるから」（8.4ポイ

ント減：22.1％→13.7％）、「定められた避難場所よりも安全な場所を知っているから」（6.3ポイント減：60.7％

→54.4％）となっています。 

「その他」の主な回答内容は、 

・指定避難所に行くまでに橋があり、津波が来た時、通行できないので。 

・海に向かって避難しないといけないから。 

・避難所まで行くより近くの高台の方が早いから。 

・両親がいる地域の避難所に行く。 

などとなっています。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

54.4%

13.7%

13.2%

12.3%

11.8%

10.3%

7.4%

7.4%

2.9%

1.5%

21.6%

0.5%

60.7%

22.1%

11.4%

13.6%

3.6%

7.9%

4.3%

6.4%

1.4%

0.0%

15.0%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80%

定められた避難場所よりも安全な場所を

知っているから

避難場所の施設に不満があるから

ペット同伴だから

避難場所が窮屈そうだから

自身の体力や健康上の理由から

介護や育児を要する方が世帯内にいるから

定められた避難場所までの歩道等が十分に

整備されていないから

実際、訓練どおりにいけるかどうか不安だから

訓練等に参加していないので避難場所までいけるか

どうか不安だから

地域住民と関わりたくないから

その他

わからない

今回調査

(n=204)

前回調査

(n=140)

定められた避難場所よりも安全な場所を

知っているから

定められた避難場所までの歩道等が十分に

整備されていないから

訓練等に参加していないので避難場所までいけるか

どうか不安だから
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＜年齢別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜自治体別＞ 

 

 
延岡市
(n=42)

門川町
(n=12)

日向市
(n=100)

都農町
(n=2)

川南町
(n=5)

高鍋町
(n=4)

新富町
(n=6)

宮崎市
(n=14)

日南市
(n=17)

串間市
(n=2)

定められた避難場所よりも安全な場
所を知っているから

54.4% 52.4% 58.3% 56.0% 50.0% 60.0% 75.0% 50.0% 57.1% 41.2% 50.0%

避難場所の施設に不満があるから 13.7% 14.3% 8.3% 11.0% 50.0% 0.0% 50.0% 16.7% 14.3% 23.5% 0.0%

ペット同伴だから 13.2% 7.1% 16.7% 12.0% 100.0% 60.0% 25.0% 33.3% 0.0% 11.8% 0.0%

避難場所が窮屈そうだから 12.3% 14.3% 16.7% 14.0% 50.0% 0.0% 25.0% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0%

自身の体力や健康上の理由から 11.8% 11.9% 16.7% 8.0% 0.0% 40.0% 25.0% 16.7% 21.4% 11.8% 0.0%

介護や育児を要する方が世帯内にい
るから

10.3% 14.3% 8.3% 11.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 7.1% 5.9% 0.0%

定められた避難場所までの歩道等が
十分に整備されていないから

7.4% 7.1% 0.0% 7.0% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 7.1% 17.6% 0.0%

実際、訓練どおりにいけるかどうか不
安だから

7.4% 7.1% 0.0% 8.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 21.4% 5.9% 0.0%

訓練等に参加していないので避難場
所までいけるかどうか不安だから

2.9% 2.4% 0.0% 2.0% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 7.1% 5.9% 0.0%

地域住民と関わりたくないから 1.5% 4.8% 0.0% 1.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

その他 21.6% 21.4% 0.0% 25.0% 0.0% 20.0% 25.0% 0.0% 35.7% 17.6% 0.0%

わからない 0.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0%

全体
(n=204)

※    …各年齢で割合が最も高い項目 

18～29歳
(n=14)

30～39歳
(n=23)

40～49歳
(n=39)

50～59歳
(n=35)

60～69歳
(n=43)

70～79歳
(n=34)

80歳以上
(n=16)

定められた避難場所よりも安全な場所を
知っているから

54.4% 57.1% 69.6% 61.5% 48.6% 37.2% 64.7% 50.0%

避難場所の施設に不満があるから 13.7% 14.3% 17.4% 10.3% 11.4% 23.3% 8.8% 6.3%

ペット同伴だから 13.2% 0.0% 8.7% 10.3% 22.9% 18.6% 11.8% 6.3%

避難場所が窮屈そうだから 12.3% 7.1% 13.0% 12.8% 14.3% 16.3% 11.8% 0.0%

自身の体力や健康上の理由から 11.8% 7.1% 0.0% 2.6% 8.6% 9.3% 17.6% 56.3%

介護や育児を要する方が世帯内にいるから 10.3% 7.1% 21.7% 7.7% 11.4% 7.0% 11.8% 6.3%

定められた避難場所までの歩道等が十分に
整備されていないから

7.4% 7.1% 0.0% 2.6% 0.0% 14.0% 8.8% 25.0%

実際、訓練どおりにいけるかどうか不安だから 7.4% 0.0% 0.0% 5.1% 2.9% 9.3% 5.9% 37.5%

訓練等に参加していないので避難場所までい
けるかどうか不安だから

2.9% 0.0% 0.0% 0.0% 2.9% 4.7% 5.9% 6.3%

地域住民と関わりたくないから 1.5% 0.0% 0.0% 0.0% 2.9% 0.0% 5.9% 0.0%

その他 21.6% 28.6% 21.7% 20.5% 28.6% 7.0% 26.5% 31.3%

わからない 0.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.9% 0.0%

全体
(n=204)
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５．地震・津波への備えについて 

（１）大地震が起こった場合に備えての日頃からの対策 

問１８．あなたの家庭では、大地震が起こった場合に備えて、日頃よりどのような対策をとっていますか。 

次の中からいくつでもお答えください。（複数回答可） 

 

全体では、上位4項目（3割以上）は「懐中電灯などの非常灯の準備」の割合（65.9％）が最も高く、次いで

「食料や飲料水、日用品などを準備しておく」（56.0％）、「自宅や家財を対象とした地震保険の加入」

（43.0％）、「家族内で避難する場所を予め決めておく」（35.2％）となっています。 

年齢別では、「外出時にはスマートフォンなどの通信機器の予備電池を携帯しておく」の割合は年齢が低

くなるほど高い傾向となっています。また、各項目において全体と比較して10ポイント以上高い割合となって

いる年齢は、 

・「家族内で避難する場所を予め決めておく」で「40～49歳」 

となっています。 

一方、全体と比較して10ポイント以上低い割合となっている年齢は、 

・「懐中電灯などの非常灯の準備」で「18～39歳」 

・「食料や飲料水、日用品などを準備しておく」で「80歳以上」 

・「自宅や家財を対象とした地震保険の加入」で「18～39歳」 

・「家族内で避難する場所を予め決めておく」で「80歳以上」 

・「自家用車の燃料を常に補給しておく」で「18～29歳」 

・「常時、風呂の水をためておく」で「18～29歳」 

となっています。 

自治体別では、各自治体とも上位3項目は全体と同じとなっています。 

前回調査との比較では、項目の順位はほぼ同じとなっています。その中で増減の大きい項目は、「食料や

飲料水、日用品などを準備しておく」（17.9ポイント増：38.1％→56.0％）、「外出時にはスマートフォンなどの

通信機器の予備電池を携帯しておく」（10.5ポイント増：10.2％→20.7％）、「自家用車の燃料を常に補給して

おく」（9.1ポイント増：12.7％→21.8％）、「懐中電灯などの非常灯の準備」（7.5ポイント増：58.4％→65.9％）、

「防災訓練に積極的に参加」（7.8ポイント減：16.2％→8.4％）、「家族内で避難する場所を予め決めておく」

（5.1ポイント減：40.3％→35.2％）となっています。 
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＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

65.9%

56.0%

43.0%

35.2%

24.8%

22.9%

21.8%

20.7%

16.4%

14.1%

8.7%

8.4%

8.2%

4.6%

9.0%

0.7%

1.6%

58.4%

38.1%

38.8%

40.3%

21.6%

24.2%

12.7%

10.2%

14.4%

9.8%

6.1%

16.2%

8.3%

4.0%

10.1%

1.1%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80%

懐中電灯などの非常灯の準備

食料や飲料水、日用品などを準備しておく

自宅や家財を対象とした地震保険の加入

家族内で避難する場所を予め決めておく

家具、家電の転倒防止等の措置

貴重品などの持ち出し方法を決めておく

自家用車の燃料を常に補給しておく

外出時にはスマートフォンなどの通信機器の予備

電池…

家族の安否確認の方法を決めておく

常時、風呂の水をためておく

非常用の衣類、布団などの準備

防災訓練に積極的に参加

火災を想定して、消火器や水をはったバケツを

常に準備している

感震ブレーカー（揺れを感知後、電気を自動停止

する…

特に何もしていない

その他

わからない

今回調査

(n=3,108)

前回調査

(n=2,569)

外出時にはスマートフォンなどの通信機器の予備電池

を携帯しておく

火災を想定して、消火器や水をはったバケツを

常に準備している

感震ブレーカー（揺れを感知後、電気を自動停止する装置）の

設置
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＜年齢別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※    …「外出時にはスマートフォンなどの通信機器の予備電池を携帯しておく」の割合は年齢が低くなるほど高い傾向 

    …全体と比較して割合が 10 ポイント以上高い年齢 

    …全体と比較して割合が 10 ポイント以上低い年齢 

18～29歳
(n=223)

30～39歳
(n=254)

40～49歳
(n=415)

50～59歳
(n=486)

60～69歳
(n=606)

70～79歳
(n=698)

80歳以上
(n=404)

懐中電灯などの非常灯の準備 65.9% 46.6% 53.9% 60.7% 65.6% 73.3% 72.8% 66.3%

食料や飲料水、日用品などを準備しておく 56.0% 56.1% 65.7% 58.3% 63.8% 58.4% 51.4% 42.1%

自宅や家財を対象とした地震保険の加入 43.0% 21.1% 29.9% 41.4% 46.9% 52.3% 46.8% 40.3%

家族内で避難する場所を予め決めておく 35.2% 38.1% 44.1% 46.5% 35.2% 32.2% 32.7% 25.2%

家具、家電の転倒防止等の措置 24.8% 21.5% 20.9% 21.7% 27.2% 28.1% 26.2% 22.3%

貴重品などの持ち出し方法を決めておく 22.9% 17.9% 18.5% 18.8% 21.0% 22.4% 26.2% 30.7%

自家用車の燃料を常に補給しておく 21.8% 11.2% 19.3% 23.4% 25.7% 24.4% 22.8% 18.1%

外出時にはスマートフォンなどの通信機器の予
備電池を携帯しておく

20.7% 28.3% 30.3% 28.2% 21.6% 20.3% 13.8% 14.4%

家族の安否確認の方法を決めておく 16.4% 17.5% 17.3% 20.7% 19.5% 13.7% 15.3% 13.4%

常時、風呂の水をためておく 14.1% 2.2% 7.9% 8.4% 12.8% 11.4% 22.5% 21.0%

非常用の衣類、布団などの準備 8.7% 5.8% 13.0% 10.6% 9.9% 7.1% 7.2% 9.4%

防災訓練に積極的に参加 8.4% 0.9% 4.3% 3.4% 7.2% 7.3% 13.3% 14.9%

火災を想定して、消火器や水をはったバケツを
常に準備している

8.2% 5.4% 4.3% 4.1% 6.4% 6.3% 11.7% 15.6%

感震ブレーカー（揺れを感知後、電気を自動停
止する装置）の設置

4.6% 2.2% 3.5% 2.7% 3.3% 3.1% 7.6% 6.9%

特に何もしていない 9.0% 11.7% 7.5% 9.4% 7.0% 7.6% 9.5% 11.6%

その他 0.7% 0.0% 0.8% 1.0% 0.8% 1.5% 0.4% 0.0%

わからない 1.6% 3.1% 1.6% 2.4% 1.0% 0.7% 0.9% 3.0%

全体
(n=3,108)
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＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

延岡市
(n=687)

門川町
(n=199)

日向市
(n=1,244)

都農町
(n=40)

川南町
(n=86)

高鍋町
(n=78)

新富町
(n=61)

宮崎市
(n=467)

日南市
(n=213)

串間市
(n=12)

懐中電灯などの非常灯の準備 65.9% 67.5% 62.8% 66.6% 65.0% 69.8% 69.2% 50.8% 64.2% 64.8% 58.3%

食料や飲料水、日用品などを準備して
おく

56.0% 55.2% 50.8% 56.9% 50.0% 45.3% 56.4% 42.6% 61.2% 56.3% 41.7%

自宅や家財を対象とした地震保険の加
入

43.0% 44.5% 40.7% 42.8% 40.0% 43.0% 42.3% 44.3% 42.6% 44.6% 33.3%

家族内で避難する場所を予め決めてお
く

35.2% 33.8% 39.2% 39.1% 32.5% 26.7% 29.5% 34.4% 30.8% 31.0% 8.3%

家具、家電の転倒防止等の措置 24.8% 27.1% 19.1% 23.9% 20.0% 14.0% 24.4% 23.0% 31.3% 20.7% 16.7%

貴重品などの持ち出し方法を決めてお
く

22.9% 23.7% 23.1% 24.8% 22.5% 24.4% 19.2% 18.0% 19.3% 20.7% 25.0%

自家用車の燃料を常に補給しておく 21.8% 22.0% 22.6% 19.9% 10.0% 33.7% 26.9% 24.6% 23.1% 25.4% 16.7%

外出時にはスマートフォンなどの通信
機器の予備電池を携帯しておく

20.7% 21.3% 13.1% 21.3% 15.0% 22.1% 26.9% 14.8% 21.2% 21.1% 8.3%

家族の安否確認の方法を決めておく 16.4% 15.9% 8.5% 17.2% 10.0% 14.0% 10.3% 13.1% 20.6% 18.8% 0.0%

常時、風呂の水をためておく 14.1% 14.0% 13.1% 13.6% 7.5% 18.6% 16.7% 11.5% 14.8% 16.0% 0.0%

非常用の衣類、布団などの準備 8.7% 9.3% 8.0% 8.0% 5.0% 11.6% 5.1% 6.6% 9.6% 9.9% 16.7%

防災訓練に積極的に参加 8.4% 11.5% 10.1% 8.4% 12.5% 17.4% 7.7% 6.6% 2.4% 6.6% 8.3%

火災を想定して、消火器や水をはった
バケツを常に準備している

8.2% 9.8% 6.5% 8.0% 12.5% 8.1% 7.7% 6.6% 6.9% 9.9% 0.0%

感震ブレーカー（揺れを感知後、電気を
自動停止する装置）の設置

4.6% 5.8% 4.0% 4.5% 5.0% 2.3% 2.6% 4.9% 3.2% 6.6% 0.0%

特に何もしていない 9.0% 8.9% 12.6% 8.2% 12.5% 8.1% 7.7% 13.1% 7.5% 12.7% 8.3%

その他 0.7% 0.7% 0.0% 1.2% 0.0% 0.0% 1.3% 1.6% 0.0% 0.0% 0.0%

わからない 1.6% 1.6% 1.0% 1.4% 0.0% 2.3% 0.0% 1.6% 2.4% 1.4% 0.0%

全体
(n=3,108)

※    …各自治体の上位 3 項目 
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（２）住宅の耐震化について① 

問１９．あなたが現在お住まいのご自宅は木造住宅ですか。ひとつだけお答えください。 

 

全体では、「木造住宅」の割合が約7割となっています。 

自治体別では、「木造住宅」で宮崎市の割合（54.4％）は他の自治体と比較して低くなっています。 

前回調査との比較では、ほぼ同じ結果となっています。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※    …他の自治体より割合が低くなっている自治体 

67.0%

85.4%

77.0%

97.5%

94.2%

76.9%

90.2%

54.4%

78.4%

100.0%

28.7%

10.6%

18.1%

2.5%

3.5%

17.9%

8.2%

41.3%

18.3%

3.2%

2.0%

3.7%

1.2%

5.1%

1.6%

3.4%

1.9%

1.2%

2.0%

1.2%

1.2%

0.9%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

延岡市

(n=687)

門川町

(n=199)

日向市

(n=1,244)

都農町

(n=40)

川南町

(n=86)

高鍋町

(n=78)

新富町

(n=61)

宮崎市

(n=467)

日南市

(n=213)

串間市

(n=12)

木造住宅 木造以外の住宅 わからない 無回答

全体「木造住宅」（73.1％）

73.1%(2,271人)

22.6%

3.2%(98人)

1.2%

70.6%(1,813人)

23.0%

1.9%(48人)

4.6%

0% 20% 40% 60% 80%

木造住宅

木造以外の住宅

わからない

無回答

今回調査

(n=3,108)

前回調査

(n=2,569)
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（３）住宅の耐震化について② 

問１９－１．※問１９において「木造住宅」若しくは「わからない」とお答えした方におたずねします。 

あなたのご自宅を建築された時期を教えてください。ひとつだけお答えください。 

 

全体では、「昭和５６年６月１日以降」の割合（58.9％）が約6割となっています。なお、「昭和５６年５月３１日

以前」（26.5％）は約3割となっています。 

自治体別では、「昭和５６年６月１日以降」で川南町の割合（34.1％）が他の自治体と比較して低くなってい

ます。 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

58.9%

26.5%(628人)

11.1%(263人)

3.5%

56.6%

32.6%(606人)

8.4%(156人)

2.5%

0% 20% 40% 60% 80%

昭和５６年６月１日以降

昭和５６年５月３１日以前

わからない

無回答

今回調査

(n=2,369)

前回調査

(n=1,861)

※    …他の自治体より割合が低くなっている自治体 

53.5%

60.9%

62.7%

48.7%

34.1%

65.6%

57.1%

64.4%

55.6%

50.0%

31.7%

25.9%

21.1%

41.0%

52.4%

21.9%

30.4%

22.6%

31.0%

41.7%

11.4%

8.6%

12.5%

10.3%

6.1%

9.4%

10.7%

11.1%

8.8%

3.3%

4.6%

3.6%

7.3%

3.1%

1.8%

1.9%

4.7%

8.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

延岡市

(n=482)

門川町

(n=174)

日向市

(n=1,004)

都農町

(n=39)

川南町

(n=82)

高鍋町

(n=64)

新富町

(n=56)

宮崎市

(n=270)

日南市

(n=171)

串間市

(n=12)

昭和５６年６月１日以降 昭和５６年５月３１日以前 わからない 無回答

全体「昭和５６年６月１日以降」（58.9％）
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（４）住宅の耐震化について③ 

問１９－２．※問１９－１において「昭和５６年５月３１日以前」若しくは「わからない」とお答えした方におたずねしま 

す。 

宮崎県内の市町村では、昭和５６年５月３１日以前に建築された木造住宅の耐震化に要する費用の 

一部を補助していますが、この補助制度についてご存じですか。ひとつだけお答えください。 

 

全体では、「知らない」割合（49.2％）が約5割、「知っている」（29.9％）が約3割となっています。 

前回調査との比較では、「知っている」割合は5.4ポイント増（24.5％→29.9％）となっています。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

49.2%

29.9%

16.4%

4.6%

58.3%

24.5%

12.3%

4.9%

0% 20% 40% 60% 80%

知らない

知っている

わからない

無回答

今回調査

(n=891)

前回調査

(n=762)

41.3%

51.7%

52.1%

55.0%

58.3%

40.0%

43.5%

44.0%

57.4%

80.0%

33.2%

30.0%

25.7%

35.0%

37.5%

30.0%

39.1%

35.2%

23.5%

20.0%

17.3%

11.7%

17.8%

10.0%

4.2%

25.0%

8.7%

20.9%

16.2%

8.2%

6.7%

4.4%

5.0%

8.7%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

延岡市

(n=208)

門川町

(n=60)

日向市

(n=338)

都農町

(n=20)

川南町

(n=48)

高鍋町

(n=20)

新富町

(n=23)

宮崎市

(n=91)

日南市

(n=68)

串間市

(n=5)

知らない 知っている わからない 無回答
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（５）住宅の耐震化について④ 

問１９－３．※問１９－１において「昭和５６年５月３１日以前」若しくは「わからない」とお答えした方におたずねしま 

す。 

ご自宅の耐震化の検討について、現在どのようにお考えですか。ひとつだけお答えください。 

 

全体では、「特に何も考えていない」割合（49.6％）が約5割で最も高く、「耐震補強工事を検討している」

（5.7％）と「建て替えを検討している」（3.1％）は1割を下回っています。 

自治体別では、「耐震補強工事を検討している」で高鍋町の割合（25.0％）が他の自治体より高くなってい

ます。 

前回調査との比較では、ほぼ同じ結果となっています。 

「その他」の主な回答内容は、 

・資金がないのでできない。 

・借家のため難しい。 

・高齢なので。 

・耐震補強工事をした。 

などとなっています。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

49.6%

5.7%

3.1%

13.9%

15.0%

12.6%

51.6%

6.3%

3.4%

13.9%

13.6%

11.2%

0% 20% 40% 60%

特に何も考えていない

耐震補強工事を検討している

建て替えを検討している

その他

わからない

無回答

今回調査

(n=891)

前回調査

(n=762)
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＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

43.8%

50.0%

45.3%

85.0%

58.3%

50.0%

56.5%

45.1%

72.1%

100.0%

7.2%

8.3%

5.0%

5.0%

8.3%

25.0%

3.3%

1.5%

5.3%

1.7%

3.0%

2.1%

8.7%

2.2%

1.5%

15.4%

15.0%

17.5%

4.2%

10.0%

8.7%

16.5%

2.9%

13.5%

6.7%

18.3%

5.0%

14.6%

10.0%

13.0%

22.0%

10.3%

14.9%

18.3%

10.9%

5.0%

12.5%

5.0%

13.0%

11.0%

11.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

延岡市

(n=208)

門川町

(n=60)

日向市

(n=338)

都農町

(n=20)

川南町

(n=48)

高鍋町

(n=20)

新富町

(n=23)

宮崎市

(n=91)

日南市

(n=68)

串間市

(n=5)

特に何も考えていない 耐震補強工事を検討している 建て替えを検討している

その他 わからない 無回答

※    …他の自治体より割合が高くなっている自治体 
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（６）地震時の出火対策について① 

問２０．大地震の際に発生する火災の半数以上が電気関係による出火ですが、この対策として、電気のブレーカー

を落として避難するか、大きな地震の際は自動的に電気を遮断してくれる「感震ブレーカー」を設置すること

が有効であることをご存じでしたか？ひとつだけお答えください。 

 

全体では、「知らなかった」割合（58.5％）が約6割で、「知っていた」（30.3％）を大きく上回っています。 

年齢別では、「知っていた」割合は年齢が高くなるほど高くなる傾向となっています 

自治体別では、「知らなかった」割合が「知っていた」を上回っています。 

前回調査との比較では、ほぼ同じ結果となっています。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年齢別＞ 

 

 

 

 

 

58.5%

30.3%

7.4%

3.8%

58.3%

30.6%

5.7%

5.4%

0% 20% 40% 60% 80%

知らなかった

知っていた

わからない

無回答

今回調査

(n=3,108)

前回調査

(n=2,569)

72.2%

59.8%

64.8%

63.0%

61.6%

51.6%

45.5%

17.5%

28.0%

27.2%

30.0%

30.9%

35.0%

33.7%

9.9%

11.4%

6.7%

5.6%

4.3%

6.6%

13.1%

0.4%

0.8%

1.2%

1.4%

3.3%

6.9%

7.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～29歳

(n=223)

30～39歳

(n=254)

40～49歳

(n=415)

50～59歳

(n=486)

60～69歳

(n=606)

70～79歳

(n=698)

80歳以上

(n=404)

知らなかった 知っていた わからない 無回答
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＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

53.1%

61.3%

59.4%

62.5%

54.7%

59.0%

52.5%

62.5%

62.0%

58.3%

34.6%

23.1%

30.2%

30.0%

27.9%

29.5%

29.5%

29.6%

26.3%

41.7%

7.6%

6.5%

7.6%

7.5%

9.3%

7.7%

9.8%

6.4%

8.0%

4.7%

9.0%

2.7%

8.1%

3.8%

8.2%

1.5%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

延岡市

(n=687)

門川町

(n=199)

日向市

(n=1,244)

都農町

(n=40)

川南町

(n=86)

高鍋町

(n=78)

新富町

(n=61)

宮崎市

(n=467)

日南市

(n=213)

串間市

(n=12)

知らなかった 知っていた わからない 無回答
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（７）地震時の出火対策について② 

問２１．あなたがお住まいの住宅には、「感震ブレーカー」が設置されていますか？ひとつだけお答えください。 

 

全体では、「設置されている」割合（11.8％）は約1割となっています。 

年齢別では、「設置されている」割合は「18～79歳」で約1割であり、「80歳以上」（19.3％）は約2割となって

います。 

自治体別では、「設置されている」割合は串間市以外で約1割、串間市でも16.7％となっています。 

前回調査との比較では、「設置されている」割合はほぼ同じとなっています。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年齢別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37.8%

11.8%

46.5%

3.8%

45.7%

11.1%

37.4%

5.7%

0% 20% 40% 60% 80%

設置されていない

設置されている

わからない

無回答

今回調査

(n=3,108)

前回調査

(n=2,569)

20.6%

26.8%

33.5%

43.0%

44.6%

42.7%

34.2%

6.7%

11.4%

8.7%

8.2%

11.1%

13.9%

19.3%

72.2%

61.8%

56.4%

47.1%

40.9%

35.8%

39.9%

0.4%

1.4%

1.6%

3.5%

7.6%

6.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～29歳

(n=223)

30～39歳

(n=254)

40～49歳

(n=415)

50～59歳

(n=486)

60～69歳

(n=606)

70～79歳

(n=698)

80歳以上

(n=404)

設置されていない 設置されている わからない 無回答
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＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

41.2%

37.2%

36.2%

47.5%

43.0%

28.2%

44.3%

34.3%

42.7%

50.0%

11.4%

11.6%

12.0%

12.5%

11.6%

12.8%

6.6%

11.3%

13.6%

16.7%

42.9%

42.2%

48.8%

40.0%

38.4%

56.4%

42.6%

52.7%

39.4%

33.3%

4.5%

9.0%

3.1%

7.0%

2.6%

6.6%

1.7%

4.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

延岡市

(n=687)

門川町

(n=199)

日向市

(n=1,244)

都農町

(n=40)

川南町

(n=86)

高鍋町

(n=78)

新富町

(n=61)

宮崎市

(n=467)

日南市

(n=213)

串間市

(n=12)

設置されていない 設置されている わからない 無回答
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（８）県、市町村に望む津波対策について 

問２２．津波被害が想定される区域への対策として、県、市町村に何を望みますか。（複数回答可） 

 

全体では、上位2項目（約6割以上）は、「避難指示等の迅速な決定と的確な伝達方法の確立」の割合

（64.8％）が最も高く、次が「避難所への備蓄品整備」（59.7％）となっています。 

年齢別では、各項目において全体と比較して10ポイント以上高い割合となっている年齢は、 

・「避難所への備蓄品整備」で「50～59歳」 

・「避難所、避難場所の新設や改築（資機材の購入含む）」で「18～29歳」、「50～59歳」 

・「津波に対応した防潮堤の整備」で「18～39歳」 

・「避難所の耐震化」で「18～39歳」 

となっています。 

自治体別では、各自治体とも上位2項目は全体と同じ項目となっており、その割合は5割以上となっていま

す。 

前回調査との比較では、項目の順位はほぼ同じとなっています。その中で増減の大きい項目は、「避難所

への備蓄品整備」（10.2ポイント増：49.5％→59.7％）となっています。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

64.8%

59.7%

34.7%

30.4%

27.0%

24.7%

24.0%

23.5%

15.9%

15.8%

12.7%

12.1%

11.9%

10.0%

9.6%

9.6%

2.1%

4.8%

67.5%

49.5%

34.3%

29.1%

29.5%

25.6%

24.8%

21.8%

21.3%

17.8%

11.6%

13.6%

11.7%

11.2%

10.0%

11.4%

3.0%

3.1%

0% 20% 40% 60% 80%

避難指示等の迅速な決定と的確な伝達方法の確立

避難所への備蓄品整備

避難路の整備（舗装、手すりの設置、階段の設置、誘導灯、看板等々）

避難所、避難場所の新設や改築（資機材の購入含む）

避難タワー、避難ビルの整備

要支援者の避難誘導体制の確立

津波に対応した防潮堤の整備

避難所の耐震化

情報伝達資機材の整備（防災無線等）

避難路が塞がれないよう隣接宅地擁壁等の調査点検、補強

効果的な防災訓練の実施

地域に特化した防災計画づくりへの支援

津波のエネルギーを抑制する防風林の整備

津波災害警戒区域や特別警戒区域の設定（規制区域の設定）

効果的な自主防災組織づくりへの支援

津波の危険性が高い区域の集団移転施策

その他

わからない

今回調査

(n=3,108)

前回調査

(n=2,569)
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＜年齢別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18～29歳
(n=223)

30～39歳
(n=254)

40～49歳
(n=415)

50～59歳
(n=486)

60～69歳
(n=606)

70～79歳
(n=698)

80歳以上
(n=404)

避難指示等の迅速な決定と的確な伝達方法の
確立

64.8% 65.5% 69.7% 63.4% 69.5% 67.2% 61.6% 58.4%

避難所への備蓄品整備 59.7% 68.2% 67.7% 69.2% 71.6% 61.4% 51.9% 38.4%

避難路の整備（舗装、手すりの設置、階段の設
置、誘導灯、看板等々）

34.7% 43.5% 39.8% 36.6% 39.5% 33.8% 28.2% 31.4%

避難所、避難場所の新設や改築（資機材の購
入含む）

30.4% 40.8% 34.6% 37.3% 40.9% 29.5% 21.9% 19.3%

避難タワー、避難ビルの整備 27.0% 30.0% 34.6% 35.9% 30.9% 25.4% 21.1% 20.5%

要支援者の避難誘導体制の確立 24.7% 16.1% 20.5% 23.9% 30.9% 23.8% 23.6% 28.5%

津波に対応した防潮堤の整備 24.0% 36.3% 36.2% 30.8% 27.6% 19.8% 16.3% 17.8%

避難所の耐震化 23.5% 37.7% 38.2% 30.8% 30.9% 17.8% 15.0% 14.4%

情報伝達資機材の整備（防災無線等） 15.9% 17.9% 17.7% 20.0% 20.8% 15.0% 12.2% 11.4%

避難路が塞がれないよう隣接宅地擁壁等の調
査点検、補強

15.8% 17.5% 23.6% 19.0% 17.9% 14.4% 11.2% 14.4%

効果的な防災訓練の実施 12.7% 10.8% 12.6% 13.7% 14.4% 10.2% 13.2% 14.4%

地域に特化した防災計画づくりへの支援 12.1% 14.8% 11.8% 15.2% 14.6% 11.6% 10.0% 9.7%

津波のエネルギーを抑制する防風林の整備 11.9% 26.5% 19.3% 14.7% 17.9% 7.6% 5.9% 6.7%

津波災害警戒区域や特別警戒区域の設定（規
制区域の設定）

10.0% 13.5% 16.1% 10.8% 13.2% 8.7% 7.2% 6.7%

効果的な自主防災組織づくりへの支援 9.6% 10.8% 10.6% 12.8% 12.3% 6.9% 6.7% 10.4%

津波の危険性が高い区域の集団移転施策 9.6% 9.9% 13.8% 8.4% 13.0% 7.6% 8.6% 8.4%

その他 2.1% 1.3% 2.0% 2.7% 1.9% 2.6% 1.7% 2.2%

わからない 4.8% 5.4% 4.7% 4.8% 3.1% 2.6% 5.2% 9.7%

全体
(n=3,108)

※    …全体と比較して割合が 10 ポイント以上高い年齢 
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＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

延岡市
(n=687)

門川町
(n=199)

日向市
(n=1,244)

都農町
(n=40)

川南町
(n=86)

高鍋町
(n=78)

新富町
(n=61)

宮崎市
(n=467)

日南市
(n=213)

串間市
(n=12)

避難指示等の迅速な決定と的確な伝達
方法の確立

64.8% 62.7% 60.8% 67.4% 60.0% 50.0% 62.8% 60.7% 67.0% 64.3% 58.3%

避難所への備蓄品整備 59.7% 59.1% 52.3% 61.5% 50.0% 55.8% 53.8% 59.0% 63.0% 59.6% 58.3%

避難路の整備（舗装、手すりの設置、階
段の設置、誘導灯、看板等々）

34.7% 34.4% 30.2% 36.5% 35.0% 31.4% 28.2% 31.1% 32.3% 39.9% 41.7%

避難所、避難場所の新設や改築（資機
材の購入含む）

30.4% 30.4% 23.1% 32.7% 20.0% 25.6% 23.1% 24.6% 33.2% 29.1% 16.7%

避難タワー、避難ビルの整備 27.0% 28.2% 30.7% 26.7% 12.5% 17.4% 25.6% 32.8% 28.1% 25.8% 25.0%

要支援者の避難誘導体制の確立 24.7% 23.3% 19.1% 27.1% 20.0% 17.4% 20.5% 23.0% 23.3% 29.1% 33.3%

津波に対応した防潮堤の整備 24.0% 22.6% 21.6% 24.3% 17.5% 19.8% 26.9% 29.5% 25.7% 26.8% 16.7%

避難所の耐震化 23.5% 24.2% 16.1% 24.3% 12.5% 15.1% 21.8% 9.8% 29.8% 22.5% 16.7%

情報伝達資機材の整備（防災無線等） 15.9% 15.4% 12.6% 17.8% 7.5% 14.0% 14.1% 4.9% 16.3% 15.5% 8.3%

避難路が塞がれないよう隣接宅地擁壁
等の調査点検、補強

15.8% 14.8% 15.6% 16.6% 7.5% 12.8% 12.8% 18.0% 17.6% 14.1% 16.7%

効果的な防災訓練の実施 12.7% 13.5% 10.1% 14.2% 10.0% 8.1% 12.8% 6.6% 10.7% 13.1% 16.7%

地域に特化した防災計画づくりへの支
援

12.1% 11.8% 8.5% 12.8% 10.0% 8.1% 9.0% 3.3% 13.7% 16.4% 0.0%

津波のエネルギーを抑制する防風林の
整備

11.9% 11.1% 8.0% 12.4% 2.5% 7.0% 16.7% 16.4% 15.2% 10.3% 8.3%

津波災害警戒区域や特別警戒区域の
設定（規制区域の設定）

10.0% 8.0% 6.0% 11.6% 10.0% 8.1% 14.1% 6.6% 10.7% 11.3% 0.0%

効果的な自主防災組織づくりへの支援 9.6% 10.8% 10.1% 9.6% 7.5% 5.8% 7.7% 1.6% 10.3% 8.9% 8.3%

津波の危険性が高い区域の集団移転
施策

9.6% 8.0% 7.5% 10.7% 5.0% 17.4% 11.5% 6.6% 8.8% 9.9% 8.3%

その他 2.1% 2.8% 2.5% 2.4% 0.0% 0.0% 0.0% 1.6% 1.7% 0.9% 0.0%

わからない 4.8% 4.4% 7.0% 4.3% 7.5% 7.0% 5.1% 6.6% 5.1% 5.2% 0.0%

全体
(n=3,108)

※    …各自治体の上位 2 項目 
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６．南海トラフ地震臨時情報について 

（１）南海トラフ地震臨時情報について① 

問２３．あなたは、南海トラフ地震臨時情報について知っていますか？ ひとつだけお答えください。 

 

全体では、『知っている』（「令和６年８月８日に発表されたことで知った」と「令和６年８月８日に発表される

前から知っていた」の計：以下同じ）割合が83.0％であり、「知らない」は13.4％となっています。 

年齢別では、『知っている』割合は「18～79歳」で約8割以上となっており、「80歳以上」（75.2％）は他の年

齢と比較してやや低くなっています。 

自治体別では、『知っている』割合が全体（83.0％）を上回っているのは都農町（87.5％）、新富町（86.9％）、

宮崎市（85.0％）などとなっています。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年齢別＞ 

 

 

 

46.4%

36.6%

13.4%

3.6%

0% 20% 40% 60%

令和６年８月８日に発表されたことで知った

令和６年８月８日に発表される前から知っていた

知らない

無回答 n=3,108

新設 

51.1%

49.6%

50.8%

52.1%

43.4%

43.4%

39.1%

28.7%

32.7%

34.0%

34.4%

42.7%

38.8%

36.1%

20.2%

16.9%

14.2%

11.7%

11.1%

11.9%

15.6%

0.8%

1.0%

1.9%

2.8%

5.9%

9.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～29歳

(n=223)

30～39歳

(n=254)

40～49歳

(n=415)

50～59歳

(n=486)

60～69歳

(n=606)

70～79歳

(n=698)

80歳以上

(n=404)

令和６年８月８日に発表されたことで知った 令和６年８月８日に発表される前から知っていた

知らない 無回答

全体『知っている』（83.0％）
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＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44.0%

37.2%

48.3%

52.5%

38.4%

53.8%

42.6%

51.0%

40.4%

50.0%

40.0%

36.2%

35.8%

35.0%

39.5%

25.6%

44.3%

34.0%

39.0%

16.7%

12.4%

17.6%

12.9%

12.5%

16.3%

16.7%

9.8%

13.1%

16.0%

33.3%

3.6%

9.0%

3.1%

5.8%

3.8%

3.3%

1.9%

4.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

延岡市

(n=687)

門川町

(n=199)

日向市

(n=1,244)

都農町

(n=40)

川南町

(n=86)

高鍋町

(n=78)

新富町

(n=61)

宮崎市

(n=467)

日南市

(n=213)

串間市

(n=12)

令和６年８月８日に発表されたことで知った 令和６年８月８日に発表される前から知っていた

知らない 無回答

全体『知っている』（83.0％）【84.0％】

【73.4％】

【84.1％】

【87.5％】

【77.9％】

【79.4％】

【86.9％】

【85.0％】

【79.4％】

【66.7％】
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（２）南海トラフ地震臨時情報について② 

問２４．あなたは、南海トラフ地震臨時情報についてどの程度知っていますか？ひとつだけお答えください。 

 

全体では、『内容を知らない』（「名前だけ知っている」と「発表される情報の種類の名前のみ知っている」

の計：以下同じ）割合（70.9％）が約7割で、『内容を知っている』（「発表される情報の種類と内容を知ってい

る」と「発表される情報の種類、内容及び取るべき防災対応等についても知っている」の計：以下同じ）割合

（23.8％）を大きく上回っています。 

年齢別では、各年齢とも『内容を知らない』割合は約7割となっています。『内容を知っている』割合は「18

～79歳」は約25％であり、「80歳以上」（20.0％）は他の年齢と比較してやや低くなっています。 

自治体別では、『内容を知っている』割合が全体（23.8％）より高くなっているのは延岡市（26.5％）、日向

市（25.0％）、宮崎市（24.9％）となっています。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新設 

48.1%

22.8%

18.9%

4.9%

5.3%

0% 20% 40% 60%

名前だけ知っている

発表される情報の種類の名前のみ知っている

発表される情報の種類と内容を知っている

発表される情報の種類、内容及び取るべき防災対応等

についても知っている

無回答
n=3,108

発表される情報の種類、内容及び取るべき防災対応等

についても知っている
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＜年齢別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

54.7%

52.4%

51.6%

46.9%

44.7%

45.3%

50.5%

17.5%

20.9%

21.4%

25.5%

26.9%

23.2%

18.1%

21.5%

19.7%

20.2%

19.5%

20.3%

17.9%

14.6%

4.9%

4.3%

4.3%

4.5%

4.3%

5.4%

5.4%

1.3%

2.8%

2.4%

3.5%

3.8%

8.2%

11.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～29歳

(n=223)

30～39歳

(n=254)

40～49歳

(n=415)

50～59歳

(n=486)

60～69歳

(n=606)

70～79歳

(n=698)

80歳以上

(n=404)

名前だけ知っている

発表される情報の種類の名前のみ知っている

発表される情報の種類と内容を知っている

発表される情報の種類、内容及び取るべき防災対応等についても知っている

無回答

『内容を知らない』【72.2％】 『内容を知っている』【26.4％】

【73.3％】

【73.0％】

【72.4％】

【71.6％】

【68.5％】

【68.6％】

【24.0％】

【24.5％】

【24.0％】

【24.6％】

【23.3％】

【20.0％】

46.1%

50.8%

47.7%

60.0%

51.2%

59.0%

41.0%

48.2%

49.3%

66.7%

22.3%

23.1%

22.6%

25.0%

16.3%

20.5%

29.5%

22.5%

27.2%

16.7%

20.7%

11.6%

19.7%

15.0%

19.8%

11.5%

16.4%

20.6%

16.4%

5.8%

5.5%

5.3%

2.3%

1.3%

4.9%

4.3%

2.3%

8.3%

5.1%

9.0%

4.7%

10.5%

7.7%

8.2%

4.5%

4.7%

8.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

延岡市

(n=687)

門川町

(n=199)

日向市

(n=1,244)

都農町

(n=40)

川南町

(n=86)

高鍋町

(n=78)

新富町

(n=61)

宮崎市

(n=467)

日南市

(n=213)

串間市

(n=12)

名前だけ知っている

発表される情報の種類の名前のみ知っている

発表される情報の種類と内容を知っている

発表される情報の種類、内容及び取るべき防災対応等についても知っている

無回答

『内容を知らない』【68.4％】 『内容を知っている』【26.5％】

【73.9％】

【70.3％】

【85.0％】

【67.5％】

【79.5％】

【70.5％】

【70.7％】

【76.5％】

【83.4％】

【17.1％】

【25.0％】

【15.0％】

【22.1％】

【12.8％】

【21.3％】

【24.9％】

【18.7％】

【8.3％】
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（３）令和６年８月８日に発表された南海トラフ臨時情報への対応について 

問２５．あなたは、令和６年８月８日に発表された南海トラフ臨時情報（巨大地震注意）を受けて、どのような行動を

とりましたか？（複数回答可） 

 

全体では、上位3項目（約3割以上）は、「水や食料等の備蓄の確認をした」の割合（45.8％）が最も高く、

次いで「非常用持出袋の確認をした」（37.1％）、「避難場所や避難経路の確認をした」（28.7％）となっていま

す。なお、「特に何もしなかった」は20.2％となっています。 

年齢別では、各項目において全体と比較して10ポイント以上高い割合となっている年齢は、 

・「水や食料等の備蓄の確認をした」で「30～39歳」、「50～59歳」 

・「家族との安否確認手段の確認をした」で「40～49歳」 

となっています。 

自治体別では、各自治体とも「水や食料等の備蓄の確認をした」の割合が3割以上で最も高くなっていま

す。また、「特に何もしなかった」が全体（20.2％）と比較して10ポイント以上高い割合となっている自治体は、

都農町、串間市となっています。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45.8%

37.1%

28.7%

24.5%

20.1%

15.8%

12.9%

7.3%

6.9%

4.5%

1.6%

20.2%

0% 20% 40% 60%

水や食料等の備蓄の確認をした

非常用持出袋の確認をした

避難場所や避難経路の確認をした

家族との安否確認手段の確認をした

すぐに避難できる準備をした

高いところにものを置かないようにした

家具類の固定（転倒防止対策）をした

屋内のできるだけ安全な場所で生活した

津波や土砂災害等の危険が高い場所にできるだけ

近づかないようにした

出火防止対策をした

その他

特に何もしなかった
n=3,108

津波や土砂災害等の危険が高い場所にできるだけ

近づかないようにした

新設 
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＜年齢別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18～29歳
(n=223)

30～39歳
(n=254)

40～49歳
(n=415)

50～59歳
(n=486)

60～69歳
(n=606)

70～79歳
(n=698)

80歳以上
(n=404)

水や食料等の備蓄の確認をした 45.8% 48.4% 57.1% 49.6% 56.4% 45.7% 41.0% 30.4%

非常用持出袋の確認をした 37.1% 29.1% 36.2% 37.8% 37.2% 38.0% 39.3% 36.9%

避難場所や避難経路の確認をした 28.7% 33.2% 34.3% 35.9% 29.6% 26.9% 24.4% 24.0%

家族との安否確認手段の確認をした 24.5% 23.8% 27.6% 37.6% 29.2% 22.1% 18.1% 18.6%

すぐに避難できる準備をした 20.1% 22.9% 28.0% 21.2% 22.0% 18.3% 17.0% 18.1%

高いところにものを置かないようにした 15.8% 9.9% 9.8% 13.7% 16.3% 13.5% 20.2% 20.5%

家具類の固定（転倒防止対策）をした 12.9% 9.0% 8.3% 10.1% 12.6% 15.7% 13.9% 15.3%

屋内のできるだけ安全な場所で生活した 7.3% 7.6% 7.5% 7.7% 10.1% 5.0% 6.9% 7.4%

津波や土砂災害等の危険が高い場所にできる
だけ近づかないようにした

6.9% 6.3% 9.1% 7.2% 7.6% 6.6% 6.2% 6.2%

出火防止対策をした 4.5% 1.8% 0.8% 2.9% 3.1% 3.3% 6.3% 10.6%

その他 1.6% 0.9% 1.6% 1.2% 1.9% 1.7% 2.0% 1.2%

特に何もしなかった 20.2% 26.0% 16.5% 20.2% 16.0% 20.6% 20.5% 23.8%

全体
(n=3,108)

※    …全体と比較して割合が 10 ポイント以上高い年齢 

※    …各自治体とも「水や食料等の備蓄の確認をした」の割合が最も高い 

延岡市
(n=687)

門川町
(n=199)

日向市
(n=1,244)

都農町
(n=40)

川南町
(n=86)

高鍋町
(n=78)

新富町
(n=61)

宮崎市
(n=467)

日南市
(n=213)

串間市
(n=12)

水や食料等の備蓄の確認をした 45.8% 44.5% 39.2% 46.4% 32.5% 37.2% 42.3% 39.3% 52.9% 48.4% 50.0%

非常用持出袋の確認をした 37.1% 38.4% 33.2% 39.5% 20.0% 30.2% 42.3% 32.8% 31.9% 40.4% 33.3%

避難場所や避難経路の確認をした 28.7% 28.8% 29.1% 32.6% 15.0% 25.6% 19.2% 21.3% 24.6% 23.0% 16.7%

家族との安否確認手段の確認をした 24.5% 22.3% 20.1% 27.0% 22.5% 16.3% 14.1% 21.3% 27.6% 23.5% 0.0%

すぐに避難できる準備をした 20.1% 19.5% 17.6% 22.3% 17.5% 20.9% 21.8% 27.9% 15.0% 21.1% 8.3%

高いところにものを置かないようにした 15.8% 15.4% 12.1% 14.5% 12.5% 16.3% 16.7% 9.8% 20.3% 20.7% 8.3%

家具類の固定（転倒防止対策）をした 12.9% 12.1% 9.0% 12.2% 10.0% 7.0% 10.3% 18.0% 16.5% 16.9% 25.0%

屋内のできるだけ安全な場所で生活し
た

7.3% 6.3% 8.0% 7.5% 0.0% 3.5% 6.4% 3.3% 7.7% 12.2% 8.3%

津波や土砂災害等の危険が高い場所
にできるだけ近づかないようにした

6.9% 7.6% 6.0% 5.9% 0.0% 8.1% 6.4% 6.6% 7.9% 9.9% 0.0%

出火防止対策をした 4.5% 5.1% 3.5% 3.5% 2.5% 4.7% 1.3% 6.6% 5.4% 9.4% 0.0%

その他 1.6% 2.3% 1.5% 1.6% 0.0% 1.2% 0.0% 0.0% 1.3% 1.4% 8.3%

特に何もしなかった 20.2% 19.1% 23.1% 20.1% 40.0% 25.6% 19.2% 26.2% 19.5% 16.4% 33.3%

全体
(n=3,108)

    …「特に何もしなかった」の割合が全体と比較して 10 ポイント以上高い自治体 
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７．令和６年８月８日の日向灘の地震に伴う津波注意報への対応について 

（１）津波注意報への対応について（避難場所） 

問２６．あなたは、令和６年８月８日に日向灘の地震に伴い津波注意報が発表されたとき、どこに避難しましたか？

ひとつだけお答えください。 

 

全体では、避難場所は「近くの高い場所」の割合（8.9％）が最も高くなっています。また、「避難しなかっ

た」割合は74.6％となっています。 

年齢別では、各年齢とも避難場所は「近くの高い場所」の割合が最も高くなっています。また、「避難しな

かった」割合は約7～8割となっています。 

自治体別では、避難場所で割合が最も高いのは、新富町は「津波避難タワー・津波避難高台」、宮崎市

は「津波注意報が発表されたときにいた建物の上層階」、それ以外の自治体は「近くの高い場所」となってい

ます。また、「避難しなかった」割合は約6～8割となっています。 

「近くの高い場所」の主な内容は、 

・愛宕山 

・イオン延岡の屋上 

・土々呂町のポリテクセンター側の駐車場 

・日向高校 

・日向の仏舎利塔 

・幸脇小のグラウンド 

・大王谷運動公園 

・門川町役場 

・心の杜 

・佐土原図書館 

・シェラトン 

・青島バイパスの高い所 

・北郷リゾート 

などとなっています。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

8.9%(276人)

4.7%(146人)

3.5%(108人)

1.0%(32人)

5.5%(170人)

74.6%(2,320人)

1.8%

0% 20% 40% 60% 80%

近くの高い場所

津波注意報が発表されたときにいた建物の上層階

津波避難タワー・津波避難高台

津波避難ビル

その他

避難しなかった

無回答 n=3,108

新設 
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＜年齢別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18～29歳
(n=223)

30～39歳
(n=254)

40～49歳
(n=415)

50～59歳
(n=486)

60～69歳
(n=606)

70～79歳
(n=698)

80歳以上
(n=404)

近くの高い場所 8.9% 9.4% 12.6% 7.2% 7.4% 10.1% 7.4% 9.9%

津波注意報が発表されたときにいた建物の上
層階

4.7% 7.2% 4.7% 5.1% 5.8% 3.8% 3.7% 5.0%

津波避難タワー・津波避難高台 3.5% 5.4% 4.3% 5.5% 2.3% 1.5% 4.9% 1.5%

津波避難ビル 1.0% 1.8% 1.2% 0.7% 0.4% 1.5% 0.4% 2.0%

その他 5.5% 7.2% 7.9% 5.1% 7.6% 5.6% 3.7% 4.0%

避難しなかった 74.6% 68.6% 68.9% 75.4% 75.3% 76.1% 77.7% 73.3%

無回答 1.8% 0.4% 0.4% 1.0% 1.2% 1.5% 2.1% 4.5%

母数 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

全体
(n=3,108)

延岡市
(n=687)

門川町
(n=199)

日向市
(n=1,244)

都農町
(n=40)

川南町
(n=86)

高鍋町
(n=78)

新富町
(n=61)

宮崎市
(n=467)

日南市
(n=213)

串間市
(n=12)

近くの高い場所 8.9% 7.3% 11.1% 9.6% 12.5% 12.8% 11.5% 6.6% 4.3% 12.7% 25.0%

津波注意報が発表されたときにいた建
物の上層階

4.7% 5.7% 4.5% 3.8% 0.0% 4.7% 3.8% 4.9% 6.4% 5.2% 0.0%

津波避難タワー・津波避難高台 3.5% 1.3% 4.5% 4.9% 7.5% 5.8% 1.3% 9.8% 1.5% 2.3% 0.0%

津波避難ビル 1.0% 1.0% 0.0% 1.1% 0.0% 1.2% 5.1% 0.0% 1.3% 0.0% 0.0%

その他 5.5% 4.8% 6.5% 4.7% 5.0% 9.3% 5.1% 1.6% 7.1% 8.5% 0.0%

避難しなかった 74.6% 78.3% 68.8% 74.1% 72.5% 65.1% 71.8% 73.8% 78.2% 71.4% 66.7%

無回答 1.8% 1.6% 4.5% 1.8% 2.5% 1.2% 1.3% 3.3% 1.3% 0.0% 8.3%

母数 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

全体
(n=3,108)

※    …避難場所の上位 1 項目 

※    …避難場所の上位 1 項目 
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（２）津波注意報への対応について（避難の手段） 

問２６－１．※問２６において、「避難しなかった」以外をお答えした方におたずねします。 

あなたは、どの手段で避難しましたか？ひとつだけお答えください。 

 

全体では、「徒歩」の割合（49.0％）が約5割で最も高く、次が「自動車」（40.7％）となっています。 

年代別では、「自動車」の割合が全体（40.7％）を上回っているのは、「30～69歳」となっています。 

自治体別では、「自動車」の割合が全体（40.7％）を上回っているのは、都農町（70.0％）、串間市（66.7％）、

日南市（59.0％）などとなっています。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年齢別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

49.0%

40.7%(298人)

5.5%

4.8%

0% 20% 40% 60%

徒歩

自動車

その他

無回答
n=732

※    …「自動車」の割合が全体を上回っている年齢 

新設 

53.6%

41.0%

50.0%

44.7%

41.9%

53.2%

60.0%

40.6%

56.4%

44.9%

43.0%

47.8%

31.9%

24.4%

2.9%

1.3%

3.1%

8.8%

4.4%

8.5%

6.7%

2.9%

1.3%

2.0%

3.5%

5.9%

6.4%

8.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～29歳

(n=69)

30～39歳

(n=78)

40～49歳

(n=98)

50～59歳

(n=114)

60～69歳

(n=136)

70～79歳

(n=141)

80歳以上

(n=90)

徒歩 自動車 その他 無回答

全体「徒歩」（49.0％）
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＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※    …「自動車」の割合が全体を上回っている自治体 

58.7%

45.3%

46.5%

30.0%

58.6%

52.4%

57.1%

56.3%

26.2%

33.3%

30.4%

41.5%

43.5%

70.0%

37.9%

42.9%

35.7%

33.3%

59.0%

66.7%

5.1%

5.7%

6.4%

7.1%

6.3%

6.6%

5.8%

7.5%

3.7%

3.4%

4.8%

4.2%

8.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

延岡市

(n=138)

門川町

(n=53)

日向市

(n=299)

都農町

(n=10)

川南町

(n=29)

高鍋町

(n=21)

新富町

(n=14)

宮崎市

(n=96)

日南市

(n=61)

串間市

(n=3)

徒歩 自動車 その他 無回答

全体「徒歩」（49.0％）
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（３）津波注意報への対応について（自動車で避難した理由） 

問２６－２．※問２６－１において「自動車」とお答えした方におたずねします。 

あなたが自動車で避難した理由は何ですか？（複数回答可） 

 

全体では、「自動車での避難が安全だと思ったから」の割合（38.3％）が最も高くなっています。 

年齢別では、割合が最も高いのは「18～59歳」と「80歳以上」は「自動車での避難が安全だと思ったから」、

「60～79歳」は「自動車を運転中だったから」となっています。また、「徒歩での避難が原則だということを知らな

かったから」の割合が全体（6.7％）を上回っているのは、「18～29歳」（14.3％）、「50～59歳」（12.2％）、「70～

79歳」（15.6％）となっています。 

自治体別では、「徒歩での避難が原則だということを知らなかったから」の割合が全体（6.7％）を上回ってい

るのは、川南町（27.3％）、延岡市（9.5％）、宮崎市（9.4％）、日向市（6.9％）となっています。 

「その他」の主な回答内容は、 

・自動車の方が徒歩より早く高台に移動できるから。 

・要支援者がいたから（介護、育児中）。 

・歩行困難の為。 

・近辺に高台がなかった。 

などとなっています。 

 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年齢別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

38.3%

31.5%

6.7%

29.9%

0% 20% 40%

自動車での避難が安全だと思ったから

自動車を運転中だったから

徒歩での避難が原則だということを知らなかったから

その他 n=298

※    …各年齢で割合が最も高い項目 

新設 

18～29歳
(n=28)

30～39歳
(n=44)

40～49歳
(n=44)

50～59歳
(n=49)

60～69歳
(n=65)

70～79歳
(n=45)

80歳以上
(n=22)

自動車での避難が安全だと思ったから 38.3% 39.3% 43.2% 43.2% 44.9% 30.8% 26.7% 45.5%

自動車を運転中だったから 31.5% 25.0% 34.1% 34.1% 24.5% 36.9% 42.2% 9.1%

徒歩での避難が原則だということを知らなかっ
たから

6.7% 14.3% 4.5% 0.0% 12.2% 1.5% 15.6% 0.0%

その他 29.9% 21.4% 22.7% 27.3% 32.7% 33.8% 26.7% 50.0%

全体
(n=298)

    …「徒歩での避難が原則だということを知らなかったから」の割合が全体より高い年齢 
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＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

延岡市
(n=42)

門川町
(n=22)

日向市
(n=130)

都農町
(n=7)

川南町
(n=11)

高鍋町
(n=9)

新富町
(n=5)

宮崎市
(n=32)

日南市
(n=36)

串間市
(n=2)

自動車での避難が安全だと思ったから 38.3% 45.2% 36.4% 38.5% 28.6% 45.5% 33.3% 40.0% 37.5% 27.8% 100.0%

自動車を運転中だったから 31.5% 42.9% 40.9% 29.2% 42.9% 18.2% 22.2% 40.0% 28.1% 30.6% 0.0%

徒歩での避難が原則だということを知ら
なかったから

6.7% 9.5% 0.0% 6.9% 0.0% 27.3% 0.0% 0.0% 9.4% 2.8% 0.0%

その他 29.9% 9.5% 27.3% 31.5% 42.9% 27.3% 33.3% 20.0% 31.3% 47.2% 0.0%

全体
(n=298)

※    …「徒歩での避難が原則だということを知らなかったから」の割合が全体より高い年齢 
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（４）津波注意報への対応について（避難しなかった理由） 

問２６－３．※問２６において「避難しなかった」とお答えした方におたずねします。 

あなたが避難しなかった理由は何ですか？（複数回答可） 

 

全体では、「津波警報や大津波警報ではなく、津波注意報だったから」の割合（50.3％）が約5割で、他の

項目を大きく上回っています。 

年齢別では、「自身の体力や健康上の理由から避難が困難だったから」の割合は年齢が高くなるほど高く

なっています。 

自治体別では、「津波警報や大津波警報ではなく、津波注意報だったから」の割合が全体（50.3％）を上回

っているのは、串間市（75.0％）、門川町（59.9％）、日向市（56.9％）などとなっています。また、「津波の危険

性がない安全な場所にいたから」が全体（25.3％）を上回っているのは、宮崎市（43.0％）、川南町（39.3％）、

日南市（29.6％）となっています。 

「津波の危険性がない安全な場所にいたから」の主な内容は、 

・住居が高台だから。 

・マンションの上層階。 

・高い位置にある職場 

などとなっています。 

「その他」の主な回答内容は、 

・放送（スピーカー）音に気づかなかった。 

・仕事上、子ども(預かっている児童)と行動をともにするため、決断を慎重にしないといけなかったことか

ら、時間に関係なく途中でお迎えの保護者も居て移動が難しかった。 

・医療職で患者が沢山いたので、避難できなかった。 

・仕事中で情報が入ってこなかったから。 

・会社にいて、だれも避難しようとしなかったから。 

・自分一人で貴重品や備蓄品などを持ち出して良いか分からなかったから。また家族と連絡を取り合っ

て避難しなくていいのではないかと決断に至ったから。 

・津波の高さが１ｍ以内の予想だったから。 

・ＴＶ等のニュースで危険でないと思ったから。 

などとなっています。 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

50.3%

25.3%

7.9%

5.3%

4.0%

3.6%

1.7%

15.1%

0% 20% 40% 60%

津波警報や大津波警報ではなく、津波注意報だったから

津波の危険性がない安全な場所にいたから

自身の体力や健康上の理由から避難が困難だったから

津波注意報が発表されたことに気づかなかったから

介護や育児を要する方と行動していて避難が困難だったから

避難場所が分からなかったから

家財等を残して避難することに抵抗があったから

その他
n=2,320

新設 
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＜年齢別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜自治体別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

延岡市
(n=538)

門川町
(n=137)

日向市
(n=922)

都農町
(n=29)

川南町
(n=56)

高鍋町
(n=56)

新富町
(n=45)

宮崎市
(n=365)

日南市
(n=152)

串間市
(n=8)

津波警報や大津波警報ではなく、津波
注意報だったから

50.3% 48.7% 59.9% 56.9% 51.7% 42.9% 51.8% 53.3% 34.5% 46.7% 75.0%

津波の危険性がない安全な場所にいた
から

25.3% 24.5% 14.6% 19.8% 13.8% 39.3% 23.2% 15.6% 43.0% 29.6% 12.5%

自身の体力や健康上の理由から避難
が困難だったから

7.9% 8.4% 9.5% 7.0% 3.4% 5.4% 8.9% 11.1% 6.6% 11.2% 25.0%

津波注意報が発表されたことに気づか
なかったから

5.3% 6.1% 10.2% 4.9% 0.0% 3.6% 8.9% 6.7% 3.8% 4.6% 0.0%

介護や育児を要する方と行動していて
避難が困難だったから

4.0% 4.6% 2.2% 4.0% 0.0% 0.0% 7.1% 6.7% 3.3% 4.6% 12.5%

避難場所が分からなかったから 3.6% 2.6% 5.8% 3.0% 3.4% 0.0% 3.6% 6.7% 6.3% 2.6% 0.0%

家財等を残して避難することに抵抗が
あったから

1.7% 1.3% 0.7% 2.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.6% 1.3% 0.0%

その他 15.1% 14.1% 15.3% 15.0% 37.9% 12.5% 14.3% 13.3% 15.9% 15.1% 0.0%

全体
(n=2,320)

※    …「津波警報や大津波警報ではなく、津波注意報だったから」、「津波の危険性がない安全な場所にいたから」の割合が 

全体（50.3％、25.3％）を上回っている自治体 

18～29歳
(n=153)

30～39歳
(n=175)

40～49歳
(n=313)

50～59歳
(n=366)

60～69歳
(n=461)

70～79歳
(n=542)

80歳以上
(n=296)

津波警報や大津波警報ではなく、津波注意報
だったから

50.3% 50.3% 54.9% 49.5% 48.6% 52.5% 53.9% 40.9%

津波の危険性がない安全な場所にいたから 25.3% 23.5% 26.9% 24.0% 26.8% 25.8% 25.5% 24.0%

自身の体力や健康上の理由から避難が困難
だったから

7.9% 3.9% 2.3% 1.9% 1.6% 5.6% 8.3% 29.4%

津波注意報が発表されたことに気づかなかっ
たから

5.3% 4.6% 1.1% 2.9% 5.2% 5.0% 6.8% 8.8%

介護や育児を要する方と行動していて避難が
困難だったから

4.0% 3.9% 7.4% 5.4% 3.6% 3.7% 3.3% 2.7%

避難場所が分からなかったから 3.6% 6.5% 4.0% 5.4% 3.6% 3.0% 2.6% 2.7%

家財等を残して避難することに抵抗があったか
ら

1.7% 2.6% 2.3% 1.9% 2.7% 2.0% 0.6% 1.0%

その他 15.1% 15.7% 16.6% 18.8% 19.4% 16.5% 9.6% 12.5%

全体
(n=2,320)

※    …「自身の体力や健康上の理由から避難が困難だったから」の割合は年齢が高くなるほど高い 
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８．他県との比較 

南海トラフ地震臨時情報に関する質問項目（p83：問23、p85：問24、p87：問25）について、令和6年8月8日

の南海トラフ地震臨時情報の発表後に本県と類似の調査を実施している県（静岡県、三重県、徳島県、高

知県）の結果と比較分析しました。また、南海トラフ地震の関心度（p32：問10）については、静岡県及び和歌

山県の結果と、深夜の大地震への対処（p55：問17-3）については、和歌山県の結果と比較分析しました。 

 

県名 調査結果名 調査時期 

静岡県 南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）に関する県民意識調査 令和6年8～9月 

三重県 令和６年度「防災に関する県民意識調査」結果（速報） 令和6年9～10月 

徳島県 南海トラフ地震臨時情報に関するアンケート調査結果 令和6年8～9月 

高知県 令和６年度実施 地震・津波県民意識調査 中間報告書 令和6年8～9月 

和歌山県 令和４年度 防災・現在に関する県民意識調査 令和4年10～11月 
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（１）南海トラフ地震臨時情報の認知度について 

問２３．あなたは、南海トラフ地震臨時情報について知っていますか？ ひとつだけお答えください。（再掲p85） 

 

本県は、『知っている』（「令和６年８月８日に発表されたことで知った」と「令和６年８月８日に発表される前

から知っていた」の計）割合が83.0％であり、徳島県（98.0％）を15.0ポイント下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜選択肢項目及び割合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

46.4%

36.6%

13.4%

3.6%

55.0%

43.0%

2.0%

0% 20% 40% 60%

令和６年８月８日に発表されたことで知った

令和６年８月８日に発表される前から知っていた

知らない

無回答

宮崎県

(n=3,108)

徳島県

(n=2,963)

令和６年８月８日に発表されたことで知った 46.4% 今回発表されたことで知った 55.0%

以前から知っていた 24.0%

以前から聞いたことはあった 19.0%

知らない 13.4% わからない 2.0%

無回答 3.6%

計 100.0% 計 100.0%

徳島県
(n=2,963)

宮崎県
(n=3,108)

36.6%令和６年８月８日に発表される前から知っていた
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（２）南海トラフ地震臨時情報の内容の認知度について 

問２４．あなたは、南海トラフ地震臨時情報についてどの程度知っていますか？ひとつだけお答えください。 

（再掲p87） 

 

本県は、『内容を知っている』（「発表される情報の種類と内容を知っている」と「発表される情報の種類、

内容及び取るべき防災対応等についても知っている」の計）割合が23.8％であり、「静岡県」（66.1％）及び高

知県（54.5％）を30ポイント以上下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜選択肢項目及び割合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

23.8%

70.9%

5.3%

66.1%

25.3%

24.1%

45.3%

0.8%

54.5%

20.3%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80%

『内容を知っている』

（「発表される情報の種類と内容を知っている」と「発表

される情報の種類、内容及び取るべき防災対応等につ

いても知っている」の計）

『内容は知らない』

（「名前だけ知っている」と「発表される情報の種類の名

前のみ知っている」の計）

無回答

宮崎県

(n=3,108)

静岡県

(n=5,890)

三重県

(n=2,766)

高知県

(n=1,516)

『内容は知らない』

（「名前だけ知っている」と「発表される情報の種類

の名前のみ知っている」の計）

『内容を知っている』

（「発表される情報の種類と内容を知っている」と

「発表される情報の種類、内容及び取るべき防災

対応等についても知っている」の計）

無回答

内容を知っている 23.8%

発表される情報の種類と
内容を知っている

18.9%

発表される情報の種類、
内容及び取るべき防災対応等
についても知っている

4.9%

内容は知らない 70.9%

名前だけ知っている 48.1%

発表される情報の種類の
名前のみ知っている

22.8%

5.3% 無回答 0.8% 無回答 4.0%

聞いたことがない 8.5% 知らなかった 29.8% 知らない 21.2%

100.0% 計 100.0% 計 100.0% 計 100.0%

高知県
(n=1,516)

静岡県
(n=5,890)

三重県
(n=2,766)

宮崎県
(n=3,108)

54.5%知っている24.1%知っていた66.1%
知っている（内容を概ね理解し
ている）

45.3%
名称は知っていたが、具体的
な内容は知らなかった

25.3%
聞いたことはあるが、内容は
知らない

20.3%
聞いたことはあるが、内容
はよく知らない

計

無回答
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（３）令和６年８月８日に発表された南海トラフ臨時情報への対応について 

問２５．あなたは、令和６年８月８日に発表された南海トラフ臨時情報（巨大地震注意）を受けて、どのような行動を 

とりましたか？（複数回答可）（再掲p89） 

 

本県の上位4項目は下記の通りとなっています。その中で、本県は「水や食料等の備蓄の確認をした」の

割合（45.8％）が他県を約15ポイント以上下回っています。また、静岡県は「避難場所や避難経路の確認を

した」（53.3％）と「家族との安否確認手段の確認をした」（50.4％）の割合がそれぞれ5割以上となっています

が、本県はそれを大きく下回っています。なお、本県の「特に何もしなかった」割合（20.2％）は、三重県

（23.0％）とほぼ同じで約2割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜選択肢項目及び割合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45.8%

37.1%

28.7%

24.5%

20.2%

69.2%

53.3%

50.4%

60.4%

23.5%

23.0%

71.0%

39.0%

38.0%

29.0%

0% 20% 40% 60% 80%

水や食料等の備蓄の確認をした

非常用持出袋の確認をした

避難場所や避難経路の確認をした

家族との安否確認手段の確認をした

特に何もしなかった

宮崎県

(n=3,108)

静岡県

(n=5,890)

三重県

(n=2,766)

徳島県

(n=2,963)

水や食料等の備蓄の確認をし
た

45.8%
備蓄食料を確認した（数量、期
限など）

69.2%
食料や飲料の備蓄を進めた
（すでに備蓄しているものの確
認を行った）

60.4%
水、食料など生活物資の備蓄
を確認・実施した

71.0%

非常用持出袋の確認をした 37.1%
非常用持出袋を確認・準備し
た

39.0%

避難場所や避難経路の確認を
した

28.7%
自宅からの避難先、避難経路
を確認した

53.3%
避難先や避難経路の確認を
行った

23.5%
緊急避難場所・避難経路を確
認した

38.0%

家族との安否確認手段の確認
をした

24.5% 家族間の連絡手段を確認した 50.4%
家族や会社など、身近な方々
との連絡方法を確認した

29.0%

すぐに避難できる準備をした 20.1%

高いところにものを置かないよ
うにした

15.8%

家具類の固定（転倒防止対
策）をした

12.9% 家具の固定を実施した 10.0%

屋内のできるだけ安全な場所
で生活した

7.3%

津波や土砂災害等の危険が
高い場所にできるだけ近づか
ないようにした

6.9%

出火防止対策をした 4.5%

その他 1.6% その他 2.4% その他 10.0%

特に何もしなかった 20.2% 何もしなかった 23.0%

自宅や職場等のハザードマッ
プを確認した

19.5%

必要な備えを行ったうえで、予
定どおり帰省や旅行等を行っ
た

6.6%

予定していた帰省や旅行等を
取りやめた

5.0%

宮崎県
(n=3,108)

静岡県
(n=5,890)

三重県
(n=2,766)

徳島県
(n=2,963)
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（４）南海トラフ地震の関心度について 

問１０．あなたは、南海トラフ地震（南海トラフ及びその周辺を震源とする大規模な地震。以下、同じ。）について、 

どの程度の関心をお持ちですか。ひとつだけお答えください。（再掲p32） 

 

本県は、『関心がある』（「非常に関心がある」と「多少関心がある」の計：以下同じ）割合が95.1％であり、静

岡県（97.4％）及び和歌山県（96.9％）とほぼ同じとなっています。 

前回調査との比較では、『関心がある』割合は本県が5.0ポイント増（90.1％→95.1％）、静岡県が7.2ポイ

ント増（90.2％→97.4％）となっています。 

ただし、本県及び静岡県の今回調査は令和6年8月8日の南海トラフ地震臨時情報の発表後に実施して

いることに留意が必要です。 

＜今回調査＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜前回調査＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜選択肢項目及び割合（今回調査）＞ 

 

 

 

 

 

 

95.1%

2.3%

1.2%

1.6%

97.4%

2.7%

96.9%

0.6%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

『関心がある』（「非常に関心がある」と

「多少関心がある」の計）

『関心がない』（「あまり関心がない」と

「全く関心がない」の計）

わからない

無回答

宮崎県 R6

(n=3,108)

静岡県 R6

(n=5,890)

和歌山県 R4

(n=314)

『関心がある』

（「非常に関心がある」と 「多少関心

がある」の計）

『関心がない』

（「あまり関心がない」と「全く関心が

ない」の計）

90.1%

4.1%

2.6%

3.2%

90.2%

9.2%

0.7%

96.6%

1.1%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

『関心がある』（「非常に関心がある」と

「多少関心がある」の計）

『関心がない』（「あまり関心がない」と

「全く関心がない」の計）

わからない

無回答

宮崎県 H30

(n=2,569)

静岡県 H29

(n=1,017)

和歌山県 H28

(n=2,016)

『関心がある』

（「非常に関心がある」と 「多少関心

がある」の計）

『関心がない』

（「あまり関心がない」と「全く関心がな

い」の計）

関心がある 95.1% 関心がある 97.4% 関心がある 96.9%

非常に関心がある 66.1% 非常に関心がある 68.3% 非常に関心がある 36.0%

関心がある 42.4%

多少関心がある 18.5%

関心がない 2.3% 関心がない 2.7%

あまり関心がない 2.1% あまり関心がない 2.4%

全く関心がない 0.2% 全く関心がない 0.3%

1.2%

1.6% 2.5%

100.0% 100.0% 100.0%

多少関心がある 29.0%

宮崎県 R6
(n=3,108)

関心がない 0.6%

静岡県 R6
(n=5,890)

和歌山県 R4
(n=314)

29.1%多少関心がある

計

無回答

わからない

計

無回答

計



102 

（５）深夜の大地震への対処について（避難行動のきっかけ） 

問１７－３．※問１７－２において「１．津波被害から身を守りたいから」とお答えした方におたずねします。 

あなたは何をきっかけに避難行動を開始しますか。ひとつだけお答えください。（再掲p55） 

 

本県は、「揺れが収まったらすぐ」の割合（34.6％）が最も高くなっていますが、和歌山県（44.1％）を9.5ポ

イント下回っています。 

前回調査との比較では、本県は項目の順位はほぼ同じとなっています。また、「揺れが収まったらすぐ」の

割合は、前回は本県が和歌山県を21.0ポイント下回っていましたが、今回は9.5％ポイント下回っており、そ

の差は小さくなっています。 

ただし、本県の今回調査は令和6年8月8日の南海トラフ地震臨時情報の発表後に実施していることに留

意が必要です。 

 

＜今回調査＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「津波警報がでたら」の選択肢は、和歌山県は「津波注意報や警報が出たら」となっています（前回調査も同様）。 

34.6%

19.0%

16.1%

13.6%

9.9%

3.5%

1.0%

0.8%

0.1%

0.2%

0.2%

1.0%

44.1%

15.6%

24.2%

8.6%

2.2%

2.2%

1.1%

2.2%

0% 20% 40% 60%

揺れが収まったらすぐ

津波警報がでたら

津波注意報がでたら

大津波警報がでたら

避難はするがすぐには避難しない（用事後避難）

市町村などの行政が避難を促したら

自治会や自主防災組織が避難を促したら

家族が避難したら

近所の方が避難を促したら

その他

わからない

無回答

宮崎県 R6

(n=1,449)

和歌山県 R4

(n=186)

※
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＜前回調査＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜選択肢項目及び割合（今回調査）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

揺れが収まったらすぐ 34.6% 揺れが収まったらできるだけ早く 44.1%

津波警報がでたら 19.0%

津波注意報がでたら 16.1%

大津波警報がでたら 13.6% 大津波警報（特別警報）が出たら 24.2%

避難はするがすぐには避難しない（用事後避難） 9.9%

市町村などの行政が避難を促したら 3.5% 市町村から避難の呼びかけがあったら 8.6%

自治会や自主防災組織が避難を促したら 1.0%

家族が避難したら 0.8% 家族が避難したら 2.2%

近所の方が避難を促したら 0.1% 近所の人が避難したら 2.2%

その他 0.2% その他 1.1%

わからない 0.2%

無回答 1.0% 無回答 2.2%

計 100.0% 計 100.0%

宮崎県 R6
(n=3,108)

和歌山県 R4
(n=186)

津波注意報や警報が出たら 15.6%

35.8%

17.7%

16.9%

7.5%

11.1%

6.4%

1.5%

0.7%

0.3%

0.1%

0.3%

1.7%

56.8%

21.4%

10.3%

5.7%

1.4%

0.7%

0.4%

3.3%

0% 20% 40% 60%

揺れが収まったらすぐ

津波警報がでたら

津波注意報がでたら

大津波警報がでたら

避難はするがすぐには避難しない（用事後避難）

市町村などの行政が避難を促したら

自治会や自主防災組織が避難を促したら

家族が避難したら

近所の方が避難を促したら

その他

わからない

無回答

宮崎県 H30

(n=1,088)

和歌山県 H28

(n=962)
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参考資料 

１．調査票 

令和 6 年度津波避難等に関する県民意識調査 

【調査ご協力のお願い】 

日頃から、県政の推進にご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。 

このたび、県では、県民の皆様方の地震や津波に対する防災の取組や避難行動などを把握

し、今後の地震・津波対策等の推進に役立てることを目的として、「津波避難等に関する県民意

識調査」を実施いたします。 

この調査は、津波浸水想定区域及び隣接する区域にお住まいの18歳以上の方約7,000名に

ご協力をお願いするものです。調査票をお送りする方は、沿岸10市町の協力を得て、住民基本

台帳の中から無作為に抽出しました。 

なお、この調査は無記名方式で実施し、ご回答いただいた内容はすべて統計的に処理しますの

で、ありのままをお答えください。 

お忙しいところ大変恐縮ではございますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますよ

うお願い申し上げます。 

令和6年12月 

宮崎県知事 河野 俊嗣 

 

【回答にあたってのお願い】 

・ 調査票をお送りしたあて名のご本人がお答えください。 

ただし、病気入院中や長期出張などによりご本人による回答が難しい場合には、ご家族などの代わりの方

（18歳以上）がお答えいただいて構いません。 

・ 回答日の状況をお答えください。 

 

【回答方法】 

令和7年１月17日（金）までに、次のいずれかの方法で回答をお願いします。 

① インターネットで回答（パソコンやスマートフォンを利用しての回答） 

② 紙の調査票で回答 

※ 詳しい回答方法は、裏面をご覧ください。 

 

【平成30年度の調査結果】 

https://www.pref.miyazaki.lg.jp/kiki-kikikanri/bosai/keikaku/20190123112018.html 

 

【問い合わせ先】 

調査についてご不明な点などがありましたら、下記までお問い合わせください。 

宮崎県 総務部 危機管理局 危機管理課 南海トラフ・大規模災害対策担当 

Tel 0985-26-7949（直通） 

E-mail kiki-kikikanri@pref.miyazaki.lg.jp 



 

105 

 
＜回答方法＞ 

 

●インターネットで回答する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●紙の調査票で回答する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 該当する項目の番号等に“○”をつけてください。 

    「その他（   ）」を選択した場合は、（  ）内に具体的に記載してください。 

■ ご記入にあたっては、黒か青のボールペン、または鉛筆をご使用ください。 

■ 返信用封筒にあなたのお名前、住所を記入する必要はありません。 

■ ご記入いただいた調査票は、同封の返信用封筒にてご投函いただくようお願いします。 

  （切手は不要です。） 

■ 本調査は、調査票の回収・集計を株式会社 地域経済研究所に委託し実施しております。 

■ 紙の調査票で回答した場合は、インターネットで回答する必要はありません。 

手順１ 手順２ 手順３

本調査票に記入 
同封の返信用封筒に 

入れる 

ポストに投函 

１月 17 日（金）まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ インターネットの回答フォームが表示されない場合は、お手数ですがこの調査票での回答を
お願いします。 

■ インターネットで回答した場合は、調査票を返送する必要はありません。調査票や返信用
封筒は、処分していただいて結構です。 

手順１ 手順２ 手順３

QR コードを読み取り 
 

専用フォームへアクセス 

https://form.qooker.jp/

Q/auto/ja/2024miyaza

kipref/ZVJApt7x/ 

回答・送信 

１月 17 日（金）まで 

ＱＲコードは(株)デンソーウェーブの 

登録商標です。     
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あなたのことについて、教えてください。 

（1）あなたの性別を教えてください。 

１．男性 ２．女性 ３．その他 

（2）あなたの（同居している）ご家族の構成を教えてください。 

◎ 配偶者 １．あり ２．なし 

◎ 子ども １．あり（１人 ・ ２人 ・ ３人 ・ ４人 ・ ５人以上）  ２．なし 

◎ 育児を要する同居者 １．あり ２．なし 

◎ 介護を要する同居者 １．あり ２．なし 

（3）あなたの職業は、次のうちどれですか。兼業の方は、主として従事している職業を選んでください。 

１．自営業者 ２．会社員・公務員等 ３．パート・アルバイト   

４．専業主婦（主夫） ５．学生 ６．無職 

７．その他（                        ） 

（4）上記（3）の設問において１～３の職業をお答えいただいた方は、業種を教えてください。 

１．農業 ２．林業 ３．漁業 

４．鉱業 ５．建設業 ６．製造業 

７．電気・ガス・熱供給・水道業 ８．情報通信業 ９．運輸業 

10．卸売・小売業 11．金融・保険業 12．不動産業 

13．飲食店・宿泊業 14．医療・福祉 15．教育・学習支援業 

16．サービス業 17．その他（                        ） 

（5）あなたの年齢を教えてください。 

１．18～29 歳 ２．30～39 歳 ３．40～49 歳 ４．50～59 歳 ５．60～69 歳 

６．70～79 歳 ７．80 歳以上 

（6）あなたのお住まいはどちらですか。 

１．延岡市 ２．門川町 ３．日向市 ４．都農町 ５．川南町    

６．高鍋町 ７．新富町 ８．宮崎市 ９．日南市 10．串間市 

（7）あなたのお住まいの郵便番号を教えてください。 

（                        ） 

 



 

107 

次の各項目について、お答えください。 

自然災害全般について 

（1）具体的な災害イメージ 

問１．あなたは、これまでに今お住まいの地域が、自然災害の被害に遭うことを具体的に想像したことがあり

ますか。想像したことがある内容を次の中からお答えください。（複数回答可） 

１．地震 ２．津波 ３．河川の氾濫 ４．土砂崩れ、崖崩れ 

５．高潮 ６．竜巻、突風、台風などによる風害 ７．想像したことがない 

８．その他（                           ） ９．わからない 

（2）家族や身近な方との災害対処方法の話し合いについて 

問２．あなたは、ここ１～２年ぐらいの間において、家族や身近な方と災害への備えや災害が起きたらどう 

対処するかなどについて話し合ったことがありますか。ひとつだけお答えください。 

１．ある ２．ない ３．わからない 

（3）災害対処方法の内容について 

問２－１．※問２において「１．ある」とお答えした方におたずねします。 

話し合った内容について、該当するものを次の中からお答えください。（複数回答可） 

１．心構えについて ２．避難の方法、避難時期、避難場所について 

３．食料、飲料水などの備蓄について ４．非常持ち出し品について 

５．家族や身近な方との連絡手段について ６．家屋の安全性について 

７．お住まいの地域の災害危険箇所等について ８．お住まいの地域で過去に発生した災害について 

９．お住まいの地域以外で過去に発生した災害について 

10．その他（                     ） 11．わからない 

（4）避難所について 

問３．あなたがお住まいの地域の避難所(一定の期間避難生活をする場)をご存じですか。 

ひとつだけお答えください。 

１．知っている ２．知らない ３．わからない 
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（5）避難所に求めるもの 

問３－１．※問３において「１．知っている」とお答えした方におたずねします。 

あなたが避難所に一定期間避難しなくてはいけなくなった場合、共同生活する上で避難所に 

何を求めますか。（複数回答可） 

１．トイレ（簡易トイレのほかにトイレットペーパーや生理用品含む） 

２．乳児用品（粉乳、おむつ等） ３．介護用品（おむつ等） 

４．風呂 ５．空調設備 

６．簡易ベッド ７．寝泊まりする際の仕切り（パーテーション） 

８．水道 ９．調理施設 

10．食料、飲料 11．その他（                    ） 

12．わからない 

（6）備蓄食料について 

問４．あなたが避難所生活を余儀なくされたことを想定した場合、あなたならあらかじめ何日間の備蓄食糧 

（飲料水含む）を準備しておきますか。ひとつだけお答えください。 

１．準備しない ２．１日分の食糧 ３．２日分の食糧 

４．３日分の食糧 ５．４日～５日分の食糧 ６．５日～７日分の食糧 

７．それ以上 ８．わからない 

（7）参考になる防災情報について 

問５．自然災害に関して、参考になると思うのはどのような情報でしょうか。次の中からお答えください。 

（複数回答可） 

１．国や地方公共団体が公表している災害危険箇所を示した地図（ハザードマップ） 

２．国や地方公共団体が公表している被害想定区域図 

３．過去の災害教訓 ４．災害に遭った人などの体験談 

５．マスメディアからの災害報道 ６．防災に関する講演会やシンポジウム 

７．災害対策を取り上げたテレビやラジオ番組 ８．災害対策に関する情報誌や書籍 

９．特にない 10．その他（                    ） 

11．わからない 
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（8）充実を望む防災情報について 

問６．あなたがお住まいの地域の災害の危険性や災害対策について、普段から充実してほしい情報は 

何ですか。この中からお答えください。（複数回答可） 

１．居住地域で過去に災害が発生した場所を示す地図 

２．今よりも詳しくてわかりやすい浸水想定区域図やハザードマップ  

３．災害情報に関する標識類の意味や内容の説明 ４．災害用語、気象用語の定義や解説 

５．学校や公共施設の耐震性 ６．現状のままで十分だ 

７．その他（                        ） ８．わからない 

（9）防災情報の入手手段について 

問７．あなたが防災全般に関する知識や情報を入手するために今後、積極的に活用したいものは 

どれですか。該当するものをこの中からお答えください。（複数回答可） 

１．テレビ ２．ラジオ 

３．インターネット環境などからの防災情報 ４．新聞 

５．雑誌、書籍 ６．国や地方公共団体が作成した防災パンフレット 

７．防災訓練、避難訓練 ８．防災に関する講演会、セミナー 

９．エックスやフェイスブックなどの SNS からの情報 10．地域の会合（自主防災組織や消防団含む） 

11．勤務先からの情報 12．家族、知人からの情報 

13．その他（                     ） 14．特にない 

15．わからない 

（10）防災訓練について 

問８．国や地方公共団体、自治会などでは、毎年、地震や豪雨などを想定した防災訓練を実施しています 

が、今まであなたは、これらの防災訓練に参加したり見学をしたりしたことがありますか。 

ひとつだけお答えください。 

１．参加したことがある 

２．参加したことはないが見学したことはある 

３．訓練が行われていることは知っていたが、参加も見学もしたことはない 

４．訓練が行われていることさえ知らなかった 

５．わからない 
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（11）防災訓練に参加や見学をしてみて感じたこと 

問８－１．※問８において「１．参加したことがある」若しくは「２．参加したことはないが見学したことはあ

る」とお答えした方におたずねします。 

訓練に参加や見学をしてみてどのようなことを感じましたか。この中からお答えください。 

（複数回答可） 

１．防災の大切さを知る機会となった 

２．災害時に自らがとらざるを得ない行動について知る機会となった 

３．災害時の防災組織の活動について知る機会となった 

４．内容が形式的で期待していた内容とかけ離れていた 

５．イベント化しており危機感を感じない内容であった 

６．住民やボランテイアや行政等の連携を知る機会となった 

７．住民やボランテイアや行政等の連携が図れていなかった 

８．より多くの関係者が参加して訓練を行うべきと感じた 

９．その他（                         ） 

10．特に感想はない 

11．わからない 

（12）防災訓練に参加も見学もしたことがない理由 

問８－２．※問８において「３．訓練が行われていることは知っていたが、参加も見学もしたことはない」 

とお答えした方におたずねします。 

訓練に参加も見学もしたことがない理由をお聞かせください。（複数回答可） 

１．具体的な日時などの案内が来なかったから ２．申し込み方法が煩雑だから 

３．自治会に加入していないから  ４．防災に関心や興味がないから 

５．時間がなかったから  ６．自分は災害に遭わないと思っているから 

７．知り合いがいないから  ８．育児や介護を要する方が同居しているから 

９．自分自身が体力的にも参加が困難であるから 

10．その他（                                       ） 

11．特に理由はない  12．わからない 

（13）「自助」「共助」「公助」について 

災害が起きた際、その被害を最小限に食い止めるためには、 

「自助（じじょ）」  →自分の身は自分で守ること 

「共助（きょうじょ）」→地域の力で助け合うこと 

「公助（こうじょ）」  →行政が行う救助、援助、支援 

この三助の働きが重要であるという考えがあります。 

問９．災害が起こったときにとるべき対応として、あなたの考えに最も近いものは次のうちどれですか。 

ひとつだけお答えください。 

１．「自助（じじょ）」に重点をおくべき ２．「共助（きょうじょ）」に重点をおくべき 

３．「公助（こうじょ）」に重点をおくべき ４．三助のバランスが図られるべき 

５．その他（                          ） ６．わからない 
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南海トラフ地震への関心等について 

（1）南海トラフ地震の関心度について 

問１０．あなたは、南海トラフ地震（南海トラフ及びその周辺を震源とする大規模な地震。以下、同じ。） 

について、どの程度の関心をお持ちですか。ひとつだけお答えください。 

１．非常に関心がある ２．多少関心がある ３．あまり関心がない 

４．全く関心がない ５．わからない 

（2）南海トラフ地震が起こる可能性について 

問１１．あなたは今後、南海トラフ地震が起こる可能性について、どのようにお考えですか。 

ひとつだけお答えください。 

１．いつ起きてもおかしくない ２．２～３年以内に起きるのでは 

３．10 年以内に起きるのでは ４．20～30 年の間に起きるのでは 

５．30 年～100 年の間に起きるのでは ６．100 年以上先に起きるのでは 

７．わからない    

（3）南海トラフ地震で心配なこと 

問１２．もしも南海トラフ地震が起こったとしたら、あなたはどのようなことが心配ですか。（複数回答可） 

１．津波、浸水、堤防の決壊 ２．土砂崩れ、崖崩れ 

３．地割れ、陥没、液状化現象 ４．火災の発生やガスなどの危険物の爆発 

５．建物の倒壊 ６．家具・家電などの転倒 

７．避難所にたどり着けないこと ８．外出先、勤務先などから帰宅することができなくなること 

９．家族の安否確認ができなくなること 10．食料、飲料水、日用品の確保が困難になること 

11．ガソリン、灯油などの燃料の不足 12．電気、水道、ガスの供給停止 

13．避難所生活 14．治安の混乱 

15．心配なことはない 16．その他（                          ） 

17．わからない 
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地震・津波からの避難について 

（1）「浸水想定区域図」及び「浸水開始時間予測図」について 

問１３．あなたは、県が作成した津波による「浸水想定区域図」及び「浸水開始時間予測図」を見たことが 

ありますか。ひとつだけお答えください。 

１．どちらも見たことがある ２．「浸水想定区域図」のみ見たことがある 

３．「浸水開始時間予測図」のみ見たことがある ４．どちらも見たことがない 

５．わからない 

（2）津波の浸水深や到達時間の理解度について 

問１３－１．※問１３において「１．どちらも見たことがある」とお答えした方におたずねします。 

あなたは、自宅の位置やお住まいの地域を「浸水想定区域図」及び「浸水開始時間予測図」 

で確認することができ、かつ津波の浸水深や到達時間などについて理解することができましたか。 

ひとつだけお答えください。 

１．確認でき理解することができた ２．確認はできたが、理解はできなかった 

３．確認はできなかったが、理解はできた ４．確認も理解もできなかった 

５．その他（                      ） 

（3）「ハザードマップ」について 

問１４．あなたは、市町村が作成した津波に関する「ハザードマップ」を見たことがありますか。 

ひとつだけお答えください。 

１．見たことがある ２．見たことがない ３．わからない  

（4）「ハザードマップ」の理解度について 

問１４－１．※問１４において「１．見たことがある」とお答えした方におたずねします。 

あなたは、自宅の位置やお住まいの地域を津波に関する「ハザードマップ」で確認し、避難路や 

避難場所（緊急的に避難する場所）等を理解することができましたか。 

ひとつだけお答えください。 

１．十分理解することができた ２．概ね理解することができた 

３．よくわからなかった ４．その他（                     ） 
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（5）津波警報等の情報入手手段について 

問１５．あなたは、津波警報等（津波注意報、津波警報、大津波警報）の情報をどのような手段で入手 

していますか（入手すると思いますか）。（複数回答可） 

１．緊急速報（エリア）メール ※津波警報時等に専用着信音とポップアップ表示でスマホ等に通知されるもの 

２．県や市町村の防災メール・防災アプリ ３．県や市町村のＳＮＳ・ホームページ 

４．防災行政無線、コミュニティ無線 ５．テレビ、ラジオ等のマスメディア情報 

６．民間の防災アプリ（Yahoo!防災等） ７．その他（                     ） 

（6）日中の大地震への対処について 

問１６．ある日の昼間、あなたが自宅にいるとき、突然今まで経験したことがないような大きな揺れに襲われ 

ました。揺れは約３分間続き、その最中に、自宅のある地域に大津波警報等が発表された（地震 

発生から約３分後）とします。このとき、あなた自身はどのような避難行動を取りますか。 

ひとつだけお答えください。 

１．揺れが収まったら、すぐに避難する 

２．揺れが収まった後、すぐには避難せず、なんらかの行動を終えてから避難する 

３．早めに避難すべきと思うものの、目の前に津波が迫ってくるのが見えてから避難する 

４．避難すべきと思うものの、避難が困難であるため、最後まで自宅にとどまる 

５．避難をあきらめており、目の前に津波が迫ってきても避難せず、最後まで自宅にとどまる 

６．自宅が安全な場所にあるため、自宅の外には避難しない 

（7）深夜の大地震への対処について 

問１７．夜中、自宅で寝ていた際に突然、経験したことのないような地震に遭遇し、揺れが収まった後、 

あなたは避難しますか。ひとつだけお答えください。 

１．避難しない ２．避難する ３．わからない 

（8）深夜の大地震への対処について（避難しない理由） 

問１７－１．※問１７において「１．避難しない」とお答えした方におたずねします。 

あなたが避難しない理由は何ですか。（複数回答可） 

１．避難場所（緊急的に避難する場所）を知らないから 

２．自身の体力や健康上の理由から避難が困難だから 

３．介護や育児を要する方が世帯内にいるから 

４．自宅の方が避難所より安全だから 

５．避難経路が危険だから 

６．家財等を残して避難することに抵抗があるから 

７．これまでの経験から想定されたような津波は来ないと思うから 

８．その他（                              ） 

９．わからない 
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（9）深夜の大地震への対処について（避難する理由） 

問１７－２．※問１７において「２．避難する」とお答えした方におたずねします。 

避難する主な理由は何ですか。（複数回答可） 

１．津波被害から身を守りたいから ２．余震で自宅が倒壊する恐れがあるから 

３．火災が発生する恐れがあるから ４．電気や水道がとまり生活ができなくなるから 

５．近所の方が避難するから ６．自治会や自主防災組織等が避難を促すから 

７．その他（                     ） ８．わからない 

（10）深夜の大地震への対処について（避難行動のきっかけ） 

問１７－３．※問１７－２において「１．津波被害から身を守りたいから」とお答えした方におたずね 

します。 

あなたは何をきっかけに避難行動を開始しますか。ひとつだけお答えください。 

１．揺れが収まったらすぐ ２．避難はするがすぐには避難しない（用事後避難） 

３．津波注意報がでたら ４．津波警報がでたら 

５．大津波警報がでたら ６．市町村などの行政が避難を促したら 

７．自治会や自主防災組織が避難を促したら ８．近所の方が避難を促したら 

９．家族が避難したら 10．その他（                       ） 

11．わからない 

（11）深夜の大地震への対処について（避難開始までに要する時間） 

問１７－４．※問１７において「２．避難する」とお答えした方におたずねします。 

あなたが避難のために家の外にでるまでにどれぐらいの時間がかかると思いますか。 

なお、家の中は地震で家具や家電などが散乱しており、停電で真っ暗になっていることとしま 

す。ひとつだけお答えください。 

１．５分以内 ２．５～10 分 ３．10～15 分 ４．15～20 分 ５．20～30 分 

６．30～40 分 ７．40～60 分 ８．60 分以上 ９．わからない 

（12）深夜の大地震への対処について（避難場所にたどり着くまでに要する時間） 

問１７－５．※問１７において「２．避難する」とお答えした方におたずねします。 

あなたが家の外に出てから避難場所（緊急的に避難する場所）にたどり着くまでに、どれぐら 

いの時間がかかると思いますか。なお、当日は、夜中で、しかも雨も降っており、移動手段は 

歩行です。ひとつだけお答えください。 

１．５分以内 ２．５～10 分 ３．10～15 分 ４．15～20 分 ５．20～30 分     

６．30～40 分 ７．40～60 分 ８．60 分以上 ９．わからない 
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（13）避難場所について 

問１７－６．※問１７において「２．避難する」とお答えした方におたずねします。 

あなたは予め市町村が定めた避難場所（緊急的に避難する場所）をご存じですか。 

ひとつだけお答えください。 

１．知っている ２．知らない ３．わからない 

（14）避難場所への避難について 

問１７－７．※問１７－６において「１．知っている」とお答えした方におたずねします。 

あなたは予め定められた避難場所（緊急的に避難する場所）に避難しますか。 

ひとつだけお答えください。 

１．避難する ２．定められた避難場所へは避難しない ３．わからない 

（15）定められた避難場所へ避難しない理由について 

問１７－８．※問１７－７において「２．定められた避難場所へは避難しない」とお答えした方に 

おたずねします。 

定められた避難場所へ避難しない理由は何ですか。（複数回答可） 

１．自身の体力や健康上の理由から 

２．介護や育児を要する方が世帯内にいるから 

３．地域住民と関わりたくないから 

４．定められた避難場所よりも安全な場所を知っているから 

５．定められた避難場所までの歩道等が十分に整備されていないから 

６．避難場所が窮屈そうだから 

７．ペット同伴だから 

８．実際、訓練どおりにいけるかどうか不安だから 

９．訓練等に参加していないので避難場所までいけるかどうか不安だから 

10．避難場所の施設に不満があるから 

11．その他（                           ） 

12．わからない 
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地震・津波への備えについて 

（1）大地震が起こった場合に備えての日頃からの対策 

問１８．あなたの家庭では、大地震が起こった場合に備えて、日頃よりどのような対策をとっていますか。 

次の中からいくつでもお答えください。（複数回答可） 

１．火災を想定して、消火器や水をはったバケツを常に準備している 

２．感震ブレーカー（揺れを感知後、電気を自動停止する装置）の設置 

３．自宅や家財を対象とした地震保険の加入 ４．家具、家電の転倒防止等の措置 

５．家族内で避難する場所を予め決めておく ６．防災訓練に積極的に参加 

７．家族の安否確認の方法を決めておく ８．食料や飲料水、日用品などを準備しておく 

９．自家用車の燃料を常に補給しておく 10．懐中電灯などの非常灯の準備 

11．常時、風呂の水をためておく 

12．外出時にはスマートフォンなどの通信機器の予備電池を携帯しておく 

13．非常用の衣類、布団などの準備 14．貴重品などの持ち出し方法を決めておく 

15．特に何もしていない 16．その他（                    ） 

17．わからない 

（2）住宅の耐震化について① 

問１９．あなたが現在お住まいのご自宅は木造住宅ですか。ひとつだけお答えください。 

１．木造住宅          ２．木造以外の住宅          ３．わからない 

（3）住宅の耐震化について② 

問１９－１．※問１９において「１．木造住宅」若しくは「３．わからない」とお答えした方におたずね 

します。 

あなたのご自宅を建築された時期を教えてください。ひとつだけお答えください。 

１．昭和５６年６月１日以降    ２．昭和５６年５月３１日以前    ３．わからない 

（4）住宅の耐震化について③ 

問１９－２．※問１９－１において「２．昭和５６年５月３１日以前」若しくは「３．わからない」と 

お答えした方におたずねします。 

宮崎県内の市町村では、昭和５６年５月３１日以前に建築された木造住宅の耐震化に要 

する費用の一部を補助していますが、この補助制度についてご存じですか。 

ひとつだけお答えください。 

１．知っている ２．知らない ３．わからない 
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（5）住宅の耐震化について④ 

問１９－３．※問１９－１において「２．昭和５６年５月３１日以前」若しくは「３．わからない」と 

お答えした方におたずねします。 

ご自宅の耐震化の検討について、現在どのようにお考えですか。ひとつだけお答えください。 

１．耐震補強工事を検討している     ２．建て替えを検討している      ３．特に何も考えていない 

４．その他（                                  ） ５．わからない 

（6）地震時の出火対策について① 

問２０．大地震の際に発生する火災の半数以上が電気関係による出火ですが、この対策として、電気の 

ブレーカーを落として避難するか、大きな地震の際は自動的に電気を遮断してくれる「感震ブレーカー」 

を設置することが有効であることをご存じでしたか？ひとつだけお答えください。 

１．知っていた ２．知らなかった ３．わからない 

（7）地震時の出火対策について② 

問２１．あなたがお住まいの住宅には、「感震ブレーカー」が設置されていますか？ 

ひとつだけお答えください。 

１．設置されている ２．設置されていない ３．わからない 

（8）県、市町村に望む津波対策について 

問２２．津波被害が想定される区域への対策として、県、市町村に何を望みますか。（複数回答可） 

１．避難指示等の迅速な決定と的確な伝達方法の確立 

２．避難路の整備（舗装、手すりの設置、階段の設置、誘導灯、看板等々） 

３．避難所、避難場所の新設や改築（資機材の購入含む） 

４．避難所への備蓄品整備 

５．要支援者の避難誘導体制の確立 

６．情報伝達資機材の整備（防災無線等） 

７．津波に対応した防潮堤の整備 

８．津波のエネルギーを抑制する防風林の整備 

９．避難タワー、避難ビルの整備 

10．避難所の耐震化 

11．避難路が塞がれないよう隣接宅地擁壁等の調査点検、補強 

12．効果的な自主防災組織づくりへの支援 

13．効果的な防災訓練の実施 

14．地域に特化した防災計画づくりへの支援 

15．津波災害警戒区域や特別警戒区域の設定（規制区域の設定） 

16．津波の危険性が高い区域の集団移転施策 

17．その他（                                 ）  

18．わからない 
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南海トラフ地震臨時情報について 

（1）南海トラフ地震臨時情報について① 

問２３．あなたは、南海トラフ地震臨時情報について知っていますか？ ひとつだけお答えください。 

１．令和６年８月８日に発表される前から知っていた 

２．令和６年８月８日に発表されたことで知った 

３．知らない  

（2）南海トラフ地震臨時情報について② 

問２４．あなたは、南海トラフ地震臨時情報についてどの程度知っていますか？ひとつだけお答えください。 

１．名前だけ知っている 

２．発表される情報の種類の名前のみ知っている 

３．発表される情報の種類と内容を知っている 

４．発表される情報の種類、内容及び取るべき防災対応等についても知っている  

（3）令和６年８月８日に発表された南海トラフ臨時情報への対応について 

問２５．あなたは、令和６年８月８日に発表された南海トラフ臨時情報（巨大地震注意）を受けて、 

どのような行動をとりましたか？（複数回答可） 

１．家具類の固定（転倒防止対策）をした ２．避難場所や避難経路の確認をした 

３．家族との安否確認手段の確認をした ４．出火防止対策をした 

５．非常用持出袋の確認をした ６．水や食料等の備蓄の確認をした 

７．高いところにものを置かないようにした ８．屋内のできるだけ安全な場所で生活した 

９．すぐに避難できる準備をした 

10．津波や土砂災害等の危険が高い場所にできるだけ近づかないようにした 

11．その他（                                    ） 

12．特に何もしなかった 
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令和６年８月８日の日向灘の地震に伴う津波注意報への対応について 

（1）津波注意報への対応について（避難場所） 

問２６．あなたは、令和６年８月８日に日向灘の地震に伴い津波注意報が発表されたとき、どこに避難 

しましたか？ひとつだけお答えください。 

１．津波注意報が発表されたときにいた建物の上層階 

２．津波避難タワー・津波避難高台 

３．津波避難ビル 

４．近くの高い場所（                        ） 

５．その他（                        ） 

６．避難しなかった 

（2）津波注意報への対応について（避難の手段） 

問２６－１．※問２６において、１～５とお答えした方におたずねします。 

あなたは、どの手段で避難しましたか？ひとつだけお答えください。 

１．徒歩        ２．自動車        ３．その他（                       ） 

（3）津波注意報への対応について（自動車で避難した理由） 

問２６－２．※問２６－１において「２．自動車」とお答えした方におたずねします。 

あなたが自動車で避難した理由は何ですか？（複数回答可） 

１．自動車を運転中だったから                 ２．自動車での避難が安全だと思ったから 

３．徒歩での避難が原則だということを知らなかったから 

４．その他（                        ） 

（4）津波注意報への対応について（避難しなかった理由） 

問２６－３．※問２６において「６．避難しなかった」とお答えした方におたずねします。 

あなたが避難しなかった理由は何ですか？（複数回答可） 

１．津波警報や大津波警報ではなく、津波注意報だったから 

２．津波の危険性がない安全な場所にいたから（具体的な場所：                   ） 

３．避難場所が分からなかったから 

４．自身の体力や健康上の理由から避難が困難だったから 

５．介護や育児を要する方と行動していて避難が困難だったから 

６．家財等を残して避難することに抵抗があったから 

７．津波注意報が発表されたことに気づかなかったから  

８．その他（                        ） 

ご協力ありがとうございました。 
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２．前回調査との質問項目の対応表 

今回（令和6年度）調査の質問項目 
前回 

（平成30年度） 
調査 

問１．あなたは、これまでに今お住まいの地域が、自然災害の被害に遭うことを具体的に想像したことがあり

ますか。想像したことがある内容を次の中からお答えください。 
問４ 

問２．あなたは、ここ１～２年ぐらいの間において、家族や身近な方と災害への備えや災害が起きたらどう対

処するかなどについて話し合ったことがありますか。 
問６ 

問２－１．※問２において「１．ある」とお答えした方におたずねします。 

話し合った内容について、該当するものを次の中からお答えください。 
問６－１ 

問３．あなたがお住まいの地域の避難所(一定の期間避難生活をする場)をご存じですか。 問１２ 

問３－１．※問３において「１．知っている」とお答えした方におたずねします。 

あなたが避難所に一定期間避難しなくてはいけなくなった場合、共同生活する上で避難所に何を

求めますか。 

問１２－１ 

問４．あなたが避難所生活を余儀なくされたことを想定した場合、あなたならあらかじめ何日間の備蓄食糧

（飲料水含む）を準備しておきますか。 
問１３ 

問５．自然災害に関して、参考になると思うのはどのような情報でしょうか。次の中からお答えください。 問５ 

問６．あなたがお住まいの地域の災害の危険性や災害対策について、普段から充実してほしい情報は何で

すか。この中からお答えください。 
問１４ 

問７．あなたが防災全般に関する知識や情報を入手するために今後、積極的に活用したいものはどれです

か。該当するものをこの中からお答えください。 
問１５ 

問８．国や地方公共団体、自治会などでは、毎年、地震や豪雨などを想定した防災訓練を実施しています

が、今まであなたは、これらの防災訓練に参加したり見学をしたりしたことがありますか。 
問１６ 

問８－１．※問８において「１．参加したことがある」若しくは「２．参加したことはないが見学したことはある」と

お答えした方におたずねします。 

訓練に参加や見学をしてみてどのようなことを感じましたか。この中からお答えください。 

問１６－１ 

問８－２．※問８において「３．訓練が行われていることは知っていたが、参加も見学もしたことはない」とお答

えした方におたずねします。 

訓練に参加も見学もしたことがない理由をお聞かせください。 

問１６－２ 

災害が起きた際、その被害を最小限に食い止めるためには、「自助（じじょ）」、「共助（きょうじょ）」、「公

助（こうじょ）」という三助の働きが重要であるという考えがあります。 

問９．災害が起こったときにとるべき対応として、あなたの考えに最も近いものは次のうちどれですか。 

問１７ 

問１０．あなたは、南海トラフ地震（南海トラフ及びその周辺を震源とする大規模な地震。以下、同じ。）につい

て、どの程度の関心をお持ちですか。ひとつだけお答えください。 
問１ 

問１１．あなたは今後、南海トラフ地震が起こる可能性について、どのようにお考えですか。 問２ 

問１２．もしも南海トラフ地震が起こったとしたら、あなたはどのようなことが心配ですか。 問３ 

問１３．あなたは、県が作成した津波による「浸水想定区域図」及び「浸水開始時間予測図」を見たことがあり

ますか。 
問８ 

問１３－１．※問１３において「１．どちらも見たことがある」とお答えした方におたずねします。 

あなたは、自宅の位置やお住まいの地域を「浸水想定区域図」及び「浸水開始時間予測図」で確

認することができ、かつ津波の浸水深や到達時間などについて理解することができましたか。 

問８－１ 

問１４．あなたは、市町村が作成した津波に関する「ハザードマップ」を見たことがありますか。 問９ 

問１４－１．※問１４において「１．見たことがある」とお答えした方におたずねします。 

あなたは、自宅の位置やお住まいの地域を津波に関する「ハザードマップ」で確認し、避難路や避

難場所（緊急的に避難する場所）等を理解することができましたか。 

問９－１ 

問１５．あなたは、津波警報等（津波注意報、津波警報、大津波警報）の情報をどのような手段で入手してい

ますか（入手すると思いますか）。 
― 

問１６．ある日の昼間、あなたが自宅にいるとき、突然今まで経験したことがないような大きな揺れに襲われま

した。揺れは約３分間続き、その最中に、自宅のある地域に大津波警報等が発表された（地震発生か

ら約３分後）とします。このとき、あなた自身はどのような避難行動を取りますか。 

― 

問１７．夜中、自宅で寝ていた際に突然、経験したことのないような地震に遭遇し、揺れが収まった後、あなた

は避難しますか。 
問１０ 

問１７－１．※問１７において「１．避難しない」とお答えした方におたずねします。 

あなたが避難しない理由は何ですか。 
問１０－１ 

問１７－２．※問１７において「２．避難する」とお答えした方におたずねします。 

避難する主な理由は何ですか。 
問１０－２ 
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問１７－３．※問１７－２において「１．津波被害から身を守りたいから」とお答えした方におたずねします。 

あなたは何をきっかけに避難行動を開始しますか。 
問１０－３ 

問１７－４．※問１７において「２．避難する」とお答えした方におたずねします。 

あなたが避難のために家の外にでるまでにどれぐらいの時間がかかると思いますか。 

なお、家の中は地震で家具や家電などが散乱しており、停電で真っ暗になっていることとします。 

問１０－６ 

問１７－５．※問１７において「２．避難する」とお答えした方におたずねします。 

あなたが家の外に出てから避難場所（緊急的に避難する場所）にたどり着くまでに、どれぐらいの

時間がかかると思いますか。なお、当日は、夜中で、しかも雨も降っており、移動手段は歩行です。 

問１０－７ 

問１７－６．※問１７において「２．避難する」とお答えした方におたずねします。 

あなたは予め市町村が定めた避難場所（緊急的に避難する場所）をご存じですか。 
問１０－４ 

問１７－７．※問１７－６において「１．知っている」とお答えした方におたずねします。 

あなたは予め定められた避難場所（緊急的に避難する場所）に避難しますか。 
問１０－５ 

問１７－８．※問１７－７において「２．定められた避難場所へは避難しない」とお答えした方におたずねします。 

定められた避難場所へ避難しない理由は何ですか。 
問１０－８ 

問１８．あなたの家庭では、大地震が起こった場合に備えて、日頃よりどのような対策をとっていますか。 問７ 

問１９．あなたが現在お住まいのご自宅は木造住宅ですか。ひとつだけお答えください。 問１８ 

問１９－１．※問１９において「１．木造住宅」若しくは「３．わからない」とお答えした方におたずねします。 

あなたのご自宅を建築された時期を教えてください。 
問１８－１ 

問１９－２．※問１９－１において「２．昭和５６年５月３１日以前」若しくは「３．わからない」とお答えした方にお

たずねします。 

宮崎県内の市町村では、昭和５６年５月３１日以前に建築された木造住宅の耐震化に要する費用

の一部を補助していますが、この補助制度についてご存じですか。 

問１８－２ 

問１９－３．※問１９－１において「２．昭和５６年５月３１日以前」若しくは「３．わからない」とお答えした方にお

たずねします。 

ご自宅の耐震化の検討について、現在どのようにお考えですか。 

問１８－３ 

問２０．大地震の際に発生する火災の半数以上が電気関係による出火ですが、この対策として、電気のブレ

ーカーを落として避難するか、大きな地震の際は自動的に電気を遮断してくれる「感震ブレーカー」を

設置することが有効であることをご存じでしたか？ 

問１９ 

問２１．あなたがお住まいの住宅には、「感震ブレーカー」が設置されていますか？ 問２０ 

問２２．津波被害が想定される区域への対策として、県、市町村に何を望みますか。 問１１ 

問２３．あなたは、南海トラフ地震臨時情報について知っていますか？ ― 

問２４．あなたは、南海トラフ地震臨時情報についてどの程度知っていますか？ ― 

問２５．あなたは、令和６年８月８日に発表された南海トラフ臨時情報（巨大地震注意）を受けて、どのような行

動をとりましたか？ 
― 

問２６．あなたは、令和６年８月８日に日向灘の地震に伴い津波注意報が発表されたとき、どこに避難しまし

たか？  
― 

問２６－１．※問２６において、１～５とお答えした方におたずねします。 

あなたは、どの手段で避難しましたか？ 
― 

問２６－２．※問２６－１において「２．自動車」とお答えした方におたずねします。 

あなたが自動車で避難した理由は何ですか？ 
― 

問２６－３．※問２６において「６．避難しなかった」とお答えした方におたずねします。 

あなたが避難しなかった理由は何ですか？ 
― 

 

 

 

 

 

 


